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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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■Prologue







「優ゆう兄にいさん、これってどういうことでしょうか？」

「優ゆう樹き、これってなんのこと？」

　大型ショッピングセンターの一階、オープンテラスでオレ――私立城じよう南なん高校二年三組、倉くら田た優樹は、二人の中学生に詰め寄られていた。

　一人は幼おさななじみの猫ねこ柳やなぎ愛め衣い。

　もう一人はその親友の戌いぬ威い小さ夜よだ。

　オレが愛衣とお茶をしているところを、小夜ちゃんに見られてしまった。

　そして今、オレはその小夜ちゃんから、どうして愛衣と一緒にお茶をしているのか問い詰められていた。

「これは、その……なんと説明したらいいか……」

　背中に冷ひや汗が吹き出す。

　なぜこんなにも怯おびえているかというと、オレはある事情から愛衣と小夜ちゃんに、二ふた股またをかけているからだ。

　しかし神に誓って、自ら望んでかけようと思ったわけではない！

　どうしても、愛め衣いと小さ夜よちゃんに二ふた股またをかけなければいけなかったのだ。

「ねぇ、これってなんのことよ？　小夜ちゃんも――」

　小夜ちゃんは無言でオレの携帯を奪うと、愛衣に差し出す。

　二股の証しよう拠ことして、メールを見せているのだろう。

　それを見れば、小夜ちゃんと付き合っていることは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「ッゥ!?　これどういうことよ!?」

　愛衣は予想通り、声を荒げる。

　オレはその姿をただ眺ながめていた。

　人は絶望に堕おとされたとき、声すら出せなくなるらしい。

　さすがに喫きつ茶さ店てんにいる他の客も騒ぎに気がつき、好奇の視線を向けてくる。

「優ゆう樹きの裏切り者！」

「うふふ、優ゆう兄にいさんには、少々お仕置きが必要みたいですね」

　その声こわ音ねが鼓こ膜まくを叩たたくと、体も心も恐怖で震えあがった。

　二人の少女が、怒りと憎しみの炎を瞳ひとみにやどらせ、オレを見下ろしてくる。

　どうして、こんな事になったのだろう……。

　オレは痛みを訴える頭を巡らせ、こうなってしまった原因を思い返した。

　それは数日ほど前までさかのぼる――





■第一章　中学生に二股







「駄だ目めだって、愛衣！　そんなに激しく動いたら……くっ！」

「動いたら、何なの？　優樹」

　耳元を幼おさななじみの少女の吐息がくすぐる。

「や、止めろ愛衣……それ以上強く締め付けられたら！」

　オレは密着してくる彼女の肌はだから逃のがれようとあらがう。しかし、彼女は蠱こ惑わく的てきな声音でそれを拒絶する。

「ダメ、絶対に逃がさないんだから」

「本当にそれ以上されたら――」

　オレは堪こらえきれず、叫び声をあげる。




「三さん途ずの川を渡っちゃうぅぅぅぅぅっぅうっぅぅぅぅっ！」




　魂の叫びと共に首を絞しめる、幼なじみの猫ねこ柳やなぎ愛衣を振りほどく。

「きゃっ！　痛いっ、もう、お尻うっちゃったじゃない」

「ぜーはぁー、ぜーはぁー……め、愛め衣い……」

「なに血走った目で息を荒げて可愛かわいい幼おさななじみを見つめてるのよ。この変態！」

「アホか！　これはオマエが朝からチョークスリーパーしてきたせいだろうが！」

　ごく平凡な一軒家の二階自室。

　そこでオレはつい先程まで、世界一幸福な行為である睡眠を堪たん能のうしていた。

　なぜ幸福かというと、寝ているあいだは腹も減らず、勝ち組も、負け組もないからだ。しかし、そんな幸福も、今け朝さは目の前の少女に首を絞しめられガラスのように砕け散った。

「ふん」

　と、彼女は鼻を鳴らし、中学の制服であるワンピース型のセーラー服をひるがえす。

　ハチミツ色の髪をツインテールにして、チョーカーに鈴をぶら下げている。バラ色の唇くちびるに、雪原みたいな白い肌はだ。背は低く、胸は同世代の少女と比べて小さかった。一見触れただけで折れてしまいそうな儚はかなげな美少女だ。

「将来負け組確定の駄だ目め人間を、この愛衣さまがわざわざ起こしてあげたのよ。普通は喜び、感かん涙るい泣き叫ぶところでしょ、ここは」

「オレには、首を絞められて喜ぶ特とく殊しゆ性せい癖へきはない」

　だが、いくら顔が良くても、性格はご覧の通り最悪だ。

「ったく、せっかく親が海外出張で自由を満まん喫きつできると思ったのによ」

　そう、こいつさえ来なければオレは一人自由を謳おう歌かできるのだ。

「母さんに頼まれて、毎日起こしに来てくれてたのはありがたいと思っているけど、その親はいないんだ。だからもう無理して起こしに来なくてもいいよ」

「わたしだって本当はもう来たくなかったけど、そういうわけにはいかないのよ」

「どうして？」

「あんたのお母さんの静鶴しずるさんだけじゃなくて、うちの保護者の茜あかねさんにも面倒を見るように頼まれてるの。優ゆう樹きは放ほうって置いたら朝ご飯をうまい棒ぼうで済ますからって」

　愛衣は近所に住む幼なじみで、現在はある事情で親元を離れ、遠とお縁えんに当たる猫びよう桐どう茜さんの家に居い候そうろうをしている。

　その茜さんに頼まれたら、たしかにイヤとは言えないよな。

　だが、彼女はある驚きよう愕がく的てき事実を知らないらしい。

「馬鹿だな愛衣、知らないのか？　うまい棒は完全栄養食なんだぞ」

「そんなわけあるかぁぁっっ!!」

　オレは耳を押さえ、その大声をやり過ごす。

「たく、だんだん知恵がついてきて騙だまされないようになって来やがったな。……それじゃしょうがないから好きにしろ。ただしもう朝から首を絞めたりするなよな」

「ふん、だったらわたしが来る前にちゃんと起きればいいでしょ」

　そんな彼女の視線が部屋の一部をとらえた。

「それにしても、汚い部屋ね。制服も脱ぬぎっぱなしだし、髪の毛は落ちてるし」

「別にいいだろ。これぐらい普通だって」

「普通じゃないわよ！」

　愛め衣いは腰に両手を当てる。

「それにわたしは、こういう整理されていない本棚とか、シワになるのに置いてある衣い類るいが我慢できないの。掃除しておいてあげるから、顔洗ってきなさい」

「いいよ別に、オレは気にならないから」

「わたしが気になるの！　たく、洋服ぐらいハンガーにかけなさいよね。たく、もう、優ゆう樹きはわたしがいないと本当に駄だ目めなんだから」

「あっ、馬鹿！　そこは開けるな！」

　彼女は服を拾うと制止も聞かず洋服ダンスを開く。

「キャァ！」

　溜めこんでいたグラビアアイドルの写真集や、胸元を強調する私服姿のお姉様が載のっている雑誌の切り抜きの山が、雪崩なだれのように落ちてきた。

「な、なによこれは!?」

　愛衣はそれらの山に埋もれながら、怒鳴り声をあげる。












「それはオレが長年集めてきたお姉さんコレクションだ！」

「お、お姉さんこれくしょん？」

「好みの年上お姉さんの写真集や載のってる雑誌のグラビアやチラシ、ポスターなんかを切り取ってファイルに保存していたのさ。でも、最近ようやくコレクションを全部スキャナーでＰＣに移すことができたから、そこの洋服ダンスに押しこんでおいたんだよ」

「な、なに変なモノ溜めこんでるのよ！　この馬鹿、変態、ほんと気持ち悪いわね！　その情熱をもっと別なことに向けなさいよ！」

「人の趣しゆ味みに文句つけるなよ！　別にいいだろ、全部健康的な水着写真とかなんだから！」

　まぁ、それ系の秘ひ蔵ぞうエロ本は、オレ以外絶対に見付けられない場所に隠してあるけどな。

「それにオレのコレクションは、年上のお姉様系オンリーで厳げん選せんされたものなんだ。年下や同級生にも手を広げる様な、そういった節せつ操そうの無いヤツとは違うんだ！　分かるだろう、愛め衣い、この男のこだわりが！」

　その問いの答えを愛衣は行動付きで示してくれた。

「この……駄だ目め人間！　そんなバカな事言ってないで、このゴミをさっさと捨てなさい！」

「ぐふあぁぁッ！」

　愛衣が掴つかみ投げた写真集は、吸い込まれるようにオレの額ひたいへと当たった。




　シャワーが愛衣のつけた傷にしみる……そのお陰かげで目はこれ以上ないほど覚めたが。

　制服に着替え一階に下りると、愛衣が制服の上にエプロンを着て、台所から顔を出す。

「すぐ朝ご飯出すから、座ってまってなさい」

　愛衣は台所に戻ると、すでに用意していたのか皿を抱えて戻ってきた。

　テーブルに彼女が用意したという朝食が並べられる。

「……ところで愛衣さん、ちなみにこれはなんですか？」

「見て分からないの、ケーキよ」

「だから、なんで朝からホールサイズのケーキを食べないといけないんだよ。糖とう尿によう病びようで遠回しに暗殺するつもりか？」

「わたしは将来、茜あかねさんみたいにお店を開きたいの。だから練習で作ってみたんだ。せっかくだから味見させてあげようと思って持ってきたんじゃない。だからね、食べてみて。っていうか食え」

　最後は脅おどしかよ！

「いやだね。なんで朝飯にケーキなんて食べないといけないんだよ。胃がもたれるだろうが」

「何よ、食べてくれたっていいでしょ。人が起こしに来てあげて、掃除もしてあげたのに」

　朝、首を絞しめられ殺されかけ、部屋を掃除すると言って追い出されたりしたけどな。

　だが、愛め衣いの世話になったことはたしかだ。しかたなく、包丁を手に取る。

「分かったよ。けど、全部は無理だからな」

「わたしだって鬼じゃないわ。今すぐ全部食べろとは言わないわよ。けど、ちゃんと味の感想を言ってよね」

「分かってるよ。マズイなら、マズイって言うから」

「わたしの作った料理がマズイはずないでしょ。優ゆう樹きみたいにレタスとキャベツの違いも分からない奇き想そう天てん外がい料理知らずがナマイキ言わないでよね。しかも今日のは自信作なんだから。早く食べて、おいしいかうまいか教えなさいよ」

「それ、どっちも同じ意味だぞ」

　しかし、愛衣の自信通り、たしかに見た目はキレイなホールサイズのイチゴのショートケーキだ。

　このままショーケースに出しても通用するできばえをしている。

「まぁたしかに見た目は問題ないよな。見た目は……」

「でしょ？　食べたら頭が爆発するほどおいしいんだから」

「爆発って、どんな味のケーキだよ」

　そしてオレは、ケーキに包丁を入れる。

　瞬間、ケーキが爆発した。

　生クリームが散弾のように周囲に飛び散り、窓に張り付いたイチゴは人肉のようにぐちゃぐちゃに潰つぶれ赤い汁をしたたらせる。

「おい、愛衣……本当に物理的に爆発させてどうする!?　おまえはご近所のスーパーで売っている食材で何を作ってるんだ!?」

　しかも自分は一人だけ、ちゃっかりお盆でガードしやがって！

「おっかしいわね。ちゃんと本の通り作ったんだけどなー。あ、でもほら味は変わらずおいしいはずよ？」

「どこを食べろって言うんだよ！　全部飛び散ったじゃねぇか!?　料理下べ手たにも限げん度どがあるだろ！」

「はい、じゃあこれをどうぞっ」

　可愛かわいらしく差し出されたのは、お盆についたケーキの欠片かけら。

「食えるか!?　これは食べ物じゃない。汚れだ！」

「いいから男なら、女の子の差し出したものは黙って食べなさい！」

「だから、これは食べるじゃなくて、舐なめるになる――むぐぅッ！」

　愛衣がお盆を顔に叩たたき付けてくる。

　その勢いで口の中に入ったクリームを舌で味わった。

「どうおいしい？」

「ったく無理矢理ばっかしやがって。まぁ、でもたしかに味は……ぐはっぁ！」

　口いっぱいにあふれる、うまいとかマズイとかを超ちよう越えつした生命に危機を直接訴える感覚――あえて言うなら芸術は爆発だ――に、オレは意識を一瞬にして失った。





　◇






　季節は四月、新学期が始まってすでに二週間が経過していた。

　愛め衣いのケーキのあまりの味に意識を失ったオレが、再び目を覚ますと時計はいつもの待ち合わせ時間を大幅に超えていた。

　オレたちは、慌てて家を飛び出した。

「全く、愛衣のせいだからな！」

「はぁ!?　優ゆう樹きが気絶してたのが悪いんでしょうが！」

「誰のせいで気絶したのか、思い出してみろ！」

　と、オレたちは互いに罪つみをなすりつけあいながら、待ち合わせ場所へ向かう。

「おはようございます、愛衣ちゃん、優ゆう兄にいさん」

　その待ち合わせ場所に、愛衣と同じ制服で黒髪を腰より長く伸ばした少女が立っていた。

　彼女が愛衣の親友で、同級生の戌いぬ威い小さ夜よちゃんだ。

「おはよう、小夜ちゃん。遅れてごめんね。優樹がわたしのケーキに感動しすぎて卒そつ倒とうしちゃって、出るのが遅れちゃったのよ」

　どうやら、こいつの中ではあれはケーキが美お味いしすぎたせいになっているらしい。

「愛衣ちゃん、あまり優兄さんをいじめてはダメですよ？　静鶴しずるさんたちが海外転勤になって、今は慣れない一人暮らしをなさっているんですから」

　小夜ちゃんはこちらに向き直ると、気遣うように微笑ほほえむ。

「もし私にできることがございましたら、遠えん慮りよなく仰おつしやってくださいね。なんでもお手伝いいたしますから」

　ああ、小夜ちゃん、君は愛衣と違ってなんて良い子なんだろう。

　しかも容よう姿しは愛衣に引けを取らない静かな美しさを持った少女で、さらに目を引くのはその胸だ。それは中学生としては大きく、制服の生き地じを大きく押し上げるほどと言えば分かってもらえるだろう。しかし、彼女の魅力は容姿やスタイルだけではない。

　彼女は炊事洗濯なども得意な家庭的な女の子なのだ。

　大和やまと撫子なでしこというのは、きっと小夜ちゃんのことを言うんだろうな。

「ぐはぁぁぁぁぁぁぁあ！」

　突然、愛衣にスネを思いっきり蹴けり飛ばされた。

「人の親友をそんなエロい目で見るなっ。この変態。駄だ目め人間！」

「べ、別に見てねぇよ！」

「考えてることが分からないと思ってるの？　イヤらしいことを考えると、すぐ鼻の下が伸びるのよ」

　そのセリフに、反射的に鼻を隠す。

「嘘うそよ。ほら、やっぱりそういう目で見てたんだ。最低。死ねばいいのに」

　そんなやりとりを小さ夜よちゃんは、いつもの微笑ほほえみで眺ながめていた。

「優ゆう兄にいさんと愛め衣いちゃんは、本当に仲良しさんですね。肝かん胆たん相あい照てらす仲とはまさにお二人のことですね」

　彼女はよくこうして難しい熟語やことわざを使う。

　中には高校生のオレでも分からない言葉が出てくる。

　ちなみに、もちろん今回も意味が分からない。

　だが、愛衣はその意味を理解したのか、イヤそうな顔で否定する。

「別に仲良くなんかないわよ。優ゆう樹きはただの幼おさななじみよ。それより、行こう小夜ちゃん。こんな変態といつまでも一緒にいたら、変態がうつっちゃう」

「うつるか！」

　だが、否定も虚むなしく、本当にさっさと歩き出す。

　オレは痛む足を引きずりながら二人の後に続いた。




「ちょっと、付いてこないでくれる」

　愛衣は振り返り、睨にらみ付けてくる。

「別に後を付けてるわけじゃねえよ。同じ場所に学校があるんだからしょうがないだろ」

　オレたちが通う私立南城高校と中学校は、中高一貫のため同じ敷地に建てられている。

「だったら、別の道を使って遠回りしてよ」

「アホか！　それだと遅刻するだろうが！」

「たく、だったらもっと早く起きなさいよね」

　愛衣は心底馬鹿にするようにやれやれと溜ため息いきを漏もらしやがる。

「誰のせいで遅刻ギリギリだと思ってるんだ。愛衣が作ったあの爆弾ケーキのせいだろが！」

「はいはい、分かったわよ。後ろから付いてくることを特別に許可してあげるから」

　愛衣とそんな会話をしていると、小夜ちゃんが話しかけてきた。

「ケーキといえば、優兄さんお食事はどうなさっておいでですか？　レトルトやコンビニのお弁当だけじゃなく、ちゃんとお野菜も食べていらっしゃいますか」

「あ～、まぁ分かっちゃいるんだけどね。こうどうしてもめんどくさくてさ」

　初日はやる気を出して自じ炊すいしてみたが、肉を炭すみに変えた時点で自分には向いていないことを悟った。

「もしよろしければ今週の日曜日に、ご飯を作りに参りましょうか？」

「作りにって、うちに来て作ってくれるの？」

「はい。優ゆう兄にいさんは、何か食べたいモノのリクエストはありませんか？　喜んで腕を振るわせていただきますよ♪」

「そうだなー。うーん……」

　小さ夜よちゃんが作ってくれるなら、久しぶりに彼女特製の煮に物ものとか食べたいな。でも、トンカツとか、唐から揚あげとかオレじゃ絶対に作れない揚げ物系をこういうとき食いだめしておきたいよな。

　と、オレが悩んでいると、

「優ゆう樹きの家に行くのはやめておいたほうがいいわよ。こんな変態の家に行ったら、何されるかわかったもんじゃないもの。絶対に飲み物なんかに睡眠薬を入れられて、暗い部屋に監禁されるのよ。こわ！」

「入れるか！　人を勝手に極悪な犯罪者にしたてあげるな！」

「ご都つ合ごうがよろしかったら、愛め衣いちゃんもいらっしゃいませんか？　お食事は大勢で食べた方がおいしいですから」

「優樹と一緒に食事なんてイヤだけど、小夜ちゃんに何するか分からないから見張るためにも行くしかないわね」

　愛衣は使命を帯びた戦士のような顔で、握り拳こぶしをかためる。

　オレをどれだけ飢うえた獣だと思っていやがるんだ。

　中学生なんかに手を出すわけがないだろうに。

「うふふ、皆でお食事なんて久しぶりですね。なんだか昔を思い出します」

　たしかに昔はよく日曜日になると、家族ぐるみで誰かの家に集まり食事会という名の宴えん会かいをしていた。

　子供たちが食事を終えても、親たちは酒を飲み続け、たまに宴会芸をやるよう強要されることもあった。

　うちの親が酒で顔を赤くしてバレエの衣い装しようをオレに着て踊るよう言い出したときは、家を出ようと本気で考えたものだ。

　そんな昔の出来事を思い出していると、高校と中学校への分かれ道に出る。

　愛衣たちはそのまままっすぐ、オレは右へと分かれる。

「それじゃな二人とも、ちゃんと学校に行くんだぞ」

「優樹だけには言われたくないわよ。前に学校さぼってゲームセンターに行ったくせに」

　反論のしようがなかった。

　それ以上のイヤミを言われる前に退散しようと、右に曲がったオレを、小夜ちゃんが呼び止める。

「あの優ゆう兄にいさん、今日の放課後お暇ひまでしょうか？」

「ん、何？」

「実は昔一緒に買いに行ったパソコンなんですが、昨日使おうと電源を入れたのですが起動しなくて。もしお時間がありましたら、見に来ていただけませんでしょうか？」

「いいよ、どうせ暇だし。それじゃ学校終わったら家に行くから」

「ありがとうございます♪」

　彼女は花が咲くように、にっこりと笑った。

「駄だ目めよ小さ夜よちゃん、あんまりその変態に近づくと妊にん娠しんするわよ」

「オレは子こ宝だから大だい明みよう神じんじゃねぇ！」

　小夜ちゃんはおかしそうに笑うと、丁寧に頭をさげ先に進んでいた愛め衣いと合流する。そして二人は仲良く手を繋つなぎ学校へと歩き出した。




「さて、と。めんどいけど、今日も一日頑張るかぁ～」

　再び高校へ向けて歩き出そうとすると、どこからか呪じゆ詛そのような声が聞こえてくる。

「恨うらめしー。年下にモテモテ恨めしー。黒髪巨きよ乳にゆう大和やまと撫子なでしこと、金髪ツルペタ幼おさななじみと一緒に登校なんて！　地獄に堕おちればいいのに！　いやむしろ地獄に堕としてやる！」

　振り返ると電柱の陰に、同じクラスの大おお杉すぎ太た一いちが立っていた。

　名字と名前に『大』が入っているが背は低く、制服を着ていなければ中学生と見間違えてしまう。

「朝っぱらからハレームりやがって！　貴様はどこの美少女ゲーム世界の主人公だ！」

「たとえ美少女ゲームの主人公でも、オレはお姉さま方しか攻略しねぇよ。オレが年上専門だって知ってるだろ？　愛衣も小夜ちゃんも異性として見たことなんて一度もないよ」

「いいよなー、愛衣ちゃん小夜ちゃん可愛かわいいよなー」

「おいこら、人の話を聞け」

　それ以上相手にするのも馬鹿らしくなり、さっさと歩き出す。だがスギは後ろから、

「全く年上好きなんて理解できないね。いくら初恋の相手が近所のお姉さんだからってよ」

「うるせえな。好きなモノは好きなんだからしょうがないだろう」

　スギの言う通り、オレの初恋は近所のお姉さんだ。

　子供の頃ころの記憶のため顔も名字もおぼろげにしか覚えていないが。

「それに初恋が年上だから年上好きってわけじゃないぞ。だいたい、スギは年上の魅力をまったく理解していない！」

　オレは身を乗り出し力説する。

「年上はいいぞ。想像してみろ……タイトスカートにブラウス、ストッキングをはいて眼鏡めがねをかけたちょっとキツイ感じの女教師との居い残のこり授業！　問題で分からないところを質問すると、問題集を背中のほうから覗のぞきこんで体を密着させてくるんだよ！　そのときの胸の感触、香水の匂い！　どうだ生なま唾つばごっくんものだろ！」

「それはどっちかって言うと年上が好きなんじゃなくて、女教師が好きなんじゃね？」

「違う！　女教師も好きだが、年上全般が大好きなんだよ！」

「公こう衆しゆうの面前で、そんなアホなこと叫ぶな。それに姉がいる俺から言わせれば、優ゆう樹きは年上に幻想を持ちすぎだって。現実はひどいもんだぜ」

　スギは表情をくもらせ、日頃ごろのうっぷんを吐き出すようにまくし立てる。

「買ってきた食い物や飲み物は略りやく奪だつされるわ、自分が借りてきたレンタルＤＶＤを返しに行かされたうえ、延えん滞たい料金を自じ腹ばらで払わされるし。全く、自分中心に世界が回ってるとでも思ってるのかよ！　あのクソ姉貴は！」

「な、なあスギ。もうその辺にしておいたほうがいいぞ」

「いいや、このさい愚ぐ痴ちらせてくれ。聞いてくれよ親友。たしかに顔はいいから、大学では猫かぶってちやほやされてるみたいだけど、中身はただのおっさんだよアレ。家に帰ってきたら服は脱ぬぎっぱなし、下着姿でコーラかっくらって、膨ふくれた腹を下着の上に乗せてゲップなんてしやがるの！　あの姿を見たらオマエの幻想をぶち壊こわす自信があるね！」

「お、おいもう本当にその辺にしておいたほうが……」

「何言ってんだよ、ブラザ～。これからが面白いんだって。姉貴は炊事洗濯掃除全部親任せなんだけどさ、こないだの日曜日に誰も家にいなくて腹が減ったから自分でパスタを作ろうとしたらしいんだよ。あんなの茹ゆでるだけだろ？　失敗してものびたメンができるだけじゃん。なのにうちの姉貴はなんと――ぐはぁぁあぁッ!?」

　セリフの途中でスギは、背後から殴なぐられ強制的に黙らされる。

「あ、姉貴!?　いつからそこに、って言うか大学に行ったんじゃないのかよ！」

「『買ってきた食い物や～』あたりからよ。太た一いちくんたら、朝からお姉ちゃんの根も葉もない悪口を言い触ふらすなんてひどいじゃない。優樹くんが誤ご解かいしたらどうするの？」

　スギの姉、大おお杉すぎ睦む月つきさんは満面の笑顔で言った。

　彼女はオレたちより二年上の十九歳で、今年大学一年生だ。髪は長く白いリボンでむすんだ先を、肩から流している。落ち着いたカーキ色のジャケットにそでを通し、その下に白のワンピースを身に付けている姿は、まさに女子大生という感じだ。

「誤解どころか、げんに今姉貴の横おう暴ぼうが白はく日じつの下にさらされてるだろうが！　後、猫をかぶるな気き色しよく悪わるい！」

「もう太一くんは、そういう嘘うそばっかり言ってるから背が伸びないのよ」

「せ、背は関係ないだろ、背は！　それとも何か、背が低いのは犯罪なのか!?」

「そんな怒鳴ることないでしょ。せっかく、太一くん宛あての郵便物を届けに来てあげたのに」

「郵便物？」

　睦む月つきさんは脇に抱えていた封筒を差し出す。

「そうだよ。だからわざわざ大学に行く途中で引き返して来たの。はい、これ『最新インド式身長がぐんぐんのびのびツアー。象ぞうに足を引っ張られて君も夢の高身長を手に入れよう！』の参加受じゆ理りの書類とパンフレット♪」

「うわぁあぁっぁ～～～ん！」

　スギは封筒を奪い取ると、涙を流し走り出す。

　さすが実じつ姉し、スギのコンプレックスを的確についてくる。

　弟はなす術すべもなく敗走する。

「ごめんね優ゆう樹きくん、弟が変なこと言って」

「い、いえ平気です。スギの愚ぐ痴ちは聞き慣れてますから」

　声をかけられ向き直ると、睦月さんが距離を縮めてきた。

「む、睦月さん！　あの、何を……」

「男の子って本当にだらしないよね。ほら、ネクタイが弛ゆるんでるぞ」

「あ、ありがとうございます」

「ところで優樹くんって、本当に年上が好きなんだね。実はもっと前に来てて、二人の会話を聞いちゃってたんだ」

　ネクタイを直した手のひらが、今度はオレのほほからアゴ先をなぞる。

「もしそうなら私って優樹くん的には、どうかな。結構好みだったりする？」

「いや、それは、えっと……」

「ふふふ、耳がタコみたいに赤くなってる。答えを聞かなくても分かっちゃった。そんな純情なところ、凄すごく可愛かわいいよ」

　睦月さんには会うたびにからかわれているから、これが好意から来るモノではないと分かっている。だが、キレイな微笑ほほえみで迫られると心臓は勝手に激しく鼓動してしまう。

　彼女はこちらの反応を楽しむように胸を押しつけてくる。

　その柔やわらかな感触に、オレの意識は極楽浄じよう土どに旅立ちそうになる。

「……道の真ん中で何をしてらっしゃるんですか？」

　その声こわ音ねは地獄の底から響くように冷たかった。

「愛め衣い！　小さ夜よちゃん！　い、いつのまに!?」

　振り返るとそこには、不ふ機き嫌げんそうに腕を組む愛衣となぜか寒さむ気けを覚える微笑みの小夜ちゃんが立っていた。

「いつまで経っても学校に行かず何をしてらっしゃるかと思えば……優ゆう兄にいさん、軽けい挙きよ妄もう動どうはひかえてくださいね」

　そのセリフに慌てて、睦月さんから距離を取った。

　なぜか分からないが、あのままでいたら危険だと本能が警告してきたからだ。

「おはよう、小さ夜よちゃん、愛め衣いちゃん。何って優ゆう樹きくんのネクタイが弛ゆるんでいたから、直してあげていただけよ」

「おはようございます、睦む月つきさん。それは大変ご迷惑をおかけいたしました。今度から優ゆう兄にいさんのネクタイが弛んでいないかどうか、確認するようにしますね。他人さまにご面倒をお掛けしては申し訳ありませんから」

　二人のあいだになぜか雷鳴が轟とどろき、稲いな妻づまが走る幻を見る。

「遠えん慮りよしなくてもいいのよ。優樹くんもどうせなら好みのお姉さんに直してもらった方が嬉うれしいだろうし」

　小夜ちゃんはオレを刺し殺すように、愛衣は汚お物ぶつを見るような目で睨にらみつけてきた。

「しかし、やはりいつの時代も男性は、うら若き女性に直してもらう方が嬉しいのではないでしょうか？」

「女の前だからって優樹も何かっこつけてんのよ。気持ち悪いわね」

　さきほどの幻影に大嵐あらしと大波が追加される。

　寒くもないのに体が震える。

「それじゃ私と小夜ちゃん愛衣ちゃん、この三人の中で誰にネクタイを締めて欲しいか、本人に選んで貰もらいましょうよ」












「まぁ、それはとても良いアイディアですね♪」

「はぁ？　なんでわたしがそんなことしないといけないの？　まあでも、同じ締めるでも首なら締めてあげてもいいけど」

　その案に愛め衣いは機嫌悪そうに乗り、小さ夜よちゃんにいたっては嬉き々きとして賛同する。

　逃げ遅れたオレは、三人の視線にその場でぬいつけられてしまう。

「ええーと、あぁーと、そのなんて言うか……」

　恐らく蛇へびに睨まれた蛙はこんな気分なんだろう。だが、なぜ朝からこんな窮きゆう地ちに立たされないといけないんだ？

「オレは、その――」

　痛いほど渇かわいた喉のどを震わせ、唇くちびるを開く。

「おおっと、もうこんな時間じゃないか!?　このままじゃ学校に遅刻しちゃうぞ！　では、そういうわけでオレは先に行ってるから！」

　勢いに任せてまくし立て、背を向け全力で走り出す。

　誰を選んでも騒ぎがおきるのは不穏な空気で理解している。だから、一番平和的な方法でこの場を収めることにした。

『こらぁー、逃げるな！』

　そんな背後からの声を無視して、オレは脱だつ兎とのごとく必死に走り去った。





　◇






　学校が終わって帰宅するとすぐに小夜ちゃんの家にパソコン修理に行く準備をする。

　私服に着替え、ドライバーセットと電源ユニット、学校帰りに買ったどら屋の生どらを手に取る。

　彼女の話から、おおかた電源が壊れているか、配線がおかしくなったかだろうと当たりを付けたためだ。

　その三つを自転車のカゴに入れ、ペダルを強く踏みこんだ。




　小夜ちゃんは近所で一番大きな日本屋敷に住んでいる。

　オレは自転車を止めて、門の脇にある一回り小さな扉のインターホンに腕を伸ばす。だが、押す前に扉が開いた。

「いらっしゃいませ、優ゆう兄にいさん。多た事じ多た忙ぼうの中、お越しいただいてありがとうございます」

　小夜ちゃんは制服ではなく、淡いピンクを下地に桜さくら模も様ようをあしらった高そうな着物にそでを通していた。

「朝、お逃げになられたので、今日はお起こしいただけないかと思っていたのですが」

「さ、小さ夜よちゃ～ん。だからアレはメールで説明しただろ？」

　おいおい、小夜ちゃんは、まだ今け朝さのことを根に持っているのか？

　流石さすがに三人から逃げ出した後、マズイと思ってメールで事情を説明したんだが……。

「ふふふ、冗談ですよ。あの時は私たちも羽は目めを外しすぎてしまいましたから。むしろ今は反省しています」

「本当に？」

「はい、本当ですよ♪」

　それを聞いて、安あん堵どの溜ため息いきを漏もらす。

「ですが、また同じように置いていったら、今度こそ許しませんからね」

　瞳ひとみは笑っていたが、その温度はとてつもなく低かった。

「も、もちろんだよ！　もう二度とあんなことはしないよ！」

「ふふふ、絶対ですからね」

　そんな会話を交わしながら、屋敷内に足を踏み入れる。

「しかし、門から母おも屋やまで歩くなんて……いつ来ても圧倒される広さだね」

「そうですか？　うちの持ち家の中ではここが一番小さいんですが」

「マジですか？」

「はい、マジです♪」

　うわぁ、本物のブルジョワだよ。

　そしてようやく、玄関へと辿たどり着く。そこに見覚えのある人が立っていた。

「いらっしゃい優ゆう樹きくん。いつも小夜がお世話になってるね」

　この人は小夜ちゃんの叔お父じの戌いぬ威い賢けん悟ごさんだ。

　賢悟さんも男物の着物にそでを通している。

　耳が隠れるまで伸ばした黒髪。背は高く、裾からのぞく手首は女性のように細い。

「わざわざ来てもらって悪いね。本当は僕が直せればいいんだけど、いかんせん僕も小夜と同じくこういう機械類はどうも苦手でね。いや、面目ない」

「気にしないでください。部活とかやってないんで、学校が終わるとたいてい暇ひまですから」

「あははは、そういってもらえると助かるよ――――ところで優樹くん」

　賢悟さんは一度咳せき払ばらいをすると、肩を掴つかんできた。

「これから君はパソコンを直すために小夜の部屋に入るわけだが……」

「はぁ」

「必然、部屋で二人きりになるわけだ。君たちは高校生と中学生、歳の若い男女だと妙な気分になるかもしれない」

　賢悟さんの腕に力がこもる。

「いや、僕はなにもそんな風ふうになってしまうのを責めるつもりはないよ。勘違いしないでくれ。だって小さ夜よは、花も恥はじらい月も顔を隠すほど可か憐れんで美しいから、妙な気分になるのはしかたない。それに優ゆう樹きくんぐらいの歳の男の子ならそれはとても自然なことなんだよ」

「あ、あの賢けん悟ごさん。その肩が痛いんですけど……」

　腕の力がさらに増し、ぎりぎりと骨を握り潰すほどになる。

　っていうか本当に痛い！　この細腕のどこにそんな力があるんだよ！

「けどね、その感情にまかせて小夜を襲ったら……分かってるよね？」

　賢悟さんは一度下を向く。

「け、賢悟さん？」

　再びゆっくりと顔を上げる。その表情は地獄の鬼みたいな怒りに変わっていた。

「もし！　お主が小夜に対して毛け先さき一ひと筋すじでも破は廉れん恥ちな行為に及んだら、たとえ我が身が死刑を宣告されたとしても、可愛かわいい小夜を辱はずかしめた卑ひ劣れつ漢かんを思いつく限りの拷ごう問もんにかけて切せつ腹ぷくの刑に処してくれるわ！！！　分かったか！　この蛆うじ虫むし野郎！！！！！」

「賢悟さん落ち着いてください！　オレが小夜ちゃんに――！」

「分かったかどうか聞いておるのだ！　このハイエナめ！！！　それともやっぱり二人っきりなのを良いことにお楽しむつもりだったんだな！！！」

「しません！　しませんから！！！！」

「声が小さいわ、小童こわつぱ！　そして誓え！　日本の八や百お万よろずの神々にそのたぎった欲望を小夜にぶつけ――ぐあばぁぁぁっぁぁぁ！！！！？」

　文字通り必死になだめていると、小夜ちゃんが玄関に飾ってあった花か瓶びん（素人目から見ても高そうだ）で賢悟さんを殴り倒す。

　花瓶が割れることはなかったが、結構重い音がしたけど大丈夫か？

「もう賢悟叔お父じさんたら、変なこと仰おつしやらないでください。優ゆう兄にいさんが困ってるじゃありませんか」

　賢悟さんは床にうつぶせに倒れ、腕で体を支えながら小夜ちゃんを涙目で見上げる。

「し、しかしだね、万が一ということがあるかもしれないじゃないか。だから僕は優樹くんに釘くぎを刺しておこうと思ってだね……」

「そんな万が一に備えなくても結構です。そ、それに優兄さんになら襲われても……」

「え、なに。呼んだ小夜ちゃん？」

　後半のセリフが尻しりすぼみだったため聞き逃してしまう。

「何言ってるんだ小夜！　叔父である僕はそんなこと認めないぞ！　ならいっそここで優樹くんの息の根を――ごぷぁぁぁああぁッ！！！」

「賢悟さん!?」

　がしゃん！　と花瓶が割れる音が玄関に響き渡る。

　小さ夜よちゃんが親の敵にとどめを刺すように、花か瓶びんを賢けん悟ごさんの頭部へ叩たたきつけたせいだ。

「あの大丈夫ですか？」

　……返事はなかった。

「それでは邪魔な人もいなくなったことですし、お部屋に参りましょうか」

「いやでも……」

「賢悟叔お父じさんは見た目より丈夫ですから、あれぐらい平気ですよ」

　その笑顔が怖かった。

「それじゃ行きましょうか♪」

　小夜ちゃんは動かなくなった賢悟さんの心配などみじんもせず、オレを自室へとひっぱっていく。

　そんな少女に逆らえるはずもなく、オレは大人しく彼女に引きずられていった。




　小夜ちゃんの部屋は基本的に物が少ない。大きめのクローゼットにデスクトップパソコン、本棚ぐらいしか目立つ物がない。机の前には座ざ布団ぶとんが敷かれてある。

　中学生の部屋って言うより、大正時代の小説家みたいだな。

「それでは修理していただいているあいだに、お茶の用意をしておきますね」

「それならこれお茶菓が子しに使って。どら屋の生どらなんだけど」

　オレは持って来た手て土産みやげを差し出す。

「そんなお気を使って頂かなくても良かったのに。ありがとうございます。お茶うけに使わせていただきますね♪」

「お茶の準備が終わるまでにはこっちも終わってると思うから」

「はい、分かりました。それでは、修理の方よろしくお願いいたします」

　そして、彼女は大事そうに箱を抱え、台所へと消える。

　それを見送った後、オレはさっそく修理に取りかかった。

　故障の原因だと予想をつけていた電源ユニットを取り出し、蓋ふたを外し中を覗のぞく。

「やっぱりここが原因か。コンデンサが壊れてる」

　家から持ってきた電源ユニットと交換して、電源を入れてみる。

　画面にウィンドウズのロゴが浮かび、ほどなく通常画面に移行する。

「よし、ちゃんと動くな。……しかし、思ったより早く終わっちまったな」

　せっかくだし、小夜ちゃんの手伝いでもしてくるか？

「なんだ、これ？」

　立ち上がりかけた途中で、タンスから白い布切れがはみ出しているのに気が付く。

　反射的に腕を伸ばし引っ張った。

「どわぁッ!?」

　布を引っ張るとタンスの扉が開き、中にあった引き出しがひっくり返る。中に入っていた物が畳たたみ一面に飛び散った。しかもその中身はよりにもよって……

「小さ夜よちゃんの下着かよ！」

　手の中にある白い布はもちろん彼女のパンツだ。

　引き出しからはみ出て、扉に挟まっていたのを引っ張ったせいで中身が飛び出したんだ。

　畳に散らばった下着を前に、顔が赤くなるより先にある想像で背せ筋すじを震わせる。

　脳内で賢けん悟ごさんの声こわ音ねが再生される。

『それ見たことか！　この蛆うじ虫むし野郎は部屋で一人きりなのをいいことに下着を物ぶつ色しよくする犯罪者なんだよ！　っていうか男はみんな犯罪者だ！　野獣なんだ！　うちの可愛かわいい子羊ちゃんを狙ねらう害がい獣じゆうはデストローイデース!!』

「なぜ最後はエセ外国人!?」

　いや、それはさて置き今現在は非常にマズイ状況だ！　頭を抱えている場合じゃない。

　まずは落ちた引き出しを元に戻さなければ！

　次に畳に散らばった色鮮やかな下着類をかき集め、引き出しに押しこむ。

　最初はキレイに小さく畳んであったようだが、今はそんなことしているヒマはない。

　とにかく、畳に落ちている下着をどんどん入れる。

　しかし、こうして見るとどうやら小夜ちゃんは、白の割合が多いんだな――って！　オレは何を考えているんだ！

「ひぃ、マズ！」

　廊下から人が来る気配を感じる。

　たとえ小夜ちゃんでも下着を物色している姿（彼女の視点から見た場合）を見たら、きっと悲鳴をあげるだろう。

　そうなったら賢悟さんが光より早く駆けつけるのは自明の理。その時が命の最後だ。

　オレは命惜しさに必死に下着を集め引き出しへ入れる。

　彼女はすでに障しよう子じ一枚向こうに立っている。

　オレは最後の一枚と共に、一緒にタンスの中へと隠れた。

　瞬間、障子を開ける微かすかな音。タンスの扉を完全に閉める時間はなかった。

「優ゆう兄にいさん、お茶の用意が……」

　小夜ちゃんは最後までセリフを言い切らなかった。なぜなら、オレが部屋にいないからだ。

「優兄さん？」

（小夜ちゃん、今探している男は君の下着を握り締めタンスに隠れているよ。あはははっ）

　って、笑ってる場合じゃねぇ！　下着だけをタンスに入れて扉を閉めればいいのに混乱して自分ごと入っちまった！　オレはなんて馬鹿野郎なんだ！

　かすかに開いた扉の隙すき間まから、彼女の姿が見える。

「お手洗いでしょうか？　あっ、パソコン直ってます」

　小さ夜よちゃんは嬉うれしそうにマウスを弄いじる。本当に動いているか確認しているらしい。

　その手が止まりある一点を凝視する。

「優ゆう兄にいさんの上着……」

　彼女は熱に浮かされたように呟つぶやくと、立ち上がり障しよう子じを開け左右を確認する。どうやら誰もいないことを確かめているようだ。

　障子を閉めると、彼女はまるで夢む遊ゆう病びよう患かん者じやのようにふらふらと上着を拾い上げる。

　そして、それに顔をうずめた。

「くんくん……ふあ、優兄さんの匂いです」

　上着から顔をあげると、今度はそでを通す。

「わふぅ～ん。やっぱり大きいですねぇ♪」

　上着は男物だから、小夜ちゃんには大きすぎる。

　それでも彼女は不便を感じていない。むしろ嬉しそうにその場でくるりと回ったりする。

「こうしているとまるで、優兄さんに抱き締められているようです」

　彼女は蕩とろけた笑顔で、自分自身を抱き締める。

「羨うらやましいです。愛め衣いちゃんはずっと昔から優兄さんと一緒で……」












　そう言って座りこみ、目を閉じる。

「もし愛め衣いちゃんより先に出会っていたら、優ゆう兄にいさんは私のことを好きになってくれたでしょうか」

　オレはそのセリフにただ息を飲みこむしかできなかった。だって、それ以外何ができるというんだ？

「こんなに好きなのに……優兄さんのことが大好きなのに。やっぱり諦あきらめないといけないのでしょうか……」

　心臓が他人に掴つかまれたようにギュッと収縮する。

　たしかに小さ夜よちゃんは、オレに懐なついてくれている。けど、それは賢けん悟ごさんに寄せるものと同じ、家族を慕う感情だと思っていた。しかし現実は上着の匂いを嗅かぎ、そでを通して大人びた憂いの表情を作っている。それはどう見ても家族に寄せる感情ではない。

　オレは小夜ちゃんに一人の男性として見られていたんだ。

　だが、その告白以上の驚きよう愕がくがこの後起きた。

　彼女の独り言の告白に注意を奪われ、しっかりと閉まっていない扉に寄りかかり過ぎた。

「う、うわぁ！」

　気が付いたときには遅かった。足を滑らせ、豪快にタンスから飛び出してしまう。

　もちろん目の前に小夜ちゃんが座っている。

「きゃ！」

　耳元で聞こえる悲鳴。唇くちびるに柔やわらかく温かい何かが触れている。

　恐る恐る閉じた目を開くと、そこには小夜ちゃんの端正な顔が至近距離にあった。

　オレは小夜ちゃんのほほにキスをしていた！　しかも、手が彼女の豊満な胸を鷲わしづかんでいる！

　慌てておおいかぶさっていた彼女から飛とび退のき、言いわけを並び立てる。

「ごめん小夜ちゃん！　別にそういうつもりはなかったんだ！　事故って言うか、まずなぜオレがタンスに入っていたかというとこれも事故みたいなモノで……」

　だが、そのセリフを途中で止める。なぜなら小夜ちゃんが苦しそうに自分の耳を両手で押さえ、肩を震わせていたからだ。

「大丈夫、小夜ちゃん！　もしかしてどこかぶつけたの!?」

「ち、違います……ッぅ、大丈夫ですから、近寄らないでくださいっ」

　そうは言うが、大丈夫そうにはまったく見えない。

「もう、だめっ、出ちゃう……！」

　瞬間――ぽん！　という破裂音が耳を叩たたく。

　その音と共に小夜ちゃんの耳が獣のそれに変わる。

　おおいかぶさった時にはだけた着物の裾すその下からは、窮きゆう屈くつそうに尻尾しつぽが飛び出した。

「耳と……尻尾しつぽ？」

　突然の出来事に思考が停止する。

　オレたちは硬直してしばし互いに見つめ合う。その瞬間、たしかに時間は止まった。

　最初に口を開いたのは小さ夜よちゃんだった。

「み、見てしまったんですね。私の秘密を――」

　今にも涙が溢あふれて流れそうな瞳ひとみで、睨にらまれる。

「どうしてそんなところに隠れていたんですか？　そんなことをしていなければ秘密を知られずに済みましたのに……優ゆう兄にいさんを口封じに闇やみに葬ほうむることもなかったのに」

「そ、そんな危ないこと冗談でも言っちゃ――」

　だが、オレはそれ以上何も言えなくなった。なぜなら彼女の瞳が、嘘うそでも、冗談でも、ごまかしでもなく、殺すことが確定の未来だと告げていたからだ。





　◇






　オレは強制的に連行され、戌いぬ威い家の居間に座らされる。テーブルをはさんで、小夜ちゃん、賢けん悟ごさんと向き合う。二人は隠すことなく獣の耳をあらわにしていた。

　全員の前にお土産みやげに持ってきた生どらと熱い緑茶が並べられる。しかし誰も手を付けず、まるでお通夜みたいな雰囲気だった。

「……見ての通り僕たちは人間じゃない」

　そんな重い空気の中、賢悟さんが最初に切り出した。

「正確に言うなら、犬に術を用いて人型に変化させた犬いぬ神がみなんだ」

　平安時代。陰おん陽みよう師じが犬を人型に変化させる術すべを開発した。その者たちは犬神と呼ばれ、陰陽師たちの良きパートナーとして長年共に協力してきた。そしていつ頃ごろからか犬神たちは、労働組合形式の団体を組織するようになっていた。

「そして、その労働団体がいつしか持ち株形式の派遣会社型組織となった。その会社を僕たちは『犬神一族』と呼んでいるんだ」

　賢悟さんはそこで言葉をくぎる。この先が本題だと瞳に鋭い光がやどる。

「もちろんここまでの道のりは決して平へい坦たんではなかった。僕たちを災いを招く妖あやかしとして処分しようとやっきになった組織や他一族との対立……けれど何とか潰されず現在まで存在することができた。そのための方法のひとつが、犬神一族を知ってしまった人達を闇に消すことだ」

　賢悟さんの真っ暗な瞳がオレを捕らえる。

「犬神一族を一部の人間や組織以外に知らせなかったからこそ、摩擦を最小限に押さえこむことができた。つまり、必要以上の人間に知られなかったからこそ余計な軋あつ轢れきを生まず、犬いぬ神がみ一族はここまで繁栄することができたんだ」

　喉のど元もとを研ぎすまされたナイフで撫なでられるような寒さむ気けが、走り抜ける。

「だから、僕たちの正体を知った優ゆう樹きくんを一族の掟おきてに従って殺さないといけない」

　賢けん悟ごさんの声こわ音ねには、冗談を言っている気配はなかった。

　彼は本当にオレを殺そうとしている。恐怖に奥歯が上う手まく噛かみ合あわない。

　そんなオレに小さ夜よちゃんが声をかけてくる。

「ですが何事にも例外はあります。ひとつだけ優ゆう兄にいさんを殺さずに済む方法があるんです」

「それ本当!?」

　思わず彼女の言葉にすがる。

　小夜ちゃんは恥はずかしそうにうなずいた。だが反対に賢悟さんは、青い顔で声を張り上げる。

「ま、まさか小夜、優樹くんを助けるために！　僕は認めんぞ！　断じて認めんからな！　やはり後あと腐くされなく今ここで優樹くんを殺が――熱！　熱つっうつっぅ！！！」

　小夜ちゃんはそんな賢悟さんの頭に、緑茶をぶっかける。

　畳たたみの上で転げ回る賢悟さんを尻しり目めに、小夜ちゃんはモジモジと体をゆすった。

「あ、あのですね。優兄さんを殺さずに、済む方法というのはですね。優兄さんがわ、私と結婚して、犬神一族の身み内うちになるというモノなんですが……」

　オレは突然の提案にほほが赤くなるのを自覚する。

「実際には表おもて沙ざ汰たにはなっていないんですが、犬神一族の歴史上そういう例がいくつかあるんです。で、ですから私と結婚して身内になれば、優兄さんを殺さずに済むんです」

「オレと小夜ちゃんが結婚？」

　本人の口から聞かされた言葉だが、自分が彼女と結婚する姿が想像できなかった。

　だってオレは勉強や規則正しい活動が苦手な生活破は綻たん者で、容よう姿しが良いわけでもなく、学校の成績も中の下、運動神経も普通で趣しゆ味みと言えばパソコンやオタク趣味くらいだ。

　そんな将来の知れた男と小夜ちゃんが結婚なんて……冗談じゃなく不相応すぎる。

「優兄さん、どうでしょうか？」

　オレは焦りながらしどろもどろに弁解する。

「いや、それは小夜ちゃんみたいな可愛かわいくて優しい娘と結婚なんて、オレみたいな人間とじゃ釣り合いが取れなさすぎるよ。小夜ちゃんにはもっと格好良くて、しっかりした人が」

「そんなことありません！」

　突然、彼女がテーブルから身を乗り出す。だが、すぐ恥ずかしそうに座り直した。

　その羞しゆう恥ちの表情がタンスから覗のぞき見た顔にかさなる。

　彼女がオレに好意を寄せていることを思い出した。

　顔が燃えるように熱くなる。

　控えめに見積もってもまるで良いところのない自分のどこが、彼女の琴線に触れたのだろう。そんなことを考えていると、小さ夜よちゃんの口から意外なセリフが飛び出す。

「優ゆう兄にいさんや愛め衣いちゃんと出で逢あう前……私は自分が汚れた存在だと思いこんでいました」

　賢けん悟ごさんは、彼女の隣で何かを思いだしたような暗い顔をする。

「私が生まれる前のお話なんですが――」

　当時の犬いぬ神がみ一族のトップは、小夜ちゃんの祖父だった。その祖父が急死してしまった。だが家族はその悲しみに暮れている暇ひまもなく、ある問題をぶつけられた。

　小夜ちゃんの祖父はカリスマあふれる人だったらしく、多くの人達から支持をえていた。だが、冷ひや飯を喰くわされていた反対勢力が、祖父の死をチャンスと攻勢に出たのだ。

　もちろん小夜ちゃん側もただ指をくわえて見ていたわけではない。彼らは彼女の父親をトップとして担いだ。しかし、彼を御み輿こしとして担ぐには問題があった。犬神一族内では、結婚して子を作り、家族を持たないと一人前ではないという暗黙の了解があるらしい。反対勢力がその弱みを攻めてこないはずがない。そのため父親はすぐに妻を娶めとった。祖父の威い光こうも残っており、辛からくもトップの座に着くことができた。そして翌年、小夜ちゃんが生まれた。

　彼女の瞳ひとみが底無し沼みたいに、暗く濁る。

「そのお話を私は、反対勢力の方々から聞かされたんです。そして言われたのです」

　賢悟さんは拷ごう問もんに耐えるように硬く目を閉じ、聞き続ける。

「『オマエは政治利用されるために生まれた子供なんだよ！』と」

　小夜ちゃんは今にも泣き出しそうな、薄い笑みを浮かべる。

「それから私は自分自身が、ひどく汚い存在だと思うようになりました。道具として生まされた子供。権力闘争のため、大人たちのエゴで産み落とされた歯車のひとつだと」

　喉のどから響く声こわ音ねにはまだ治りきっていない傷があり、真まっ赤かな血を未いまだ流し続けている。

　緑茶の熱さにのたうち回っていた賢悟さんが、座り直しその後を引き継いだ。

「そのせいで小夜は笑わないようになってね。一時期は喋しやべれなくもなったんだ。兄さん……小夜の両親は犬神一族としての仕事が忙しくて側にいてあげられないし、一族内にいたら反対派がまた何をしてくるか分からない。だからお医者さまと相談して、一族から心理的にも物理的にも距離を置くことにしたんだよ」

　だから、この町に引っ越してきたと告げる。

「その頃ころは本当に辛つらい毎日でした。自分の存在意義が根底から崩されて、泣き疲れて涙を流す気力もありませんでした。ですが、この町に越して来て、優兄さんと愛衣ちゃんに出逢うことができました」

　そして、小夜ちゃんはようやくいつもの微笑ほほえみを浮かべる。

「お二人は純粋に私をお友達として必要としてくださいました。お二人の優しさが、私の心を癒いやしてくださったんです。お二人にお逢あいできて、本当に嬉うれしかったです」

「そうだね。優ゆう樹きくんと愛め衣いちゃんのお陰かげで小さ夜よは昔より笑うようになったし、明るくなったもんな」

「ですから今は、両親が、ちゃんと互いに想い合って結婚したと信じられるようになりました。たしかに政治的、利り己こ的てき要素はありましたが、それはあくまできっかけでしかないと。それに結果としてそのようなことがあったから、私はこの町に引っ越してくることができた。そして優ゆう兄にいさんや愛衣ちゃん、茜あかねさんと出で逢あうことができたんです」

　そして、小夜ちゃんは頬を赤く染め、オレを上うわ目め遣づかいに見つめてくる。

「お二人にお逢いして、三人でよく遊ぶようになり優兄さんのことを色々知っていきました。そのたびに好きになっていったんですよ？　優兄さんの優しさに触れて、どんどん海に沈むように……『好き』という気持ちに溺おぼれていきました」

　彼女の肩は震えている。

　その気になればオレの命を楯に結婚を強要できるのに、彼女はそうはせず正面から勇気を振り絞り告白しようとしている。

　脅おどしや脅きよう迫はくではなく、戌いぬ威い小夜を心の底から受け入れて欲しいと祈っていた。

　彼女は最後に心の奥の奥から、汲くみ上あげてきた想いを言葉に乗せる。

「私は優兄さんが好きです。大好きです。この気持ちだけは絶対に、絶対に誰にも負けません！　だから、私の想いをどうか受け入れてくださいませんか……？」

　瞳ひとみを潤うるませほほを赤く染めたその表情は、言葉以上の想いを伝えてくる。

　その混じり気のない純粋な想いに、どう答えればいいのだろう？

　賢けん悟ごさんも小夜ちゃんの心情を察してかいつものように暴れず、じっと黙りこんでいる。だがその目は鋭く尖とがっていた。

「オレは……」

　喉のどがつまる。

　殺されるか、小夜ちゃんと結婚して身み内うちになるか――二つに一つ。

　高校生の若き身空でこんな切せっ羽ぱ詰まった二に者しや択たく一いつを迫られるとは夢にも思わなかった。けど、小夜ちゃんは年下だということを除けば可愛かわいいし、胸も大きい、性格だって最高で、男の理想を具現化したような少女だ。

　そして現実問題として彼女と結婚しないと殺されてしまう。

　まだ死を受け入れられるほど、この世に絶望も達観もしていない。

　だから答えなんてひとつしかあり得ない……

「あ、あのオレでよかったら、そのもらってください」

　その答えを聞いて小夜ちゃんは、はらはらと淡あわ雪ゆきみたいな涙を流す。

「う、嬉しいです。諦あきらめていた夢が叶かないました。今日は私にとって生しよう涯がい最高の日です」

「そんな大げさな」

　小さ夜よちゃんは涙をハンカチで拭ぬぐうと、座ざ布団ぶとんから下りて畳たたみに座り直す。

　彼女は三つ指を付き深々と頭を下げた。

「ふつつかものですが、末永くお願いいたします」

　しかし、彼女とは反対に、賢けん悟ごさんは不ふ機き嫌げんそうに瞳ひとみを歪ゆがめていた。

「僕は小夜との結婚に賛成するつもりはないよ」

「賢悟叔お父じさん！」

「でも、こっちに引っ越してきて小夜のこんな嬉うれしそうな顔を見たことがない。だから反対もできない。くちおしいよ。僕も笑ってもらおうとずいぶん努力したんだけどね」

　小夜ちゃんはそっと賢悟さんの手に触れる。

「知っていますよ。叔父さんが私のために一生懸命になさってくださったこと。私、いつも感謝しているんですよ？」

「そのわりには僕への対応が雑だと思うんだけど」

「それは賢悟叔父さんが、いつも変なことをするからですよ」

　賢悟さんはほっぺたを膨らませる小夜ちゃんを笑いながら撫なでる。

「やっぱり小夜は可愛かわいいな。はははっ、やはり今からでも遅くないから優ゆう樹きくんを……」

「賢悟叔父さん！」

「冗談だよ。冗談。優樹くん本当に冗談……だからね？」

　冗談に聞こえねぇ！　とは口に出せず苦笑いを返すぐらいしかできない。

「それでやっぱり静鶴しずるさんたちには話したほうがいいのかな？　小夜と婚約したことを」

「そ、それはちょっと待ってください。両親にはまだ婚約の話は言わないください。むしろ当分皆には秘密でお願いします！」

　このセリフに小夜ちゃんが表情を曇らせる。オレは慌てて弁解した。

「いやだって突然付き合うって言ったら変に勘ぐられるだろ？　それに両親は初めての海外出張で大変だろうし、昔からの知り合いとはいえ中学生と高校生が婚約なんて、どう考えても怪しすぎるし。だからせめて小夜ちゃんが、高校に上がるまでは秘密ということで」

「たしかに一理あるな」

　賢悟さんがアゴに手をあて考えこむ。

「まぁ何事も急いだら駄だ目めだよね。それじゃ正式な婚約は、小夜が高校に上がってからということで」

「はい、ぜひそれでお願いします！」

「それじゃご両親には、優樹くんのタイミングで事情を話しておいてね。その時は一ひと声こえかけてくれると嬉しいかな。小夜もそれでいいよね？」

「はい、それで結構です……」

　そのわりにはセリフと表情が噛かみ合あっていない。あからさまに落ちこんでいる。

　その姿があまりに痛々しく、思わず声をかけてしまう。

「と、ところで気になってたんだけど、その耳は普段どうしてるの？」

「あ、これですか。これはですね。普段は術で人の耳に変えているんですよ」

「へぇ～そうなんだ。じゃぁさっき突然変わっちゃったのはどうして？」

　その質問に小さ夜よちゃんはほほを恥はじらいで赤く染める。

　彼女の態度の変化に本能的に命の危険を感じた。

「これは陰いん陽よう五ご行ぎよう術じゆつの考え方なんですが、中国の古代から伝わる陰陽五行説では陰陽の結びつきによって万物が成り立っているとされているんです」

「はぁ……」

「ですから本来、優ゆう兄にいさんの『陽の気』が私の中に入って来たら『陰の気』と混ざり合って力を高めるはずなんですが、突然『陽の気』が入ってきたため『陰の気』が反発してしまって、術が解けてしまったんです。触れたのがほほだったから我慢できると思ったんですが、その、他のところも触れられてしまったので……」

　もじもじとオレが触れた胸を気にする。

「つまり簡単に言いますと、優兄さんにキスされたせいで術が解けてしまったんです」

　瞬間、殺さつ気きが頭から爪つま先さきまで突き抜ける。

　反射的に振り返ると、賢けん悟ごさんはいつも通りにこにこと笑っていた。

「優ゆう樹きくん、今からお兄さんが手品を見せてあげるね」

「て、手品ですか？」

「そう手品。僕のにこにこ笑顔に手をかざすとあら不思議！」

　言葉通り顔の前をさっと手のひらが通り過ぎる。

「一瞬でにこにこ笑顔が般はん若にやに変わっちゃったぁ～♪」

「わーい♪　ちょー凄すごいですね☆　とりあえず――命は助けてください！！！！」

「助けるわけなかろう！　この狼ろう藉ぜき者ものが！　婚約前に手を出しおって！　やっぱり小夜との婚約など認めぬ！　認めぬぞ！　こんな下げ手しゆ人にん風ふ情ぜいに誰が可愛かわいい子羊を与えるか！　たたっ切ってやるから、そこになおれ！」

「賢悟叔お父じさんの馬鹿！　優兄さんにならキスされてもいいんです。私と致しましてはそれ以上されてもいい覚悟はできていると言うか……むしろ嬉うれしいぐらいで……」

「小夜ちゃん！　小夜ちゃん！　それ全然フォローになってないよ！」

「大丈夫だよ、優樹くん。昔から犬いぬ神がみ一族と敵対している猫ねこ又また一族になら、生きたまま腑はらわたを食われるかなぶり殺しにされるだろうけど、僕たちは違うからね。ちゃんと情けをかけてあげるよ」

　そう言って、賢悟さんは壮絶な笑みを浮かべる。

「ひと思いにその首を切り落としてあげるよ！　だから安心してその体を差し出すといい！　それとも今から猫ねこ又また一族に売り渡してやろうか!?　さぁ、好きな死に方を選びやがれ！　マイエンジェル小さ夜よに手を出す害虫野郎おぉおおぉぉおおぉぉおおお！！！！」

　小夜ちゃんが素人しろうと目めにも高そうな大皿で賢けん悟ごさんを殴なぐり気を失わせるまで、大きな斧おのを両手に握った賢悟さんに屋敷中を追い回される羽は目めになった。

　あぁ、オレの明日はこれからどうなってしまうのだろう――





　◇






　翌日の朝、布団ふとんの上に座り、窓から差し込む光を背中で浴びていた。

「大変なことになったな……」

　昨日は、不可抗力とはいえ小夜ちゃんの正体を知ってしまい、彼女と結婚しなければならなくなった。

「そりゃ、小夜ちゃんに不満はないけど、ないけどさ」

　しかし、手放しで喜ぶこともできないのも事実だ。

　なぜならオレは年上が好みで、さらに小夜ちゃんの親友である愛め衣いがオレみたいな駄だ目め野郎と彼女が結婚することを知ったら、激しく反対するに決まっているからだ。












「考えただけで憂ゆう鬱うつだよ……」

　再び重い鉛なまりのような溜ため息いきを漏もらす。

　同時に、扉がノックもなしに開いた。

「朝だよーって、なんだ起きてるじゃん。だったらさっさと下りて来なさいよね。二階に上がってきた労力を返せ駄だ目め人間」

「朝の挨あい拶さつの前に暴言かコノヤロー。というわけで、おはよう」

「はいはい、おはよう。優ゆう樹きって妙なところジジ臭いよね」

「こら、返事は『はい』だろ」

「たく、分かってるわよ、そんなこと。で、どうしたの。元気ないみたいだけど、体調でも悪いの？　それとも、また夜中までマンガでも読んで寝不足とか」

　不意にこちらの異変を指摘されたせいで、鼓動が速まる。

「いや、その……久しぶりに早起きしたから、少しぼーっとしちゃって。朝飯食べて時間が経てばいつも通りになるから心配すんな」

「バカ、心配するに決まってるでしょ。こんな時ぐらい意地とか張らないでよね」

　そんな気遣いの言葉に胸が熱くなる。

　なんだかんだ言って、やはり付き合いの長い幼おさななじみ。少し体調を崩しただけで、そんなに心配してくれるなんて――

「さすがのわたしも、体調が悪い相手に実験相手になってもらおうとは思わないわよ。でも、それだけしっかり喋しやべれるなら味見くらい平気よね」

　感動で流れそうになった涙が、ぴたりと止まる。

「今日は頑張って、チョコレートケーキに挑戦してみたんだぁ～。一階の居間にもう準備してあるから、さっそく食べてちょうだいね♪」

「「…………」」

　オレたちは互いにしばし見つめ合った。

「うお！　突然腹痛が痛んで、頭痛も痛くなってきた！　これは朝食は食べられそうにないなー」

「そういう嘘うそはいいから。はい、ちゃんと食べましょうね」

　愛め衣いは首根っこを掴つかむと、ずるずると廊下へ引きずっていく。

「いや、本当に調子悪いんだって！　だから、勘弁してください！」

「男らしくないわよ。どんなに体調が悪かろうが、瀕ひん死しの重じゆう傷しようを負っていようが、女の子が作った物なら男は黙って全部食べなきゃいけないって法律で決まってるのよ。違反したらムチ打ち百万回の刑だから」

「そんな法律、日本にねぇよ！」

「はいはい、言いわけは食後に聞くから」

「こ、殺される！　助けて！　チョコレートケーキで殺されるぅうううぅうぅ！」

　だが、反抗虚むなしく居間へと連行される。

　オレはただただ悲鳴を上げることしかできなかった。




　……そして結局、無理矢理愛め衣いが作った特製チョコレートケーキを食べさせられたせいで、二日連続で待ち合わせ時間に遅れてしまった。

　それもこれも全部、ヤツのせいなんだが――

「やだやだ、すぐ人のせいにする男って。そうやってつまらないプライドを守って、せいぜい生きていくといいわ」

　と、反省の色もなく隣を走っている。

「オマエが作ってきたケーキがまた爆発して、それが口に入って意識を失ったんじゃねぇか！」

　だが、そんな指摘も彼女は素知らぬ顔で聞き流す。

　そんなやりとりをしていると、待ち合わせ場所に辿たどり着く。

　そこにはすでに小さ夜よちゃんがいて、遠目にも分かるほど上機嫌だった。

「おはよう、小夜ちゃん」

「おはようございます、愛衣ちゃん」

　小夜ちゃんは愛衣に返事をすると、遅れて追いついたオレを火傷やけどしそうなほど熱っぽい視線で迎えてくれる。その表情は艶あでやかで、とても中学生とは思えない女の顔だった。

「おはようございます、優ゆう兄にいさん」

「お、おはよう、小夜ちゃん」

「どうしたの小夜ちゃん？　なんか今日はずいぶん機嫌がいいみたいだけど」

　流石さすがに愛衣も彼女の浮かれ具合に気付いたようだ。

　まぁ、それだけ上機嫌なら気付かないほうが無理ってもんだよな。

「ふふふ、昨日は少々良いことがあったので、今日は歓かん天てん喜き地ちな気分なんですよ」

　小夜ちゃん、そんな意い味み深しんな流し目を送ってこられても困ります。

　昨日、オレたちが付き合うことは秘密だって念を押しておいたが、小夜ちゃんが口を滑らせる可能性はゼロではない。

　もし愛衣に婚約がばれたら……想像しただけで頭がくらくらする。

「そんな浮かれる良いことって何があったの？」

「実はですね、昨日優兄さんとおつき――」

「お、お月さまの観察について話したんだ！　小夜ちゃんの宿題を手伝ってあげたんだよ！」

　突然のアクシデントに対処すべく、二人のあいだに体ごと割って入る。

「あれ、そんな宿題でてたっけ？」

（ぐは！　そうだ。二人は同じクラスメイトだったんだ！）

　頭を抱え、言いわけを考える。

　だが、そこへすかさず小さ夜よちゃんがフォローを入れてくれる。

「塾の宿題です。叔お父じに試しに数日通うよう言われたのですが、私にはどうしても肌はだに合わなくて。昨日ようやく辞めるのが決まったので、それで嬉うれしくて気分がいいんですよ」

「そう、そう！　その最後の宿題を手伝ったんだよ！」

「ふーん。へー。そうなんだ」

　だが、愛め衣いは一グラムも信用していない。

　それに気付かない振りをして、小夜ちゃんに小声で話しかけた。

（小夜ちゃん、昨日の約束覚えてる!?　二人が付き合うのは秘密だって言ったよね!?）

（申し訳ありません。優ゆう兄にいさんとお付き合いできると思ったら嬉しくて、つい）

　彼女は心底嬉しそうに笑い、可愛かわいらしく舌を出す。

　そんな老若男女関係なく虜とりこにする顔をされたら、それ以上何も言えなくなるじゃないか。

（本当に気をつけてよ。まだ絶対に秘密だからね！）

　内緒話が終わり普通にオレたちは歩き出す。

「それで本当は何があったの？」

「ふふふ、実はですね。昨日、優兄さんとお付――」

　岸壁から飛びこむ気迫で再び割って入る。

「お使いに行ってきたんだよ！　本当は賢けん悟ごさんに内緒で、夕飯前に二人で買い物帰りにどら屋の生どらを食べたんだ！　だから機嫌がいいんだよ。そうだよね、小夜ちゃん！」

「そうそう。そうなんですよー」

「だと思った！　小夜ちゃん、ひどいよ。わたしがあそこの生どら大・大・大好きだって、知ってるくせに！」

　そして、オレには猫が威い嚇かくするように怒り出す。

「だいたい優ゆう樹きも、優樹よ。茜あかねさんの頼みとはいえ仕方なく面倒見てあげてるわたしに、感謝の念をこめてお土産みやげを買おうとは思わなかったのかしら？」

「もちろん思ったよ！　でも手持ちがなくてさ。とりあえず今度、絶対に買ってくるから許してくれよ。な！」

「絶対だからね。買ってこなかったら、もう起こしてあげないんだから」

　ようやく愛衣は納得いったと微笑ほほえんだ。

　それを見届けた後、再び小夜ちゃんに小声で話しかける。

（内緒にしてって言ったよね！　ほんの数秒前に話したよね!?）

（うふふふ、申し訳ありません。愛衣ちゃんの誘導尋問に引っかかってしまいました♪）

　再び、彼女は可愛かわいいらしく舌を出す。もう騙だまされないぞ！

（誘導どころか直撃だったよ！　ピンポイント爆撃じゃん！　本当に内緒で機密事項でお願いね。本当に頼むよ！）

　そんな会話を交わしていると、いつもの分かれ道に辿たどり着く。

　オレは右に、彼女たちはまっすぐ。別れる寸前、愛め衣いが話しかけてくる。

「忘れるところだった。茜あかねさんからの伝言で、『午後から人手が足りないから、手伝いに来い』だって」

「了解。学校終わったらそっちに行くって伝えておいてくれ」

「うん、分かった。伝えておく」

「よろしくな。それじゃ二人ともまっすぐ学校に行くんだぞ」

　歩き出そうとした足を、小さ夜よちゃんにそでを引っ張られ止められる。

　彼女は封筒を差し出してきた。

「昨日、優ゆう兄にいさんがお帰りになった後書いたのですが、恥はずかしいので誰もいないときに読んでくださいね」

「う、うん。分かった」

（それから、琴きん瑟しつ相あい和わす私たちですから、本当はまったく全然心配などしていないのですが、浮気なんかしちゃ駄だ目めですからね♪）

　そっとオレだけにしか聞こえない囁ささやきを残し、パッと離れる。

　いやいや、昨日今日でそこまで深くは愛し合えないだろう……

「小夜ちゃん、何あの手紙？」

「昨日、パソコンを直していただいたお礼のお手紙です」

「小夜ちゃんは偉いよね。わざわざ手紙でお礼を書くなんて。わたしなら、罵ば声せいを浴びせて踏みつけてお終しまいなのに」

「たまに思うんだが、オレは前世で愛衣に恨まれることでもしたのか？」

「えっだって、優ゆう樹きって女の子に罵ののしられて、暴力を振るわれるのが好きなんでしょ？」

「ちょっと待て！　いつからオマエの中で、オレはそんな特とく殊しゆ人間になってるんだ!?」

「そ、そうだったんですか……」

　小夜ちゃんは真実を知り、ショックを受けたかのように口元を手でおおう。

「すみません、気付かなくて。では、お礼に今すぐ優兄さんを罵りますね。えっと……こ、このお豚やろう！」

「やめて小夜ちゃん！　オレにそんな趣しゆ味みはないから！」

　彼女の誤ご解かいをなんとかとき、手を繋つないで学校へ行く二人を見送る。

　オレはその後ろ姿が完全に視界から消えてから、朝にしては疲労の色が濃い溜ため息いきを盛大に漏らした。浮かれているせいか小夜ちゃんの口が軽すぎる。側にいるだけで緊張する。

　オレはもう一度溜ため息いきをつき、もらった手紙の封を開ける。

　内容は、彼女が記した結婚計画書だった。




　小さ夜よちゃんが中学を卒業後すぐに籍を入れ、身み内うちと親しい友人だけの地味な式を開く。新居は彼女の家の離れを使い、翌年には男の子を、その後は女の子が二人で、女の子はできれば双子を希望。そして、子供たちの名前候補リストが便びん箋せんを三枚使って書かれていた。現在の最有力候補は、男の子なら『一かず葉は』で、女の子なら『奈な桜お』『美み桜お』だった。




「あは……ああはははっはははは、あははははは！！！！！！」

　もう正直、乾いた笑い声しか出てこないですよ。

　オレは通り過ぎる人々の奇異な視線も気にせず、ただひたすら笑い続けた。

「どうしたの優ゆう樹きくん、こんなところで大声だして」

　その通り過ぎる人の中に、見知った顔があった。スギの姉、大おお杉すぎ睦む月つきさんだ。

「む、睦月さんっ。おはようございます。いえ、ちょっと人生の墓場的なモノに頭のてっぺんまで入ったのを自覚しちゃって……」

「人生の墓場？」

　しまった！　つい、うっかり結婚したようなことを口にだしてしまった。

「い、いえ、こっちの話ですから気にしないでください！　大したことじゃないですから！」

「優樹くんがそう言うならいいけど。でも、もし何か困ったことがあったら言ってね。恋愛相談なら、力になれると思うから」

「睦月さん」

　これだよ！　これ！　いかにも問題を抱えている態度を取っているけど、相手が聞かなかったことにして欲しいという雰囲気を読んで、何事もないように振る舞う。

　なおかつ、さりげなく気遣ってくれる優しさ！

　やっぱり年上の女性っていいな。なんていうのかな包容力がやばいよ。マジで惚ほれそう。

「!?」

　うっとりと睦月さんに見み惚ほれていると、その背後の電柱の陰にさっき別れたはずの小夜ちゃんが立っていた。

　彼女は微笑ほほえみを浮かべ、こちらを見ている。

　だが、その瞳ひとみは夜天のように暗かった。

　血液の中に冷却剤を入れられたように体温が下がる。

　小夜ちゃんの唇くちびるが動く。

『うわき　だめ　ですよ』

「！！！」

「どうしたの優ゆう樹きくん、顔青いよ。風邪？」

「い、いえ大丈夫っす！　ほんと自分、大丈夫ですから！」

　そして、オレは睦む月つきさんに背を向け学校へと走り出す。頭の中では、学校に着いたらすぐ小さ夜よちゃんに言いわけのメールを送信しようと、必死で文面を考えていた。





　◇






　授業が全すべて終わると、約束通り愛め衣いの家にバイトをするため向かう。

　愛衣の家は『ＣＡＴ[image: ]　ＢＥＬＬ』という名の喫きつ茶さ店てんをしている。

「しかし、知り合いの店とはいえ接客業は気が乗らんな。他人と会話するのは苦手なんだよな」

　だが、溜ため息いきをついても始まらない。オレは扉の鈴を鳴らし店内へと入る。

「おっ、優樹じゃん。ずいぶん早かったな」

　その音を聞きつけたのか、奥からコック姿の女性が出てくる。

　この人が猫びよう桐どう茜あかねさんだ。

　からっと晴れた夏空みたいな笑顔。背丈は高く、胸も大きいみごとなプロポーションをしている。髪は茶色でざっくり短く切っている格好いい系の美人だ。

「悪いな急にバイト頼んじゃって」

「別に平気だよ、茜おばさん。どうせ放課後は暇ひまだ――ぐあぁッ!!」

　脳天に拳げん骨こつを落とされ、セリフをさえぎられる。

「おばさん言うなって何度言えば分かる！　あたしがそんなに老けて見えるか!?」

「い、いえ、言い間違えました茜お姉さま」

　オレは殴なぐられた箇所を押さえながら、言い直す。

「たく、相変わらず物覚えが悪い奴やつだな。いいかげん覚えろよな」

「いやだってさ、実際おれからしたらおばさんだし……」

「んん～？　どうやらまだ教育が足りないようだな」

　茜さんは素早く背後をとると、チョークスリーパーをかけてくる。

　そのため彼女のツンと尖とがったけしからんおっぱいに後頭部が否いや応おうなくうもれる。

　まるで天国と地獄を味わっているようだった。

　そういえば昔、茜さんの大きく形のいい胸や色気のある尻の魅力を愛衣に力説したら、殺されそうになったっけ。

　だが、さすがにそんなことを考えるほどの余裕もなくなってきた。

「ぎ、ギブッ。マジで苦しいって！」

　オレは息苦しさに耐えきれず、彼女の腕を叩たたき命いのち乞ごいする。

「あははは、もうこれにこりたら『おばさん』なんて言うんじゃないぞ」

　茜あかねさんはその要求にあっさりと答え、解放してくれた。

「まあとりあえず今日はよろしく頼むわ」

「げほ！　ごほ……りょ、了解、せいぜい頑張らせていただきますよ」

　喉のどを押さえながら、怠だるそうに答える。

「おいおい、もう少しやる気出せよな」

　何を言ってるんだ。これがオレの最大出力だって。

　そんなオレの耳元に茜さんが、真面目まじめな顔で囁ささやいてくる。

「実際、ここだけの話さ。優ゆう樹きのウェイター姿目当ての女子学生やＯＬたちが結構いるんだよ」

「マジで!?」

「ああ、マジだ。だから、だらけた感じにやるんじゃなくて、かっこよくきびきび働くんだぞ」

「ＯＫ！　任せておけ茜さん！　この魅惑のウェイター優くんが本気を出してやるぜ！」

「ははっは、期待してるぞ色男」

　そうか、いつの間にかオレにファンがいたのか。

　畜生！　なんで今までその熱い視線に気付かなかったんだ！　ばかばか、オレのばか！

「くっくっくっ、いやぁ本当に優樹は扱いがラクだわ。ちょっとおだてればこれだもんな」

「うん？　なんか言った茜さん」

「いやいやいや、何も言ってないぞ」

　振り返ると、茜さんは夏に咲くヒマワリみたいに笑っていた。

「それじゃ交代までまだ時間があるから上で休んでていいぞ。厨ちゆう房ぼうに新作ケーキがあるから、愛め衣いと一緒に食べてろ」

「へぇ、新作か。久しぶりだな。メニューにのせるの？」

「いや、それはまだ考え中」

　この喫きつ茶さ店てんのケーキは、すべて茜さんが一人で作っている。

　腕はたしかで他県からわざわざ食べに来るファンがいるほどだ。

「飲み物は冷蔵庫に入ってるから、適当に持ってけ」

「うぃ、了解」

「それじゃ今日は頼むぞ」

「はいよ、茜お姉さま～」

　厨房へ入ると言われた通り、冷蔵庫から適当に飲み物を選ぶ。

　手近にあった赤色の飲み物を手に取り、コップにそそぐ。

　三角形に切り分けられた新作のケーキと一緒にお盆にのせ二階へと運んだ。




　猫びよう桐どう家の居間にはすでに愛め衣いがいて、テーブルで勉強をしていた。

　彼女はカーペットの上にぺたんと座ってノートにかりかりと書きこんでいる。

　勉強なら自分の机のほうが集中できていいと思うんだが。

　本人の胸がぺたんだから、そういう風ふうに座るほうが集中できるのか？

「!?」

　ほほを何かが高速でかする。

　壁に先程まで愛衣が持っていた、シャープペンシルが刺さっていた。

「今、失礼なことを考えたでしょ」

「そ、そんなわけないだろう。それよりケーキを持ってきたから置かせてくれ」

「ケーキ？　もしかして茜あかねさんの新作？」

　そのセリフに一瞬で機嫌を直し、お盆を覗のぞきこんでくる。

「ああ、二人で食べろってさ。だから、教科書とか片付けろよ」

「ラッキー♪　すぐ片付けるからちょっと待ってて」

　愛衣は教科書とノートを閉じると、スペースを作りそこに置くよう手で叩たたく。

　分かったからそんなに叩くな、ガラスのテーブルが割れるだろうが。

「うわぁ、おいしそう。新作はモモのケーキなんだ」

「相変わらず、性格と外見に似合わず凝こり性だよな。見た目にこんなに力を入れなくてもいいのに」

　オレが苦笑すると、愛衣が得意気に言う。

「だって茜さんはお菓か子し作りのプロだもの。見た目もおいしさの重要な要素なんだから、凝るに決まってるでしょ」

　彼女はまるで自分のことのように胸を張った。

　別にオマエが作ったわけじゃないだろうに。本当に愛衣は茜さんが好きだよな。

「……どうしたの、何か悩みでもあるの？」

　突然の指摘に心臓が、高鳴った。

「な、なんだよ急に変なこと言って」

「だってさ、いつもならもっとデリカシーなくどかどか言ってくるのに、黙りこむんだもん。それに今朝からきょどきょどしてるし、なんだか落ち着きもないじゃない」

「そ、そんなことないだろ。愛衣の気のせいだって！」

　たしかに悩みを抱えているが、それを彼女に話すわけにはいかない。だから、オレは作り笑顔を浮かべ、ごまかしに走る。

「それにたぶん最近、色々疲れが溜たまってるせいじゃないかな？」

「ふ～～ん、まぁ別にそれならいいけど。わたしは優ゆう樹きが悩んでいようがいまいが、どっちでもいいし」

　そのわりにはセリフに棘とげが多分にふくまれている気がするのだが……オレの気のせいか？

　だが、正直に本音を言えばオレだって誰かに話して相談したい。けれど、現在抱えている問題はそういう次元のモノではない。

　もし部外者に秘密が漏れた場合、その人を殺さないといけない。だから、愛め衣いを守るためにも絶対に話すわけにはいかないんだ。

　オレはなんだか気まずくなった空気を変えるため、なるべく明るく振る舞った。

「いや、しかし今回のは本当においしいよな。これは確実にメニューにのるな！　なぁ、愛衣！」

　だが、愛衣の返事はない。

「うぃ、ひぃく！」

　そして、彼女の様子がおかしいことに今更気が付いた。

　なぜか彼女は首までペンキを塗ったように赤くなっていた。

　愛衣はグラスの赤い液体をあおる。すると、さらに顔が赤くなる。

　その一連の行動を見て、原因だと思われるグラスに視線を向ける。

　自分のを掴つかみ、液体を舐なめてみる。

　……どうやらオレは、間違って酒を持ってきちまったらしい。

「頭……高くない？」

　愛衣がとろんとした目つきで、高圧的な声こわ音ねを発する。

「へぇ？」

「頭が高いって言ってんの。悩みがあるのかと思って聞いてみれば疲れたとか、どうせ徹夜でゲームでもしてたんでしょ！　そんな駄だ目め野郎がなんでわたしと同じ目線にいるのよ！」

「ご、ごめんなさ～い」

　その迫力に思わず謝ってしまう。

　彼女は鼻を鳴らすと、グラスを持ったままソファーにどっかりと座る。

「服脱ぬいで、正座しなさい」

「は？」

「お説教をするから、服を脱いで正座しろって言ってんの」

「えぇええぇえぇぇっぇぇぇ!?」

　いやいや、意味分かんないから。なんで突然幼おさななじみにストリップを強要されなくちゃいけないんだ？

　オレはさすがに文句を言おうと、目をつり上げた。

「おい、愛め衣い。いくら幼おさななじみでも、それが年上に対する言葉の使い方か？　親しき仲にも礼儀あり。昔の人はいいことを――」

　ドン、と愛衣はテーブルの上に足を投げ出す。

「脱ぬげって言ってるでしょうが」

「うっす！　自分すぐ脱ぎますんで！」

　年上の威い厳げんなんて、華か麗れいに捨て去りトランクス一枚になると正座した。

　うぉおぉ～、まだ春先だから寒ぃ！

「ぷはぁ～……あぁー駄だ目め人間の優ゆう樹きに聞きたいことがあるんだけど。優樹は、あれなの？　おっぱいは大きい方が好きなの？　ゲームの中でも現実でも、おっぱい星人なの？」

「……はぁ？」

　唐とう突とつな質問に思考がついていかない。

「だって、いつも大きいおっぱいばっかり見てるでしょ。昨日きのうだって小さ夜よちゃんのおっぱいを凝視してたじゃない」

「ああ、昨日のあれか。だから別に見てないって言ってるだろ。後、年とし頃ごろの女の子がおっぱいおっぱい連呼するな」

「ウソ。だって、鼻の下のびてたもん。わたし見たもん」

　愛衣はグラスを飲み干ほすと、ひざを抱え頭をうずめる。

「どうせ、わたしは小さいですよぉ～。るるるるる～」

「……そうか」

　もしかしてこいつ、胸の小ささをずっと気にしていたのか？

　そのコンプレックスが酒を飲んだせいで表に出てきているようだ。

　オレは苦笑する。

「馬鹿だな。愛衣には愛衣の良さがあるだろ。胸が大きかろうが小さかろうが、そのままの自分でいいと思うぞ」

「……ほんとう？」

「ああ、本当だって。だから、そんなに深刻に考えるなって」

「うん、分かった」

　ぐすんと、鼻を鳴らし顔を上げる。

　やれやれ、これで一件落着かな。

「ところで、優樹は大きいおっぱいと小さいおっぱいどっちが好き？」

「そりゃ、大きいおっぱいだろ！」

　オレは親指を立て、太陽にも負けないまぶしい笑顔で断言した。

「本性をあらわしたな！　売ばい国こく奴どのおっぱい原理主義者め！」

「ぎゃあっぁぁぁぁぁっぁぁぁッ！！？」

　瞬間、愛め衣いが鬼を飲みこんだような表情で腕を振るう。

　その手にはいつのまにか、オレのズボンから抜き取っていたベルトがおさまっていた。

　皮のベルトがオレの肌はだを叩たたき、みみず腫ばれになる。

「駄だ目め人間が、わたしを謀たばかろうなんて百万年早いのよ！　演技にころっと騙だまされて！　ほれ見たことか、やっぱり大きいおっぱい大好き教の殉教者じゃない！」

「ぎゃぁ！　マジで止めろ！　金具が！　金具が尋じん常じようじゃなく痛いてぇえぇぇえ！！！」

　逃げようにもパンツ一丁のため、一階に下りるわけにはいかない。しかたなく、リビングを逃げまどう。

「にゃは！　にゃっははは！　死んだおっぱい星人だけが、いいおっぱい星人なのよ！」

「ぎゃぁ！　ほぁ!?　ぎゃはぁ！　ふぎゃぁ!?」

　体中のあちこちにみみず腫れが作られていく。

「にゃは！　にゃはははは！！！」

　だが、終わりは突然おとずれた。

　愛衣は嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべ、ベルトをムチのように振るっていたがしだいにその動きがふらふらになる。

　どうやら、動き回ったせいで酒が完全に回ったらしい。

「ふにゃぁ～……」

　爆発するんじゃないかと心配するぐらい赤い顔で、目を回しぐらりと倒れる。

「危ない！」

　ほとんど条件反射で腕を伸ばした。

　オレたちはかさなり合い床に倒れる。

　突然のことで完全には受け止めきれず、愛衣のヘッドバットをもろに喰くらってしまう。

　それはまだいい。問題は――――互いの唇くちびるがかさなってしまったことだ！

　愛衣がおおいかぶさる形で、オレたちは今キスをしてしまっている。

　自慢じゃないがこれが唇と唇のファーストキスだ！　しかし女の子の唇は想像していたよりふっくらと柔やわらかく、そして熱かった。

　オレの体も意識もこの時はまるで、石像のように固まってしまった。

　だが、『ぽん！』という軽い破裂音が、意識を現実世界に生還させる。

　オレは慌てて愛衣の下からすり抜け言いわけを口走る。

「すまん！　オレは別にそんなつもりで助けたわけじゃなくて――」

　だが、そのセリフを最後まで言い切ることはできなかった。

　なぜならファーストキスをしてしまった以上の驚きが、目の前にあったからだ。

「耳に……尻尾しつぽ。しかも二本！」

　愛め衣いの耳は髪の毛と同じハチミツ色の耳に変わり、ミニスカートの下からは同色の二本の尻尾しつぽが生えていた。

　既き視し感かんな非現実に再び思考を停止させる。

「うぅぅぅ～～～～ん」

　当の本人からはすぐに規則的な寝息が聞こえてくる。

　どうやら寝てしまったようだ。

　オレは暫しばらくそこから動けず、愛衣の寝顔を眺ながめ続けた。

　どれぐらい時間が過ぎただろう。思考が運転を再開する。

　オレはまじまじと彼女の獣耳を凝視する。

　耳は時々寝息に合わせてぴくぴくと左右に動く。

　今度はミニスカートの下から生えている尻尾に視線をうつす。

　尻尾も耳同様で、寝息に合わせて好き勝手に動いていた。そのうちの一本に触れてみる。まるでビロードのように手触りがよく器用に動いている。

　これは絶対に偽物ではない！

「いや！　でも、愛衣が小さ夜よちゃんと同じだなんて！　まさか、そんな……」

　それでも納得できず頭を抱えてしまう。

　こうなったら直接確認するしかない！












　本当に尻尾しつぽが生えているかどうか、邪魔な布をめくってたしかめてみよう！

　オレはスカートのはしをつまんだ。

　その光景はあまりに犯罪的すぎた。

　誰かに見られたら、言いわけのしようがない……だが、オレに性的感情はない！　ただ本当に尻尾が生えているかたしかめたいだけだ！

　とにかく、オレはゆっくりとスカートを捲まくりあげ、あらわになっていく彼女の太ふと股ももに視線を―――と、そこにノックなしに突然ドアを開けて茜あかねさんが入ってきた。

「おまえら、いつまでケーキ喰くってるんだ!?　バイトの時間はとっくに……」

　そして、彼女は目の前の光景を目撃して停止する。

　ハダカで息も荒く、全身にムチで打ったようなみみず腫ばれがある友人の息子が、耳と尻尾を生やして眠りこけている遠とお縁えんの親しん戚せきの少女のスカートをめくっている。

　その瞬間、たしかに時間が止まった。

　茜さんの顔色がどんどん赤くなっていく。

　それはまるで風船に破裂するまで空気を送り続けているようだった。

「なにやってやがるんだぁぁぁああっぁぁッ!?」

　そして、風船はみごとに爆発した。
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　問題が起きたため喫きつ茶さ店てん『ＣＡＴ[image: ]　ＢＥＬＬ』は、時間を待たずに閉店する。

　オレは強制的にカウンターに座らされていた。その正面、カウンター内の自席に茜さんが座り、オレとはひとつイスをあけて愛め衣いが背を向け座っている。

「まさかそんなベタな展開で変身が解けるとは」

　現在の二人は耳と尻尾を出している姿だった。

　茜さんの耳と二本の尻尾はそれぞれ白と黒色で、愛衣の耳や二本の尻尾は毛け先さきまで黄金こがね色をしている。

　オレが神のイタズラのような偶然に放心している姿を、何と勘違いしたのか茜さんが説明を始める。

「普段は術でこの猫耳や尻尾をごまかしてるんだが、異性の気が突然混ざったりすると反発して打ち消し合うんだ。だから愛衣と突然キスしたから術が解けて猫耳に変わっちまったんだよ」

　つい最近、似たような設定の話を聞かされたなー。

「なんだ？　ずいぶん味気ないな。もっと驚くと思ったんだが」

「いや、これでも驚いているんだって！　声が出ないほど衝撃ってやつだよ！」

「まぁ、人間実際衝撃を受けたらそんなもんなんだろうな」

　茜あかねさんは意外とすんなり納得してくれた。

　そして、続けて彼女たちの歴史をひもといてくれる。

「見ての通りあたしらは人間じゃない」

　自身の耳を引っ張って強調する。

「正確に言うなら、猫が刻ときを経へて人型をとった猫ねこ又またっていう妖あやかしだ」

　猫は十年も生きれば全すべてを理解し、四十年も生きれば神しん変ぺんを得る。つまり尾が二本に分かれ猫又となる。

　猫又一族の開かい祖そは最初に四十年生き猫又に神変した猫で、神変後に肥後の国熊本県根ね子こ岳だけに屋敷を建てた。その屋敷を猫ねこ屋や敷しきと呼び、そこで修行して仙せん狸りとなった。

「せんり？」

「人で言うところの仙人だよ。つまり猫の仙人さまだ。中国じゃ狸とは猫のことをさすんだ」

　猫又となった者たちは、猫屋敷で仙狸となる修行をした。初代仙狸もその修行を手伝った。これが猫又一族の雛ひな型がたらしい。

　茜さんはそこまで話すと表情を引き締め、核心へと迫る。

「けど、ここまでの道のりは決して平へい坦たんじゃなかった。あたしらを不幸を招く妖として処分しようとやっきになる組織や他一族との対立。けど潰されずに現在まで存在することができた。そのための方法のひとつがあたしらを知った人間を消すことだ」

　ぎらりと縦に伸びた瞳どう孔こうがオレを捕らえる。だが恐怖より既き視し感かんの方が大きい。

「つまり猫又一族の誰かと結婚して身み内うちになれば、殺さなくて済むんですね？」

「優ゆう樹きにしてはずいぶん察しがいいな。いつもはサビついたポンコツエンジンより血の巡りが悪いのに」

　くっ、ひどい言われようだが、否定できないのが悔しい。

「あたしは赤ん坊のころから知っている優樹を殺したくはない。いくら一族の掟おきてだからってな。だから、おまえは愛め衣いと結婚しろ」

「ちょ、ちょっと待って！　どうしてわたしが優樹と結婚しなくちゃいけないのよ!?」

　案の定愛衣が、オレ以上に騒ぎ出す。

「まぁ、そう言うと思ってたよ。けど、あたしは前々から愛衣には、愛衣を理解して、側にいてくれる人が必要だと思っていたんだよ」

「そんな人、必要ないわよ。わたしは誰も好きにならないし、結婚もしない。だから、茜さんみたいに一人で生きていけるように、お菓か子し作りの勉強をしてるんだから」

　その口調は、同じ年とし頃ごろが語る夢や希望のようなキラキラと輝くモノではなかった。まるで、自分の未来はすでに決まっているとでも言いたげな口調だ。

　だが、愛め衣いは大きな勘違いをしている。

　茜あかねさんは別に好きで恋人を作らず、結婚もしてないわけじゃない。単純にモテないだけなんだよ。だから、その年まで男と手を繋つないだこともないんだよなー。

「ぐふぁあぁ！」

　茜さんが投げたマグカップが、鼻はなっ柱ぱしらにヒットする。

「あたしはモテないんじゃない。小中高大女子校だったから出会いがなかっただけだよ！」

「だから、なんで考えてることが分かるんだよ！」

　オレは痛みをこらえながら、指摘する。

　だが、そんなオレを無視して茜さんは、愛衣に話しかける。

「でも、このまま結婚しないと優ゆう樹きを殺さないといけないぞ。愛衣はそれでもいいのか？」

「…………」

　彼女は、その一言で顔を曇らせる。

　ああ、普段は冷たく素っ気ない態度を取っているが、やはり幼おさななじみだな。オレの心配をしてくれるなんて。

「でも、やっぱり結婚はちょっと……だから優樹が殺されるのはしかたないよね」

「しかたなくないよ！　さわやかな笑顔で、簡単に断言するな！　普通、そこは自分の身を犠牲にしてでも結婚するって言うところだろ！」

「なんでわたしが、優樹程度の命を救うために人ひと身み御ご供くうにならないといけないのよ。厚かましいにもほどがあるわよ。あっ、まさか！　実はずっと前からわたしのことが好きだったりとかするの？　ちょっと本気でイヤなんだけど。わたし的に優樹は、質量保存的に無理だから」

　ぺっと行儀悪く、唾つばを吐くマネをする。

　こいつは本気でイヤがってやがる。てか、質量保存的に無理ってどんな断り方だよ！

「まぁ落ち着け愛衣。たしかに優樹の顔はギッリギリ普通に引っかかる程度だし、頭が良いわけでもない。労働意欲も低いし、将来は負け組確定の男だよ」

　どんだけオレの評価は低いんだ。そこまで言うか普通？

　けど、と茜さんは力強く拳こぶしを握る。

「優樹にだって誰にも負けない、いいところがあるんだよ！」

「え!?　嘘うそ、そんなのどこにあるの!?　エイプリルフールはもう終わったよ！」

「おい、愛衣、驚きすぎだぞ！」

　だが、彼女はいまだに信じられないと瞳ひとみを大きく広げ、頭を振っている。

　オレはやや涙目で、茜さんにつめ寄った。

「茜さん！　こいつに一発オレのいいところを聞かせてやってくれ！」

　その声に、茜さんは力強くうなずく。

　オレはその姿を頼もしく拝んだ。

「優ゆう樹きのいいところ……それは、異性関係にたいして誠実なところだ！」

「げふぅ！」

　血を吐き出しそうになる。

「こいつが二ふた股またをかけたり、ほほにだけどキスをしていたり、すでに婚約者がいてまだ周りには言ってないとか、そういう不誠実な、クズみたいなことは絶対にしない！　赤ん坊のころから優樹のことを知っているあたしが保証する！」

　痛い、胸が痛いよー。オレは多分世界で初めて、良心の呵か責しやくで死ぬ人間になるだろう。

「それに優樹が優しいことを一番知っているのは、愛め衣いじゃないのか？」

　その問いかけに彼女は黙り込む。

「っていうか、茜あかねさん実はもう全部知ってたりするの？」

「ん、何を知ってるんだ？」

「……いえ、なんでもないです」

「とにかく、そういうわけだから、優樹と婚約しな。こいつなら、愛衣を絶対に裏切ったりしない。どんなことからでも守ってくれるし、貧しいときも病めるときも側で支えてくれる」

　愛衣は何も言わずうつむく。

「まぁ婚約者だとか、旦だん那なだとか難しく考える必要はないんだよ。今まで通り接すればいいんだ。よく言うだろ、結婚は慣れだって。それに――」

　すっと、茜さんの瞳どう孔こうが縦に伸びる。

　まるでこれから獲え物ものの喉のど笛ぶえを噛かみ千ち切ぎるような捕食者の瞳ひとみに変わる。

「もし優樹が愛衣を泣かせたり、裏切るようなことをしたら、あたしが一族の掟おきてに従い責任をもって殺すから」

「ちょ、ちょっと茜さん冗談だろ？　いくら何でもそれは――」

　言葉が途中で堰せき止とめられる。

　彼女と目が合ったせいだ。

　十六年間、一緒にいたオレだから理解できる。茜さんは本気だということを。

　不意に彼女は瞳の冷たさをゆるめ、いつもの調子で話す。

「それに結婚すれば、優樹の命を愛衣が握ることになるから、こいつを好きなようにこき使ってもよくなるんだぞ」

　オレの目の前で、自分の命と自由意志が勝手にやりとりされている。

　あぁ、奴隷が商人に買われる時ってこんな気分なんだろうなー。

　茜さんの執しつ拗ような口く説どきに折れたのか、愛衣は渋々といった感じでうなずいた。

「茜さんがそこまで言うなら、婚約してあげてもいい……けど！」

　愛め衣いは腕を組み、高圧的な視線を向けてくる。

「代かわりに約束して。わたしを絶対に裏切らないって。優ゆう樹きはわたしと婚約するおかげで命が助かるんだから、当然よね？」

「ああ、分かった――って、なんでイスから蹴けり落とすの!?」

「わたしは命の恩人よ？　ちゃんと土ど下げ座ざして誓いなさいよ」

「ば、馬鹿野郎！　オレにだってプライドがあるんだ！　誰がオマエみたいな真性ドＳ女に土下座なんてするか！」

　愛衣の瞳ひとみに嗜し虐ぎやく的な光がやどる。

「なら、婚約してあげない。茜あかねさん、優樹はわたしと婚約するぐらいなら死にたいんだって」

「まぁ優樹がそういうならしかたないか」

　茜さんが骨でも簡単に切れそうな包丁を取り出す。

「どうか、オレと婚約してください。絶対に裏切りませんから」

　オレは一瞬でヒザをそろえ、深々と頭を床にこすりつけた。

　後から茜さんにあれほど完かん璧ぺきな土下座は見たことがないと褒められたが、まったくこれっぽっちも嬉うれしくなかった。

　愛衣の小さな足が、オレの後頭部を踏む。

「まったく最初からそう言いなさいよね。やれやれ無駄なカロリーを消費しちゃったわ」

　こいつマジどうしようもないＳ女だな！

　そんな愛衣の暴君的態度を注意もせず、茜さんは一人楽しげな声をあげた。

「よし、よく言った二人とも！　いやぁ～、今日はあたしたちにとって記念の日だな！　朝まで飲むぞ！　さっそく静鶴しずるさんに連絡しないと！」

「ちょっと待った！　このことはまだ母さんには言わないで！」

　オレは立ち上がると、電話しようとする茜さんを止めた。

　オレは前と同じ言いわけを繰り返した。

「だって突然付き合うって言ったら変に勘ぐられるだろ？　それに幼おさななじみとはいえ中学生と高校生が婚約なんて世間的にもいいことじゃないし。まだ秘密ってことで」

「まぁたしかに筋は通ってるな。静鶴さんもあれで勘はいいから。下へ手たに急いで、あたしらの秘密がバレるのはまずいな」

「そうだよ。だから愛衣もそれでいいよな？」

「そうね、賛成。優樹と婚約したなんて、誰にも知られたくないし。もし小さ夜よちゃんに知られたら、恥はずかしくて生きていけないわ」

　あはは、もし小夜ちゃんに婚約がばれたら、命がないのはオレのほうだけどな。

「いやぁーしかし、こんな形とはいえ愛衣と優樹が婚約するなんてな！　めでたいよ。あたしはずっと前から二人はお似合いだと思ってたんだよなぁ～」

　愛め衣いはそのセリフに、ウゲーと吐くようなマネをする。

　この野郎、そんなにオレとの婚約がイヤか。

「しかし、これでようやく馬鹿な婚約話を白紙にしてやれるよ」

「婚約？」

　茜あかねさんは『しまった』と言う顔で口元を押さえる。

　愛衣も気まずそうに目をそらす。

「婚約ってなに？」

　オレは言葉で表現できない黒い靄もやみたいなモノが、胸に湧わき上がるのを自覚する。

　茜さんはごまかすように笑いながら説明してくれた。

「猫ねこ又また一族のトップは、一族で一番力の強い者がなる決まりになっているんだよ。その風習のせいで、より強い力を持つ者同士が婚約する習慣があってさ。で、現在一番力が強い愛衣と現長の息子が風習に則のつとって婚約してたんだ」

「それじゃ、オレと愛衣の婚約はどうなるの？」

「それは大丈夫。あくまで古い習慣で現在は形けい骸がい化かしているから。あたしが長に話をつけて解消しておくよ。だから、なんの心配もするな！　な！」

　彼女は豪快に笑い、肩をバンバンと何度も叩たたいてくる。

　しかし、愛衣に形だけとはいえ、婚約者がいるとは知らなかった。

　なぜだろう、胸の内側をヤスリで削られるような痛みを感じる。

　茜さんはその態度を何かと勘違いしたのか、空気を和ませようと明るい調子で話す。

「しかし優ゆう樹きも運がいいよ。正体を知ったのがあたしら猫又一族で。もしこれがうちらと敵対してる犬いぬ神がみ一族だったら問答無用で殺されてたぞ。あいつら鉄より頭が硬いからな！」

　そのセリフを聞いた瞬間、胸をおおっていたモヤモヤが一瞬で吹き飛ぶ。

「何よその顔。わたしに助けられたのがそんなに不満なの」

「いやそういうわけじゃなくて……」

　オレは愛想笑いを浮かべなにげなく、茜さんに尋ねてみる。

「ちなみに、もしその犬神一族とその婚約者が目の前にあらわれたらどうします？」

　その質問に笑顔で答えてくれる。

「もちろん犬神も、その婚約者も八つ裂きに決まってるだろ！」

「そーか。そーだよね。あは、あっっはははっはは！！！」

「そうだよ！　あはあははははははははっっははは！！！」

　こうして犬神一族の小さ夜よちゃん、猫又一族の愛衣に二ふた股またをかけることになってしまった。

　この事態の中心人物であるオレは、ただ乾いた笑い声をあげ続ける事しかできなかった。

　一体これからオレはどうなってしまうのだろう――





■第二章　中学生と命がけ







　愛め衣いと小さ夜よちゃんの正体を知ってしまい、二人には内緒で二ふた股またをかけてしまった三日目の夜。

　オレは自室で布団ふとんに寝ころび天井を見上げる。

「ずっとこのままごまかし続けるなんてできないよな……やっぱり素直に白状したほうがいいかも」

　しかし、もし二股をかけていたことを愛衣と小夜ちゃんが知ったら――

『優ゆう樹きの裏切り者！　わたしの慈じ悲ひをもてあそんだ罪つみ、死んで償つぐないなさい！』

『うふふ……優ゆう兄にいさんには、少々お仕置きが必要みたいですね』

　そんな恐ろしい想像が、頭の中を嵐あらしのように駆けめぐる。

　オレは無意識のうちに震える体を抱き締めていた。

　瞬間、タイミングを見計らったように携帯が鳴る。

「!?」

　液晶で相手を確認すると、小夜ちゃんからだ。

「も、もしもし？」

『もしもし優兄さんでしょうか？　夜分遅くに申し訳ありません、小夜です。今お電話よろしいでしょうか？』

「全然、平気だよ。まだ九時にもなっていないし、いつも一時ぐらいまでは起きてるから」

『そうなんですか？　そんなに遅くまで起きられるなんて、やっぱり優兄さんは凄すごいです』

「そ、そうかな？　あはは、それで今日はどうしたの？」

　小夜ちゃんが夜に電話してくるなんて珍しいが、何かあったのだろうか？

『あ、あのですね。優兄さんは郊外に大型のショッピングセンターができたことをご存知でしょうか？』

「そういえば作ってたね。完成したってＣＭで流れてたっけ」

　複数の企業が出資し、郊外に作っているとは耳にはさんでいた。

『そ、それでですねよろしければ、日曜日のお食事会の前にそちらへ一緒に出かけられたらなと思いまして』

「それって……」

『は、はい。で、デートのお誘いです。も、もちろん優兄さんが良ければですが……』

　電話口でも分かるほど小夜ちゃんは照れていた。

「そ、そうだね、うん、まぁー」

『駄だ目めでしょうか？』

　そんな期待がこもった声こわ音ねで聞き返されたら、逆らえないじゃないか。

「それじゃ行ってみようか？」

『よろしいんですか！　よかった。断だんじて行おこなえば鬼き神しんも之これを避くとは、本当ですね♪』

　今は色々な不安が自分の中で渦巻いているが、とりあえず脇に置いて……小さ夜よちゃんの喜びを聞けて純粋に嬉うれしかった。

　電話を切った後、待ち合わせの場所と時間の詳細がメールで届く。

　それをきっかけに彼女が眠るまで、何度もメールをやりとりをした。





　◇






　光の粒さえ存在しない暗い場所で、一人の少女が苦しそうにひざを抱えていた。

　彼女はこちらを見上げ、一いち縷るの望みにすがるような声音で呟つぶやく。

『ずっと……側にいてくれる？』

　それが彼女にとって天から下りてきたクモの糸のように、オレにとってもようやく掴つかんだ彼女を救い上げるための細い希望だった。

　だから、その糸を切らさないためにも、すぐに返事をした。

「もちろん！　ずっと、一緒にいるよ。だってオレは――」

　ぶつりと白い影が視界をおおう。

　同時に胸を締めつけていた甘い痛みは、指の隙すき間まから零こぼれ落ち再び心の奥底へ消える。




「下げ僕ぼくのくせにいつまで寝てるつもり！」

「ゲフゥ!?」

　刹せつ那な――みぞおちに衝撃を受け、目が一気に覚める。

「もう約束を忘れたの！　優ゆう樹きの頭は、脳みその代かわりに干ほし柿がきでも詰まってるのかしら！」

「げほ！　げほ！　ごほ！」

「こらぁー！　人の話を聞きなさいよ！」

「聞けるかぁぁぁぁぁぁああぁぁぁぁぁ！」

　こっちは息が詰まって、苦しんでるんだよ！　そんな余裕あるか！

　どうにか息を整えて愛め衣いに向き直る。

「で、朝っぱらから何で、人のみぞおちにニードロップなんてしやがった？」

「それは怒っているからよ」

　愛衣は真顔で断言した。

「なんで朝から、幼おさななじみに殺人未遂を起こすほど怒っているんだよ」

　彼女は勝手にイスに座ると、オレを独裁者のような目で見下ろす。

「優ゆう樹きは、わたしの正体知ったわよね？　その時、命を救ってあげたのは誰かしら」

「愛め衣いです」

　ゲシ！

　少女のかかと落としがキレイに決まる。

「愛衣さま、でしょ」

「ふぁい、愛衣さま」

「いい。優樹の命を救うために、このわたしが形だけとはいえ婚約してあげたのよ。だから、あんたは下げ僕ぼくとして命の恩人であるわたしに尽くす義務があるのよ！」

　愛衣はイスの上に立ち、拳こぶしを握り締め力説する。

「下僕はご主人さまのわたしより早く寝てはダメ！　朝はわたしより早く起きなくちゃいけない！　わたしをまたいじゃいけないし、影を踏んでもいけないのよ！」

「ご主人さま関かん白ぱく宣せん言げん!?」

　いやいや、いくら命の恩人でも年下にここまで言われて、黙ってていいのか？

　こういう年上を敬わない横おう暴ぼうな態度を許すから、昨今ニュースで騒がれる学級崩壊などを引き起こす、しつけのなってない子供たちを作り出すんだ。

　ここは彼女の将来のためにも、厳しく対応しなければ。

「おい、愛衣。たしかにオマエは命の恩人かも知れない。けど、年上に対してその態度はないんじゃないか？」

「何よ。下僕のくせに、逆らおうっていうの？」

　彼女は目に力を入れ、睨にらんでくる。

　ふん、やれやれしょせんは子供だな。それで人が怖がると思っているなんて。

　そんなことを考えていると、愛衣が携帯を取り出しどこかにかける。

「ぐす……もしもし茜あかねさん？　うん、わたし……今ね、優樹に無理矢理……布団ふとんに押し倒されて。わたし抵抗したんだけど……天井のシミを数えていれば終わるって言われて」

「すんませんでした！　自分、調子に乗ってました愛衣さま！」

　オレはすぐさま土ど下げ座ざする。

「――っていうマンガを読まされて。そう朝からそんな本読ませるなんて。ほんと優樹って、変態だよね」

　愛衣は勝ち誇った顔で、適当に茜さんをごまかして携帯を切る。

「そうそう、分かればいいのよ。分かれば。わたしも無用な血なんて流したくないしね」

　くっ、この女……いつか仕返ししてやるからなッ。

「ところで、知ってる？　郊外で作ってたショッピングセンターが、一昨日おとといできたんだって」

「知ってるよ。テレビでＣＭ流してるし」

「それじゃ今日の午後ショッピングセンターに行くから。学校終わったら、迎えに来て」

　そのセリフにほほが痙けい攣れんする。

　昨夜の小さ夜よちゃんとの会話が、脳内を駆けめぐった。

「いや、それはちょっと無理っていうか……」

「何よ、わたしの命令が聞けないって言うの」

　ええ、聞けません。今日の午後は小夜ちゃんとショッピングセンターでデートをする約束をしているからです。

　とは、言えるはずもなく、金魚のようにぱくぱくと口を動かす。

　それを不審に思った愛め衣いが怪け訝げんな顔をする。オレは反射的に弁解した。

「いや悪い！　実は今日の午後、高校の友達とそのショッピングセンターに行く約束をしてるんだよ！」

「ふ～ん、そうなんだ。ならしょうがないわね」

　もっと文句を言われると覚悟していたが、彼女はあっさりと引き下がる。

「だって、そっちの友達との約束が先約なんでしょ。なのに、自分の都つ合ごうをごり押しするほどわたしはひどくないわよ」

　口は悪いが、なんだかんだ言ってこいつはちゃんとした良識を持っている。

　ただのわがままな女の子ではないことをあらためて確認できて、なんだか嬉うれしかった。

「それじゃ憂うさ晴らしに、優ゆう樹きには今度の休みに一日中、わたしのケーキの試食係をやってもらおうかな」

　前言撤回。こいつやっぱり傲ごう岸がん不ふ遜そんの固まりだ！

　オレは震えながら、今度の休みは愛衣から一歩でも遠く離れることを決意した。
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　大型ショッピングセンターで友達と遊ぶなんて、もちろん真まっ赤かな嘘うそだ。

　時間をずらして会うこともできるが、そんな危険を犯す度ど胸きようは持ち合わせていない。

　そして授業を終えると、適当に昼食を済ませ駅へ向かう。

　目的地は、電車で三十分ほどゆられた場所に建っている。

　オレと小夜ちゃんが付き合っていることは、他の奴やつには秘密のため一応用心して待ち合わせは現地の駅前にしておいた。

「優ゆう兄にいさんっ」

「あっ、小夜ちゃん」

　改札を抜けると、すでに小夜ちゃんが来ていた。

　小さ夜よちゃんは白いワンピースに袖そでを通し、その上にカーディガンを羽織っていた。手には小さなバッグを握っている。

　オレの姿を見付けると小走りで駆け寄ってきて、嬉うれしそうにほほを染めて微笑ほほえむ。めずらしく洋服姿の彼女が新鮮で、一瞬見とれてしまう。

「ごめん。ちょっと遅れた」

「いえ、平気ですよ。私も今来たところですから」

「それじゃ行こうか」

「はい！」




　大型ショッピングセンターはオープンしてまだ二日目で、土曜日の午後ということもあり店内は人ひと混ごみでごったがえしていた。

「凄すごい人混みですねぇ」

　小夜ちゃんはその人の多さに目を丸くしていた。

「私、背があまり高くないので流されて、迷子になってしまいそうです」

「たしかに小夜ちゃんは背が低いもんね。だったら、迷子にならないためにも、手を繋つないでおこうか」

「そ、そうですね。ま、迷子になってしまったら困りますもんね」

　彼女は本当に嬉しそうに、口元をゆるめながら手を握り締めてくる。そして、オレたちは手を繋ぎながら、人混みの薄い場所へ向かって歩き出した。




　大型ショッピングセンターは地上六階＋地下二階の計八階建てで、内部には有名ブランドメーカーが並び、各種専門店もかなりの数が入っている。

　オレたちはまず二、三階の女性服売り場を見て回っていた。

「優ゆう兄にいさん、見てくださいこのワンピース。とても可愛かわいいらしいですね」

「そうだね。落ち着いた色合いだし、小夜ちゃんにすごく似合うと思うよ」

　そんな風ふうに小夜ちゃんに手を引かれ、ふらふらとウインドウショッピングをする。

「あっ。あのクツも可愛いらしいです」

　と、そんな調子で小夜ちゃんは楽しんでくれていた。

　オレはというとさすがに興味のない女物のため少々飽き気味だった。だが、嬉しそうにはしゃいでいる彼女の隣にいるだけで、来てよかったと思える。

　すると、目の前の店の中で、

「ねぇ、ミキ、これなんかいいんじゃない？　ほら、ミキ足とか細いから似合うと思うんだよね」

「そんなことないよ。こういうブーツは、紀子みたいなスタイルのいい方が絶対に似合うって」

　店の中で大学生風のお姉さまがブーツを手に楽しげな会話をかわしていた。

　ミキと呼ばれたお姉さまは、ショートボブで髪をうすい茶色に染めていた。

　ショートパンツ姿で惜しげもなく生足をさらす彼女からは、なんとも言えない色気がただよってくる。

　あのお姉様のおみ足になら踏まれてもいい。イヤ、ぜひ踏まれたい！

「いやあ、本当に今日は来てよかったな～」

「何が……そんなによかったんですか？」

「さ、小さ夜よちゃん!?」

　殺さつ気きがたっぷりこもった声に振り返ると、小夜ちゃんが暗い笑顔でこちらを見上げていた。

「いや、なんていうか……その……」

　オレはその迫力に、オオカミを前にした子羊のように震える。

　繋つないでいる手の指が食いこんできた。

「どうしたんですか？　さぁ、遠えん慮りよなさらずおっしゃってくだい」

「だから、えっと、その……そう！　小夜ちゃんと一緒にこうして楽しいな、と思ってさ！」

「え……」

　彼女の暗い笑顔が、一瞬で喜びの表情に変わる。

「考えてみたら、二人でこうして一緒にでかけたことってあんまりなかったからさ。だから、今日は本当に来てよかったな～と思って」

　このセリフに、彼女は溶けてしまうんじゃないかと心配になるほど表情をゆるめる。

「わ、私も、優ゆう兄にいさんとこうして一緒にいられて凄すごく嬉うれしいです」

　彼女はほほを染めると、はにかんだ笑顔を浮かべる。

　どうやら、ごまかすことに成功したらしい。

　オレは気付かれないように安堵した。

「そ、それじゃ今度はあっちに行ってみようか」

　さきほどの感情が再びぶりかえさないうちに、彼女を別の場所へと引っ張った。




　二、三階を見て回りエスカレーターで五階の玩がん具ぐ、スポーツ用品のフロアーに辿たどりつく。

　周囲を見回していると、左腕を引っ張られた。

「どうかした？」

「あのですね、少々お花をつみに行って来てもよろしいでしょうか？」

「お花をつみに？」

　その言葉の意味が分からなかった。

「あっ、そうか！　お花屋さんを見に行きたいのか。遠えん慮りよしなくてもいいのに。それじゃ一階に下りようか」

「いえそうではなくてですね、あの、そのぉ……」

　小さ夜よちゃんはほほを赤く染め内うち股またを擦り始める。その表情が妙に色っぽい。

　彼女はうつむいていた顔を上げると、耳を貸すよう手招きする。

　オレは指示されるまま、彼女の背に合わせてかがんだ。

「あの、おトイレに行って来てもよろしいでしょうか？」

「トイレ？」

　彼女は恥はずかしそうに視線をそらし、こくりとうなずく。

　花をつみに行くってそういう意味だったのか!?

「ご、ごめん、気が付かなくて！　なら、ここで待ってるから」

　エスカレーター脇にあるベンチに腰を下ろす。

「それではすぐに戻ってきますので、少々お待ちになっててくださいね」

　小夜ちゃんは手を離すと、小走りにぱたぱたと人ひと混ごみへと消えた。

「はぁ～、オレの無む知ちのせいで小夜ちゃんに余計な恥をかかせちゃったな」

　年上として恥ずかしい。

　穴があったら入りたいとはこのことを言うんだろうな。




「優ゆう樹き！」




　その時、オレを呼ぶ声が聞こえた。

　それはよく知っている声で、今ここで聞こえてはいけない声ナンバーワンだ。

　その声の主あるじが目の前に立つのを気配で察する。

　爪つま先さきからゆっくりと視線を上げる。

　ほっそりとした足首、太ふと股ももにうっすら食いこんだニーソによる絶対領域、まだ膨らみかけの胸。走って来たのかほほを紅潮させた猫ねこ柳やなぎ愛め衣いが、満面の笑顔で目の前に立っていた。

「！！！！！！！」

　心臓が止まらなかったのは幸運だった。

「予想通りね。やっぱりオモチャ売り場にいた」

「め、愛衣？」

　一応、確認してみる。もしかしたら、人違いかも知れない。

「ん、何？　ああ、どうしてここにいるかって？　驚くと思って、来ちゃった♪」

『来ちゃった♪』じゃねぇっっぇえぇええッ！！！

　血を吐き出さなかったのは奇跡だ。だが、そんなことに感謝してる場合ではない。

　極力平静をよそおい、笑顔で彼女にうなずく。

「そっかオレを驚かせようとしてか～。うんそれなら本気で心臓が止まるほど驚いたから、もう用事は済んだだろ？　さ、もうお家うちに帰ろうねー」

「はぁ？　来たばっかりの人間に何言ってんのよ」

　彼女は楽しそうに微笑ほほえんだ。

「あれから、やっぱり気が変わってわたしもショッピングセンターを見て回りたくなっちゃったの。だから荷物持ちお願いね♪」

「い、いやお願いされても。だってオレは友達と来てるから、その……」

「その友達には断りを入れて来なさい。それぐらいの時間なら待っててあげるから」

　ちょ！　なんてわがまま言いやがる!?

　小さ夜よちゃんに、『これから愛め衣いと見て回るから今日はここまで』なんて言えるはずもなくオレは頭を抱えたくなるのを必死にこらえた。

　とにかく、早くなんとかしないとトイレに行っている小夜ちゃんが戻ってきてしまう。

　もし、二人が出で逢あったら……考えたくもない！

「ところで、友達ってどこにいるの？」

　愛衣は首をきょろきょろ巡らし、周囲にそれらしい人影がないか確認する。

　その問いに、鳥肌はだが立った。












「と、友達はさ、今トイレに行ってるんだよ！　もうすぐ戻ってくると思うぞ！」

「へぇーそうなんだ。ところで優ゆう樹きは、どうしてそんなに焦っているのかしら？」

　その声こわ音ねを聞くだけで、背骨を氷柱つららに変えられたような寒さむ気けを覚える。

「もしかして、命の恩人の婚約者を放ほうっておいて、友達といつわって他の女と……」

　彼女の視線にたしかな殺意がやどる。

　どうするオレ!?　どうする!?

「そ、そりゃ焦るに決まってるだろ！」

「どうして？」

　愛め衣いは一歩、距離縮めてくる。

「連絡もなしに、愛衣が来たからだろう！　それに――」

「それに？」

　オレは立ち上がると、彼女の肩を掴つかみ叫んだ。

「戻ってきた野郎たちが、可愛かわいい愛衣を見て一ひと目め惚ぼれするかもしれないって焦ってるんだよ！　長い付き合いの幼おさななじみなんだから、それぐらい気づけよな！」

「何よ急に。変なこと言って」

　突然の褒め殺しに愛衣が警戒をあらわにする。

　だが、彼女の注意をそらすことに成功した！

　オレは一気にたたみかける。

「いや、オレが愛衣のことが好きだから、独占欲をだしてるとか、そういう好意うんぬんの問題じゃなくてだな。オマエは第三者からしたら、可愛過ぎるんだよ」

「……別に褒めたって何も出ないわよ」

「分かってるって。オレはただ事実をのべているだけだって」

「ふ～ん。まあ、言われてみればそうかしら」

　愛衣の表情から険がいくらかゆるむ。

　手て応ごたえあり！

「そんなオマエが野郎たちと出で逢あったら、惚れられるのは必然。絶対に、紹介しろとか恋のキューピットになってくれとか言ってくるだろう。でも、オレは愛衣と結婚しないと殺されちまう。だから、なるべくそういう面倒ごとを避さけたいんだよ。だから、その、ちょっと席を外してくれないか？　たしか地下一階に『どら屋』の支店があったはずだから、後でそこで落ち合うってことで、どうかな？」

　愛衣はむすっと黙って話を最後まで聞いてくれた。

　手のひらに汗がにじむ。

「……そうね。わたしも変な奴やつに付きまとわれるのイヤだし、下げ僕ぼくにもメンツぐらいあるわよね。いいわ。特別に言うとおりにしてあげる。けど！」

　ずいっと顔を近づけてくる。

「命の恩人でご主人さまのわたしを裏切るようなことをしたら……絶対に許さないから」

　彼女の瞳ひとみに深く凍えるほど冷たい闇やみが浮かびあがる。

　そこには絶対的な覚悟と意志が、強固なほど存在していた。

「わ、分かってるよ。オレが愛め衣いを裏切るはずないだろ」

　オレは震えそうになる声を必死に押さえた。

「ふん、早く来なさいよ。あんまり待たせると許さないんだからね」

　と言って、愛衣はエスカレーターで地下へと向かう。

　その背中が見えなくなると同時に、深い溜ため息いきを吐き出した。

　マズイ！　非常にマズイ状況に追いこまれてしまった。

　もし愛衣と小さ夜よちゃんが、ばったり出で逢あってしまったらオレの命はないだろう。

「お待たせいたしました」

「ひゃっぁ！」

「ど、どうなさいました優ゆう兄にいさん？」

「ごめん。ちょっと考えことしてたから、驚いちゃって」

　だが、それ以上に驚いているのは、周囲の人達だろう。

「「「…………」」」

　周りにいる人々は、例外なく『えっ？』っていう顔をしている。

　皆の、『この男はさっき凄すごいキレイな女の子に、友達と来ていると言っていなかったか？　なのに姿を現したのは、先程の子に負けないくらい可愛かわいい女の子だなんて……』

　そんな視線が、体中に突き刺さる。

　はい、そうです。オレは現在進行形で女の子に二ふた股またをかけている最低クズ野郎です。

　反論のしようがない。

「？」

　小夜ちゃんも周囲の視線に気が付き小首を傾かしげる。

「何かあったんでしょうか？　なんだか悲ひ憤ふん慷こう慨がいの目で見られているような……」

「気のせいだよきっと！　それより次はどこに行こうか！」

　とにかくごまかして、愛衣と小夜ちゃんを鉢はち合あわせさせずにどちらか片方を帰らせないと！

　そのためにもある程度二人のあいだを行き交いして、デートをしている風ふうをよそおわなければならない。

　某スパイ映画の主人公より、過酷なミッションが肩に重くのしかかる。

　もちろん失敗は死だ。

「それでは歩き疲れましたし、少しお休みにいたしませんか。地下の一階にどら屋の支店があるようなので、そちらで生どら焼きなどを買ってベンチで食べましょうか？」

　今そこに行ったら、修しゆ羅ら場ばになりますから！

　その危機に、オレはすぐ対応する。

「いや、今日はオレ的に和わ菓が子しより洋菓子が食べたいんだよね！　この上に喫きつ茶さ店てんがあるみたいだからそっちに行かない!?」

「優ゆう兄にいさんが行きたい場所でしたら、私はどこでもよろしいですよ」

　そして、オレたちは五階をろくに見て回らず、すぐ上の階の六階へとあがった。

　去り際、『なんてこった!?　あの娘こは、きっと騙だまされているんだ！』というセリフが聞こえてくる。

　騙しているんじゃないんです。オレは自分の命を守っているだけなんです！
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　喫茶店に入るとオレはコーヒーを、小さ夜よちゃんは紅茶とミルフィーユを注文した。

「それでですね。学校の女子のあいだで流は行やっている占いがあるんですが、私と優兄さんの相性が凄すごくいいんですよ。ふふふ、私たちずっと鴛えん鴦おうの契ちぎりでいましょうね」

　目の前に座る小夜ちゃんが、楽しそうにおしゃべりをしている。

　適当にごまかして小夜ちゃんから愛め衣いを遠ざけているが、もし二人が出で逢あってしまったら……。

　そう考えただけで胃がキリキリと痛む。

「あの、お顔の色が優れませんが、お疲れになりましたか？」

「そ、そんなことないよ。凄く元気だよ！　はははッ、あはははははっはっっはは！」

「本当ですか？」

「ほんとほんと！　元気だって！」

　オレは話題を変えようと、脳みそが痛むほど回転させる。

「そ、そういえば小夜ちゃんって犬いぬ神がみ一族の人なんだよね。犬神一族や猫ねこ又また一族の他にも、やっぱりそういう一族っていたりするの？」

「はい、いっぱいいらっしゃいますよ」

「へぇー、やっぱりそうなんだ。けど、全然そんな感じしないよね」

「そうお感じになるのは、私たちがそれだけ人間社会に溶けこむ努力をしてきたからでしょうね。一部特権階級の方々や裏に関かかわる人達にしか、その存在が知られていないということもあると思います。それに皆さん、一般の方々に存在を知られるのをきらっていますから」

「でも普通の人達の陰に隠れて生活するより、知られて表を堂々と歩けた方が気持ちよくない？」

「それはそうなんですが……私たちの存在が表に知られたら、あまりかんばしくない結果が出るのは目に見えていますから」

『人の歴史は戦争の歴史』だとどこかの学者だか誰かが言っていた。

　彼女たちの存在が公にされれば、絶対に争いが起きるだろう。

　なら最初から表に出さない方がいいに決まっているか。

　携帯の時計に視線を走らせる。

　そろそろ愛め衣いを待たせるのも限界だろう。

「ところで、さっき中学時代の友達とばったり会ってさ。他の奴やつらも来てるらしいから、ちょっと挨あい拶さつに行ってきてもいいかな？」

「そうなんですか？　でしたら、優ゆう兄にいさんがお世話になった方々に、婚約者の私もご挨拶にお伺いしないといけませんよね」

「いや、ほら、その友達の中に格好いい奴がいるんだよ！　そいつ中学時代、頻繁に女子からラブレターもらうような奴でさ！　だから、小さ夜よちゃんには会わせたくないんだよね！」

「そんな！　私は優兄さん一ひと筋すじですよ！　で、でも嫉しつ妬とされるというのは、なんて言うか嬉うれしいモノですね」

　彼女はほほを両手で押さえ、うっとりと恍こう惚こつの表情を浮かべる。

「それじゃ小夜ちゃん、少しだけここで待っててもらってもいいかな？」

「はい、分かりました。では、ここでお待ちしておりますね」

　お礼もそこそこに席を立つ。

　店員にイヤな顔をされるのも無視して、店内を走って飛び出した。




「遅い！　下げ僕ぼくの分際でご主人さまをいつまでまたせる気！」

　地下一階にあるどら屋の支店の前で、愛衣は腕を組み仁に王おう立ちで待っていた。

「ご、ごめん……友達との話が、長くなってさ」

　普段、運動していないのに六階の喫きつ茶さ店てんから地下一階のここまで走ったため、ひざに手を付いてうなだれるほど息が乱れる。

「前の約束通り生どらを……か、買ってやるから……ゆ、許してくれよ……」

「しょうがないわね。それで許してあげるわ。ご主人さまの海より広い心に感謝しなさい」

「ありがとうございます、ご主人さま。それで何味がいいんだ」

「そうね、とりあえず全種類買ってきなさい」

　この生どらジャンキーは……

　腹を壊こわしてもしらんぞ、とイヤミを言い全種類を買ってくる。

　オレたちは置かれてあるベンチに腰を下ろした。

「わぁ、おいしそう♪」

　和紙っぽい包装紙に包まれた袋を破き生どらを取り出す。そして、同時にかじりつく。

「うーん、やっぱりどら屋の生どらはおいしいわね」

「普通のどら焼きもおいしいけど、ちょっとあんこが重すぎる時があるからな。その点、生どらは軽くて食べやすいよな」

　普通のどら焼きは生き地じであんこをはさんでいる。

　生どらはあんこの代かわりにクリームが使われており、味も数種類ある。

「そう言えば友達はもう帰ったの？」

　愛め衣いの突然の問いかけに、生どらを吹き出しそうになる。

「ちょっと、汚いじゃない!?」

「わ、悪い。唾だ液えきが気管に入って……」

　口元を拭ぬぐいながら答える。

「友達はさ、なんかまだ見て回るらしいよ。今、どこに行ってるか知らないけど」

　下へ手たに追求されると、ぼろを出してしまいそうだ。

　さりげなく自然に話題を変えないと！

「ああー、えーと、そう言えばさ気になってたんだけど、他の種族……例えば犬いぬ神がみ一族が人間の姿で目の前にいたら、その正体って愛衣は分かったりするの？」

「それって人間の姿で、相手の種族が分かるかってこと？」

　そう、そう言うこと。

「相手が元の姿晒さらしてるなら、だいたい外見でどこの一族か分かるけど、人の姿をされたら分からないわよ」

　ああ、やっぱりそうなのか。

「優ゆう樹きだって、外見だけでその人が東とう北ほく出しゆつ身しんなのか、北ほつ海かい道どう出身なのか、それとも九きゆう州しゆう出身なのかなんて分からないでしょ？　それと一緒よ」

　なるほど、だから愛衣も小さ夜よちゃんも、何年も一緒にいるのに互いの正体を知らないわけだ。

「生どらを食べ終わったら、全部のフロアーを見て回るわよ」

　愛衣は口元にイチゴのクリームをつけて笑う。

「優樹には、待たせた罰として、買い物に付き合ってもらうからね！」

「あれ、さっき海より広い心で許してくれたんじゃないのか？」

「むふぅ～、さぁ～て何買ってもらおうかな♪」

　しかも人の話なんて聞いてないし。

「って、買わせる気かよ」

「もう下げ僕ぼくのくせにいちいち意見しないでよね。私が黒と言ったら、ステラーカイギュウだって黒くなるの！」

　まずステラーカイギュウって何だよ。

「優ゆう樹きの命を救うため婚約してあげたわたしの言うことが聞けないって言うなら……」

　と、愛め衣いは携帯をオレの目の前にちらつかせる。

　その後の行動は、今け朝さ方がた知っているため口に出すまでもない。

「分かったよ。好きなのを買ってやるよ。でもあんまり高いのはなしだぞ」

「違うでしょ。『忠実な下僕である僕が、命の恩人で主あるじの愛衣さまにプレゼントをしたいんです！』でしょ」

　どうやらオレには、降参のポーズを取るしか道は残されていないようだった。





　◇






「……よりにもよってここかよ」

　愛衣に連れて来られた場所は、女性水着専門店だった。

　その空間は男にとって居心地が悪く、女性客から視線を向けられるといたたまれない気持ちになる。

「だいたいまだ四月なのに、なんで水着を買いに来てるんだよ」

「そんなの四月だからに決まってるでしょ」

「はぁ？」

「夏の前に在庫を処分して、新商品を並べたいから店側も安くするのよ。だから、今のうちに買っておくの。別にデザインなんて一年ぐらいならほとんど変わらないしね。だったら安いほうがいいでしょ？　優樹の経済状況に気を遣ってあげられるわたしって、なんて大人なのかしら。優樹はこの優しさをちゃんと末代まで伝えるのよ」

「買わないって選択肢はないのか？」

「ねぇねぇ、こっちとこっちならどっちがいいと思う？」

　華か麗れいにスルーですか。

　愛衣はハンガーにかけられた水着を手に取り、意見を求めてくる。

　右手にピンク色のワンピースタイプを、左手にライトグリーンの上と下が分かれたスポーツタイプを掲かかげる。

「別にどっちを着ても胸の大きさは変わらないんだから、色気もなにも――ぐぉぉお！」

　愛衣のかかとが、オレの爪つま先さきをふみつぶす。

「あらあら、今何を言おうとしていたのかしらねぇ」

「い、いいえなんでもないであります！」

　女性に水着の好みを聞かれるシチュエーションはある意味貴重で憧あこがれを抱いていたが、オレとしては年上の女性に言って欲しかったな。

　露出の多い水着をわざと手に取り、どぎまぎするオレの反応を愉たのしむお姉さま！

　あぁ、一度でいいから味わってみたかったなー。

「それで、優ゆう樹きはこっちのピンクのレースと、グリーンのスポーツタイプどっちがいいと思う？」

　だが、これ以上のいざこざをさけるため、そんな願望を口には出さず素直に好みを白状する。

「こっちのピンクのレースです。愛め衣いには可愛かわいい系が似合うと思うので」

「へぇ～～、そうなんだ。優樹はこういう可愛い系が好みなんだ」

　にやにやと、愛衣がこちらを見て笑う。

「おまえな」

「それじゃ、試着してみるからちょっとそこで待ってて」

　そして彼女はライトグリーンの水着を戻さず、どちらも試着室へと運びこむ。

「おい、そっちも一緒に持って行くのか？」

「うん、一応着てみようと思って」

　そして、カーテンを一気に閉める。

「オレが選ぶ意味あったのか？」

　だが、その疑問を吟味してる時間はない。

　この絶好の機会に、小さ夜よちゃんのところに戻らないと。

　オレは水着店を飛び出し、彼女が待つ六階の喫きつ茶さ店てんまで全力で走り出した。




　息を切らせながら喫茶店に入ると、小夜ちゃんがさっき別れた姿勢のまま二人がけのテーブルに座っていた。

「ごめん、お待たせ」

「あっ、お帰りなさいませ、優ゆう兄にいさん」

「本当にごめん、待たせちゃって」

「いえ、平気ですよ。それよりお友達の皆さんは、お元気そうでしたか？」

「友達？」

「中学校時代のお友達方に、会いに行かれたのではなかったのですか？」

　走ったせいで疲れ、思考能力が低下したため言いわけを忘れてしまっていた！

「会った！　会った！　どいつも元気そうでよかったよ！」

「そうでしたか、それは良かったです」

　小夜ちゃんは特に疑問に思わなかったのか、いつも通り微笑ほほえむ。

「そろそろ出ようか！　他に色々見て回りたいし」

　ごまかすため伝票を掴つかむと、彼女の小さな手のひらを握り歩き出す。

「そうですね。次はどこに行きましょうか」

　小さ夜よちゃんは、オレの異変に気が付いていないらしくほほを嬉うれしそうに染め、トテトテと後に続いてくれた。




　次の目的地は決まっている。愛め衣いがいる三階からなるべく遠い場所だ。

　そのため喫きつ茶さ店てんと同階のゲームセンターを目指す。

　そこはゲームメーカーの出資で作られたらしく、ゲームセンターというよりちょっとしたアミューズメントパークといった規模だった。

　小夜ちゃんが目を輝かせたのは、その中のひとつ『ＵＦＯキャッチャー』だ。

「あれ、すごく可愛かわいらしいです」

「えっ、どれどれ」

「ほら、あれですよ」

　ガラスケースの内側に鎮座する世界一有名な犬の人形に、彼女は心を奪われる。

「そんなに可愛いなら、取ってきたら」

「無理ですよ。私こういうゲームって一度もやったことありませんから」

「そうなんだ。もしよかったら、取ってあげようか？」

「本当ですか。優ゆう兄にいさんはあれが、お取りになれるんですか？」

「まぁーね。基本的にゲームは得意だし、近所のゲーセンじゃ『ＵＦＯキャッチャー荒らし』なんて恐れられているしね」

　舌なめずりしながら小こ銭ぜにを投入する。

　ちゃちな音楽が流れアームが準備運動を始めた。

「それに取りやすい位置にあるし、これなら初心者でも千円ぐらい使えば取れるんじゃないかな？」

　流れる動作で点滅するふたつのボタンを操作して、獲え物ものの頭上にクレーンを移動させる。

　キャッチャーがアームを開き人形の頭に食いこんだ。

「掴んだ、掴みました！　さすが優兄さん、一回でお取りになるなんて凄すごいです」

「あはは、そんな大したことじゃないよ」

　年相応にはしゃぐ小夜ちゃんを見られただけで、小銭を使った甲か斐いがあったというものだ。

　しかし、アームから人形の頭がするりと抜け落ちる。

「あれ？」

　キャッチャーは何も掴んでいないのに、律りち儀ぎに落とし穴へ移動しアームを開いた。

「ちょ、ちょっと運がなかったかな。まぁ、でもゲームだしこういうこともあるよね」

「そ、そうですね。人間やはり悪あく日にちぐらいありますよね。でも、掴つかんでいましたし、次はきっと上う手まくいきますよ！」

「それじゃ次でさっくりと取っちゃいましょうか」

　小こ銭ぜにを投入すると、点滅するボタンを操作してクレーンを人形の頭上に移動させる。

　今度は人形の首を掴んだ。しかし、バランスが悪く半ばで無む惨ざんに落ちてしまう。

「次こそは大丈夫！」

　だが、二度あることは三度ある――アームはたしかに人形を掴んだはずなのに握力が弱いせいか取りこぼしてしまう。

「うがあ！　これ絶対おかしいだろ!?　なんで取れないんだよ！」

　小銭が底を尽き財布に札しかなくなる。オレは怒りでガラスを叩たたいた。

「あと一回。あと一回で絶対に取れるのに！」

「そうなんですか？　でしたら、これをお使いください」

「小さ夜よちゃん……」

　彼女は財布を取り出し、小銭を差し出す。

「でも、いいの借りちゃって？」

「はい、お気になさらないでください。私が欲しくて優ゆう兄にいさんにお願いしているのですから、最初からお出しするのが礼儀でしたのに。すみません、気が回らなくて」

　小夜ちゃんが小銭を投入する。

「だから、遠えん慮りよせずお使いくださいね」

「ありがとう小夜ちゃん、後でちゃんと返すからね。……よし、今度こそ、絶対に取ってみせるよ！」

　豪語したが――結局は取りこぼしてしまう。

「……小夜ちゃん、もう一回だけいい？」

「はい♪」

　再び小銭が投入される。

「小夜ちゃん」

「はい♪」

　何度目かの失敗を繰り返すと、さすがに彼女の財布の小銭も切れてしまう。

「申し訳ございません。小銭が切れてしまったので、両替に行って来ますね」

「早めに頼むよ！」

「はい♪」

　怒鳴るように叫ぶと、今現在の有り金を投入する。

　その一回に神経を集中する。

「よし、よしよしよし！　きた！　きたきたき――！」

　だが、最後の最後でアームから人形がこぼれ落ちる。

「どうして取れないかな」

　苛いら立だちがこもった声こわ音ねを、溜ため息いきと共に吐き出す。

「ん？」

　そのお陰かげで幾分冷静さを取り戻し、周囲にギャラリーができていることに気が付いた。

　その視線は好奇と非難を多分に含んでいる。彼らの話し声が耳まで届く。

『中学生ぐらいでしょ、あの子？　なのに財布代かわりに使うなんて……』

『あの歳でもうヒモかよ』

　熱くなりすぎて気付くのが遅れた。端はたから見ていたら、自分が中学生から金を巻き上げる最低男になっていることを！

「違うんです！　オレはそんなつもりじゃなく――！」

　周囲に言いわけしようと口を開いた瞬間、そのギャラリーの中に見知った顔が立っていることに気付く。

「め、愛め衣い！」

「こんなところで何、してるの？」

　そう猫ねこ柳やなぎ愛衣――オレの婚約者は腕を組み険の濃い瞳ひとみで睨にらんでいた。

　一目で怒っているのを理解する。

　彼女が怒りを覚えるのは当然だ。目の前で恋人が、親友とデートをしていたのだから。

　四肢から力が抜ける。まるで魂がこぼれ落ちてしまったようだ。

「お店の中で待ってるように言ったのに！　どうしてこんなところで遊んでいるのよ！」

「!?」

　彼女の口から意外なセリフが飛び出す。

　その意味を咀そ嚼しやくするまで時間がかかった。

「お、オマエはいつここに来たんだ？」

「？　ついさっきだけど、それが何？」

　まだ小さ夜よちゃんと一緒にいたところを見られていない！

　これは途方もないラッキーだ！

「いや、なんでもない。なんでもないよ」

　オレと愛衣を取り囲むギャラリーたちは、さらに濃い好奇の視線を向けてくる。

　先程までこの男は、中学生ぐらいの女の子に金銭をせびってゲームをしていた。

　そこに別の少女が姿をあらわし、約束をすっぽかしたと怒っている。

　これから起きるであろう修しゆ羅ら場ばを前にして、好奇心を抱いだくなという方が不可能だ。

　だが、愛衣がまだ小夜ちゃんに気が付いていないのなら、希望はある！

「それでご主人さまを放ほうって置いて、下げ僕ぼくはこんなところで何をしていたのかしら？」

　ここを！　ここを切り抜け、小さ夜よちゃんが戻ってくる前に愛め衣いをこの場から追い出せればまだ助かる！

　釘くぎが頭ず蓋がい骨こつに刺さるような痛みを堪こらえ、脳細胞をフル回転させる。

「……この人形!?　さっき友達と回ったときにこの人形が可愛かわいいくてさ！　愛衣にプレゼントしたくなったんだよ！」

『な、なんだってぇえぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇッ!?』

　周囲にいた人々は、全員口を限界まで広げ絶句する。

　唯一愛衣だけだが、疑わしげな表情を作る。

「なによ急に、ご機嫌取りなんてしちゃって。何か裏があるんじゃないでしょうね？」

　裏なんてあるに決まってるだろうが！

　だが、そんなことをおくびに出さず、オレはまくしたてた。

「裏なんてあるわけないだろ。純粋にこの人形が可愛くて、愛衣にプレゼントしたくなっただけだって」

「…………」

　そのセリフの意図を読み取ろうと瞳ひとみを細める。

　そのため彼女は周囲の小声には気付いていないようだ。

『黒髪少女にお金を貢がせておいて、別の女の子のプレゼントにするなんて……』

『ちゅ、中学生ジゴロ？』

　ギャラリーは好き勝手に言ってくれるが、こっちは命がかかってるんだよ！

「……まぁ、いいわ。わたしはてっきり他の女の所に会いに行ったのかと思っちゃった。それなら心おきなく、茜あかねさんに連絡できたのにな」

「オマエは本気でオレに死んで欲しいようだな」

「冗談よ、冗談。でも、浮気したら……わたしを裏切ったら、例え優ゆう樹きでも絶対に許さないからね」

　そのセリフが心底本気だと理解し、オレは背せ筋すじを震わせる。

「と、とにかくだ。もう少しで取れそうだから、愛衣はさっきの店で水着を選んでろよ。オレもすぐ行くからさ」

「なんで、もう少しで取れるんでしょ？　だったらわたしも一緒にいるわよ」

「それは困る！」

　反射的に叫んでしまう。

「……どうして困るの？」

　愛衣の瞳に再び疑惑の光がやどる。

　どうする！　どうするよオレ!?

「お、男はさ、女の子にプレゼントを手渡すとき、これぐらい何でもないっていう風ふうに渡したいわけよ」

　彼女は意味を理解できず小首を傾かしげる。

「つまり、プレゼントを渡す女の子に、こんな必死になっている姿を見せたくないんだよ。可愛かわいい異性の前では格好をつけていたいっていうのが、男心ってもんなのさ！」

　そのセリフに愛め衣いは、

「なにそれ、男の美学ってやつ？　それに可愛いとか、それ、お世辞でしょ」

「い、いやそんなことないぞ。それに男の美学を馬鹿にするなよ、男は常に夢に生き続ける生き物なんだよ！」

「……ほんとバッカみたい。細かいことにこだわるんだから、いつまで経っても男ってほんと子供よね」

　愛衣が心底呆あきれているのが分かる。オレはここぞとばかりに、拝み倒した。

「だから頼むよ、さっきの店で待っててくれ！　頑張って可愛い愛衣のためにあの人形を取って来るからさ！」

「はいはい。それじゃさっさとそれを取るなり全財産使い切るなりして、戻ってきなさいよ」

　愛衣は呆れたようにスタスタと出口に向かって歩き出す。

　そして、彼女の背中が入り口から消えると、神かみ業わざ的なタイミングで小さ夜よちゃんが戻って来た。

「お待たせいたしました。申し訳ありません。両替機がなぜか混こんでいまして、時間がかかってしまいました」

「よっしゃぁぁぁ！！！」

　その瞬間、拳こぶしを痛いほど握り締める。オレは最大のピンチを乗り切ったんだ！

「どうかなさったんですか？　突然、大声をあげたりして」

「あはははは、何でもない。何でもないよ!?」

　小夜ちゃんは可愛く小首を傾げる。

　ギャラリーの突き刺さる視線はこのさい無視だ！

「そうですか？　それでは優ゆう兄にいさん、はいお金です♪」

　小夜ちゃんが満面の笑顔で差し出す。

　小こ銭ぜにを受け取ると、この場を去りたい一心で驚異的な集中力を発はつ揮きする。

　それが上う手まい具合にはまり一発で目的の人形が取れる。

　小夜ちゃんに人形を手渡すと、彼女は瞳ひとみを満天の星空のように輝かせ抱き締めた。

　その匂い、感触、重さを愛いとおしそうにたしかめる。

　人形を抱き締めたまま、彼女は上うわ目め遣づかいでオレを見上げ、

「ありがとうございます。一生大切にしますね」

　ほほを真まっ赤かに染めて、くすぐったそうに笑った。

　その笑顔は無条件で人々を和ませるモノだった。そのため周囲の敵視がさらに増す。

　オレはいづらくなった場所から、彼女の手を引いてこそこそと移った。




　ゲームセンターを出ると、休憩所まで移動する。

「小さ夜よちゃん、ちょっとここで待っててもらっていいかな？」

　彼女は両手で大事そうに抱えた人形から視線を上げる。

「どうかなさいましたか？」

「ちょっとトイレに行きたくてさ」

「そ、そうですか。なら私はここでお待ちしておりますね」

　彼女は恥はずかしそうにほほを染め、ベンチに腰を下ろす。

「うん、すぐに戻ってくるから、ちょっと待ってて！」

　手を上げると、小夜ちゃんは人形を抱き締め微笑ほほえんだ。




　エスカレーターを一段飛ばしで駆け下りていると、四階の売り場で呼び止められる。

「優ゆう樹きくん、だよね？」

「睦む月つきさん!?」

　声に振り返るとそこには睦月さんが立っていた。

　ブルー地の胸元にボリュームのあるフリルシャツと、白いパンツ。近所にふらりと出かけて来たようなカジュアルな格好だ。

　突き出たバストとキュッと細い腰を見せつけるような、大人の色気を持った女性だけが許される服装に、オレの鼓動が瞬時に跳ね上がる。

「優樹くんも来てたんだ。凄すごい偶然だねぇ」

「そ、そうですね」

　オレは急いで駆け出したい衝動を必死に押さえ、いつ断りを入れるかタイミングを計っていた。

「優樹くんも一人で来てるの？　もしよかったら一緒に見て回らない」

「いえ、今日は友達と来ているんで」

「そうなの、ならその友達も一緒に、ね？　どうかな」

　睦月さんが、腕に体を絡ませてきた。

　腕に押し付けられるブラジャーの感触と一緒に、柔やわらかな胸が形を変えるのを認識できた。さらに距離が縮まったせいで髪に残っているシャンプーの香りがより濃くなる。

「ねぇ、いいよね。お姉さんと一緒に見て回ろうよ。きっと楽しいよ」

　それらのせいで、思わず首を縦に振りそうになるが、歯を食いしばってなんとか堪こらえた。

　いくら好みのお姉さんの頼みだからって、これ以上荷物を背負いこむわけにはいかない。

　彼女には悪いが、ここはきっぱりと断ろう。

「ほんとすみません、友達と一緒に回る約束なんで今日はちょっと」

「ぶぅー……それじゃ仕方ないわね。じゃぁ、友達と見て回った後でいいから、付き合ってもらえないかな？　実はレポートを今月中に終わらせないといけないんだけど、ＰＣが壊れちゃって。優ゆう樹きくん、そういうの詳しそうだから、一緒に電気屋さんに行って見てくれないかなぁ、って思って」

「いや、でも……」

　愛め衣いと小さ夜よちゃんと同時にデートしているのに、さらに睦む月つきさんとまで約束するなんて……

「ねっ、一生のお願い」

　と、言いながら睦月さんは上うわ目め遣づかいで、さらに胸を押しつけてくる。

「もちろん！　お付き合いしますよ！」

「ありがとう！　じゃ後でメールするから、アドレス教えてもらえるかな？」

　彼女は約束を取り付けると、腕からパッと離れ携帯を取り出す。

　……エサに釣られて罠わなに掛かった獲え物ものの気分になったが、気にしたら負けだと思う。

　こうしてオレはさらなる厄やつ介かい事ごとを抱えてしまった。




　再び走り出し愛衣がいる女性水着専門店に舞い戻る。

「はっぁ、はっぁ、はっぁ……」

　息を切らすオレに店員が怪しげな視線を向けてくる。

　それを無視して彼女の姿を探した。

「優樹！　こっち、こっち」

　声に振り返ると、彼女は試着室のカーテンから首だけを出していた。

「ごめん。結局、頑張ったんだけど人形とれなかった」

「別に人形なんて欲しくもないから、どうでもいいわよ。それよりどうよ、わたしの水着姿は？」

　愛衣はピンク色のワンピースを身につけていた。

　胸元に小さくリボンがあしらわれ、腰回りに付いたレースの下からは健康的な素足が伸びている。若干子供っぽかったが、それでも愛衣には似合っていた。

　オレはまだ整わない息に苦しみながらも、感想を述べる。

「はッ、はぁッ、可愛かわいいよ。はぁ、はぁ……愛衣によく似合っていると思う」

「まあ、当然ね。例え胸が人より少し、すこぉ～～～し小さくても関係ないのよ！」

「ああ、そうだな……はぁ、っぁ…本当に……はぁ、愛め衣いにっ、はぁあ、はぁッ、似合ってるよ」

　オレは自信を持ってうなずく。

　すると、なぜか肩を叩たたかれる。

　振り返ると、ショップの女性店員と警備員に取り囲まれていた。

「この人です！　中学生ぐらいの女の子の着替えを覗のぞき見て、息を切らしている人は！」

「たしかに言っていることは間違ってない！」

　オレは屈強な警備員に押さえつけられる。

「ちょ！　待ってくださいよ！　この娘ことは、知り合いなんですって！　怪しいモンじゃないですから！」

「うるさいこの変態が！　怪しい人間はみんな同じことを言うんだ！」

　愛衣もカーテンから首だけを出して援護してくれる。

「そうなんです！　この人はわたしの知り合いで、水着が似合っているかどうか見てもらってただけなんです。たしかにスケベで、隠れて年上お姉さん系のＨな本を集めてるし、将来は負け組確定の駄だ目め人間ですけど、違うんです！」

「ちょっと待て！　どうして愛衣がオレ秘ひ蔵ぞうのエロ本の事ことを知ってるんだ！」

「え、だって、本棚下から二段目の参考書棚の二列目奥、世界史大全の中身を抜いたケースに入れてただけじゃない。あれで隠してるつもりだったの？　だって優ゆう樹きのお母さんも、茜あかねさんも、小さ夜よちゃんも皆知ってるわよ」

「連れてけ！　オレを誰も知り合いがいない場所に連れて行ってくれ！　お願いだから！　もしくは殺せぇぇえっぇぇぇぇ！」

　そして叫んでいるオレを尻しり目めに、愛衣の言い分が認められ、誤ご解かいは解けた。

　その代かわり心に消えない傷が残ってしまったが。

「……しかしひどい目にあった。まさか変質者と間違われるとは」

「誤解がとけたのもわたしのお陰かげよね。感謝しなさいよ」

「感謝も何も、おまえが原因だろうが」

「大切なのは経過ではなく結果よ。そんな甘い考えじゃ、社会に出たとき苦労するわよ」

　そんな知った風ふうなことを言うと、嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべる。

「だ・か・ら、今度は優樹が自分で水着を選んで持ってきてちょうだい。もちろん一人で探すのよ。女性物の水着をね♪」

「それなんて羞しゆう恥ちプレイですか？」

　こいつ猫がネズミをいたぶるように、オレをもてあそんで楽しんでやがるな。

　だが選択の余地はなく、愛衣は試着室から首だけを出して逃げ出さないよう監視している。

　くそ、オレが逆らえないのをいいことに好き勝手しやがって！

　だったらこの状況を利用して、逆に辱はずかしめてやる！

「ほら、早くしなさいよ～」

　愛め衣いはこちらを見てニヤニヤとからかいの笑みを浮かべていた

　愚か者め。余裕を見せられるのも今のうちだ。

　オレは目的の水着を手に取ると、愛衣に手渡す。

「それじゃコレを着てみてくれ」

　色は黒。上下に分かれて、上は通常よりやや小さくなっているビキニを手渡す。

　彼女はオレと水着をマジマジと見比べる。

「ちょッ、まさかこれを着ろっていうの？」

「ああ、そうだよ。オレ、ビキニ大好きだからさ！　やっぱビキニは男の浪ろ漫まんだよな！　ささ、遠えん慮りよ無く着て見せてくれ！」

　愛衣は『うっ！』と顔を引きつらせ、再び黒のビキニを見つめる。

「あれぇ～～～？　誰かさんの命令で選んで持ってきたのに。まさか着ないなんてことはないっすよねぇ～」

「くっぅ、下げ僕ぼくのくせに調子に乗って！」

「べつに乗ってないっすよ。ご主人さま～」

　今度はこっちが嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべる。

　プライドの高い愛衣は、さすがに前言をくつがえすことはせず真まっ赤かな顔で断言する。

「着ればいいんでしょ、着れば！」

「あはははは、楽しみにしてるぞぉ」

「くッ！」

　彼女は決意を固めると、カーテンの奥へと消える。

　その表情を見られただけで、胸がすかっとした。

「あ！　今度はどこにも行かないでよね。分かった!?」

　試着室から釘くぎを刺されてしまう。

　もうここから、小さ夜よちゃんのところに戻るタイミングは取れそうにないな。

　愛衣は急いで着替えたのか、前回とは比べられないほど早く声をかけてきた。

「は、入ってもいいわよ」

　オレは指示に従い再びカーテンに首を入れる。

　黒のビキニを身に付けた愛衣は、よっぽど恥はずかしいのか腕で胸元を隠していた。視線は虚こ空くうをうろうろと漂い、決して目を合わせようとしない。

「あ、あんまり変な目でジロジロ見ないでよね」

　愛衣はまだ幼い華きや奢しやな体をさらす。

　真っ白な処女雪みたいな肌はだが、黒のビキニとの対比でさらに強調される。

　これがお姉さまだったら一発ＫＯで結婚を申しこむほど魅力的なのだが……

　さすがに中学生ではそこまでいかない。

　まぁ、多少はくるモノはあるが。

「似合ってるじゃないか。愛め衣いはそういう大人っぽいやつの方が似合うのかもしれないな」

「そ、そうかしら？」

　褒めると一転、さっきまでの羞しゆう恥ち心を忘れて鏡でいくつかポーズを決めて確認する。

「まぁ、たしかに悪くないかもしれないわね。こういう大人っぽい水着も」

　この辺はまだ子供だよな。

「んじゃ、オレは外で待ってるから。さっさと着替えろよ」

「りょ～か～い♪」

　愛衣を辱はずかしめるためにあの黒ビキニを選んだはずなのに、彼女は一言褒められただけでポーズを決めるまでになった。

「まったく切り替えが早いというか、現ゲン金キンというか」

　オレはそんな彼女に苦笑しながら、また捕まらないようその場から少々距離を取る。




「優ゆう兄にいさんは、このようなところで何をなさっているのですか？」












「!?」

　背後から聞き覚えのある声に問いかけられる。

　振り返ると、そこには小さ夜よちゃんが立っていた。

「さ、小夜ちゃん!?　どうしてここに!?」

　オレの問いに彼女は、いつものぽわぽわした笑顔を崩すことなく答えてくれる。

「優ゆう兄にいさんと別れた後、知らない方々に囲まれまして、『君はあの男に騙だまされているんだ！』『あいつには他に女がいて、君は財布程度にしか思われていないんだよ！』『脅きよう迫はくされて一緒にいるなら、私がいい弁護士さんを紹介するわよ！　あの男に、罪つみを償つぐなわせましょう！』と言われまして」

　余計なことを！　オマエたちは、自分の命がかかっていないからそんなことが言えるんだよ！

　背後の試着室にいる愛め衣いに聞こえないことを祈りながら、なるべく小声で話しかける。

「そんなわけないだろ。小夜ちゃんと婚約してるのに、浮気するわけないじゃないか。小夜ちゃんはオレよりそんな他人の言葉を信じるのかい？」

　それは彼女の感情につけこんだ完全に詐さ欺ぎ師しのセリフだ。

　そんな自己嫌悪すら覚える言葉に、小夜ちゃんはいつもの微笑ほほえみを浮かべて答える。

「もちろん、愛する優兄さんを信じるに決まっています。大好きな、大好きな、優兄さんがそう仰おつしやるなら、本当にそうなんでしょうね」

　だが、その笑顔は完かん璧ぺき過ぎた。

　オレは無意識に半歩だけ後ずさってしまう。

　でも、と彼女が続ける。

「もし本当に浮気をなさっていたら……大好きな、大好きな優兄さんが奪われるのに耐えられる自信が私にはありません。だから、どんな手段を使ってでも、優兄さんの気持ちを奪い返すと思います。そう、例えどんな手段を用いたとしても」

　気が付けばほとんど触れ合う距離に小夜ちゃんが立っていた。

　底の見えない仄ほの暗ぐらい水底みたいな瞳ひとみで、こちらを覗のぞきこんでくる。

「それで、話は戻るのですが、こんなところで何をしていらっしゃるんですか？」

　オレは池の鯉こいみたいに口をパクパクと動かす。

　考えろ！　ごまかせ！　この死線を乗り越えれば、ゴールはもう目と鼻の先だ！

「いや、だから、その――さ、小夜ちゃんに似合いそうな水着を探してたんだ！　オレの好みのヤツをさ！　で、こんなのはどうかなって!?」

　適当なセリフを並べ近くにあった水着を手に取り、彼女に押し付ける。

「!?　こ、これですか」

　小夜ちゃんは一変、トマトみたいに顔を赤くしてそれを広げる。

「ぐは！」

　オレが手に取ったのは誇張ではなくて本当にただのヒモだった。

　それは『ブラジル水着コーナー』と書かれた場所に置かれてあった代しろ物ものだ。

　この店にはもっとまともなモノが置いてないのか!?

「優ゆう兄にいさんは、こういうＨな感じの水着がお好きなんですか？」

　だが、もう後戻りはできない。

「うん、大好き！　直球ど真ん中で、オレの好みだね！　だからさ、ちょっと着て見せてよ。小さ夜よちゃんなら絶対に似合うからさ！」

「で、ですがこの水着といいますか、これはただのヒモではないでしょうか。あの、さすがにこんな日ひ陰かげの恥はじを日向ひなたへ出すようなマネは……」

「頼むよ。それを着た小夜ちゃんが見たいな～。絶対に似合うからさ！」

　こんなヒモを薦すすめる姿を賢けん悟ごさんに見られたら、一秒だって現世にとどまることはできないだろうな。

　女性店員と警備員が、こちらを穴が空くほど見詰めているのは気にしない。

「わ、分かりました。優兄さんのお願いですし……覚悟を決めます」

　彼女は顔を真まっ赤かにしてヒモを握り締める。

「しょ、少々お待ちくださいね」

　小夜ちゃんが試着室に消えた瞬間、愛め衣いが入れ替わりカーテンを開く。

「！！！」

　それはまさに狙ねらいすましたようなタイミングだった。

「どうかした。そんな怖い顔して？」

「な、なんでもない！　なんでもないよ、あは、あはははっははははは！」

「変なの。それじゃ、こっちの水着を買うことを許してあげる」

　超絶上から目線で、黒ビキニを幼おさななじみで婚約者に要求される。

　これ、なんてプレイ？

　ピンクのワンピースを棚に戻し、黒ビキニを持って愛衣と二人でレジへ向かう。

「なんでこんなに生き地じが少ないのにＤＶＤ二つ分もするんだよ！」

　その値段の高さに思わず叫んでしまった。

「ちょ、恥ずかしいから大声ださないでよ！　そういうモノなんだからしょうがないでしょ。それに選んだのは優ゆう樹きじゃない」

　それを言われると、弱い。

　オレは今月の生活費がトブのを覚悟して虎とらの子の現金を取り出す。

　そんなやりとりをしながら会計を済ませてオレたちは店を出る。

「うぅー今月はゲームやマンガ、シャツやクツとか色々買う物が多いのに……」

「そんなモノ買うより、可愛かわいいご主人さまのプレゼントに使ったほうが有意義でいいじゃない」

「くそぉ～、次の振りこみまでまだ先なのに」

　それに小さ夜よちゃんにもＵＦＯキャッチャー代を、この後返さなければならないのに……。

「はぁ～で、これからどうする？　オレは疲れたから喫きつ茶さ店てんとかに入りたいんだけど」

「わたしも疲れたし、それでいいけど……」

　愛め衣いは歯切れ悪く口ごもる。

「少しここで待ってなさい。ちょっとお手洗に行ってくるから」

「ああ、行っておいで。手でも、顔でも好きなところを洗ってきなさい」

　これで小夜ちゃんと会う時間が作れる！

　その申し出を本当に心の底から喜んで、オレは愛衣を見送った。




　彼女の姿が見えなくなると再び店に舞い戻る。

　小夜ちゃんは愛衣と同じように試着室から首だけを出し、オレを探していた。

「ごめん、ごめん。一人で待ってるのが恥ずかしくて外に出てたよ。どう、着られた？」

「はい、そのなんとか着られました」

　駆け寄ると、彼女は羞しゆう恥ち心で顔を火ほ照てらせながらうなずく。

　オレはカーテンに首を入れる。

「どうでしょうか。変ではないでしょうか？」

　愛衣とは根本的に違う大きな胸や……その大切な部分をそれぞれ一本のヒモで隠している以外、全すべてを露出している。柔やわらかそうなもっちりした肌はだや肉質感が、余すことなくその水着で表現・強調される。オレは本能的に喉のどを鳴らしていた。

「優ゆう兄にいさん？」

「あっ！　うん、凄すごく似合っていると思うよ。うんうん、いいねぇ。はぁっ、はあっぁ……その水着、本当に小夜ちゃんに似合ってるよ」

　愛衣が近くにいる緊張感と小夜ちゃんの水着姿が相あいまってさらに脈が速くなり、頭がクラクラして自然と息が上がってしまう。すると再び肩を叩たたかれる。

　振り返ると女性店員と警備員がそろって立っていた。

「今度は言いわけできない!!」

　警備員は左右から腕を掴つかむと事務所に連行しようとする。

「その人は知り合いで、似合っているかどうか見てもらっていただけなんです！　たしかに本棚下から二段目の参考書棚の二列目奥、世界史大全の中身を抜いたケースに年上お姉さん系のＨな本を隠している人なんですが、決して不審者じゃありませんので、警察に連れて行かないでください！」

「殺せ！　殺してくれ！　頼むからひと思いに殺してくれよ！」

　心の傷がさらに悪化したが、小さ夜よちゃんのお陰かげで警察に突き出されることはなかった。

　そしてとにかく、Ｈな本の隠し場所は変えようと固く誓った。

　小夜ちゃんは元の洋服に着替えると、ブラジル水着をレジへと持って行く。

　どうやら買うつもりらしい。

　会計を済ませて店を出る。

「優ゆう兄にいさん、これからどうしましょうか？」

「それが実はさ、中学時代の友達に会ったって話しただろ？　あいつら他の高校に行った奴やつらも呼んで、プチ同窓会を開こうって言い出してさ」

　そして、携帯を取り出し小夜ちゃんに差し出す。そこには一通のメールが届いていた。

　二人のあいだを移動している途中、友達の一人に『優ゆう樹きもプチ同窓会参加するの？』というメールを送るよう頼んだ。

　その文章を見せることで、嘘うそに説得力を持たせようと画策したのだ。

「なんか、流れ的に断れなくてさ。悪いんだけど一人で帰ってもらっていいかな？」

「優兄さんひどいです。せっかく、私たちの初デートなのに」

「ごめん。本当にごめんね。このうめ合わせは、今度必ずするから」

　彼女が本気では怒っていないことを察知して、オレも笑いながら謝罪する。

「もちろん殿方には、色々とお付き合いがあるのは理解していますけど。でも、このうめ合わせは大きいですよ？」

「分かってるって。だから今度二人っきりで遊園地に行こうよ、ね？」

　罪悪感からかなり大きなサービスを提案する。この一言で彼女は瞳ひとみを輝かせる。

「本当ですか!?　ふぁ、優兄さんと二人で遊園地なんて夢のようです。嘘ではないですよね？」

「本当だって、それじゃ指切りしようか」

　右手の小指を突き出すと、彼女が自身の小指を絡ませてきた。そして、二人で声を合わせて『指切りげんまん』をする。

「それじゃ一階の出口まで送るよ」

　だが、小夜ちゃんが付いてくる気配がなかった。

「小夜ちゃん？」

　振り返ると彼女は指切りをした場所から一歩も動かず、ジッとオレを見つめていた。

「その同窓会って嘘じゃないですよね？」

「！！！」

　周りはうるさいほどざわついているはずなのに、その一言はまるでハサミで切り取ったように、はっきりと耳に届いた。

「も、もちろんだよ！　本当に誘われたんだ！」

「……優ゆう兄にいさんのことを信じています。浮気、したら駄だ目めですからね？」

　オレはそのセリフにただうなずくしかできなかった。

　他愛たわいない話をしながら出口まで付きそい、小さ夜よちゃんの小さな背中を見送る。

　彼女の姿が完全に人ひと混ごみに消えると、疲労の濃い溜ため息いきを漏もらす。だが、愛め衣いの突然の登場で始まった絶望的だった状況を、なんとか乗り切ることができた。

　後は愛衣に付き合い、彼女を小夜ちゃんと同じ言いわけで家に帰し、睦む月つきさんとの買い物を終えれば完全にけりが付く。

「あっ！　こんなところにいた！」

「ん？」

　背後から、明らかにオレへ向けられたセリフが聞こえてくる。

「よお、愛衣」

「『よお、愛衣』じゃない！　お店の前で待ってて言ったのに、優ゆう樹きはすぐふらふらするんだから！　頭にヘリウムでも詰まってるの!?」

「悪い、悪い。おまえが戻ってくる前に、よさげな喫きつ茶さ店てんを選んでおきたかったんだよ」

　今日一日でごまかすことに慣れてしまい、思考より先に言いわけが出てくる。

　そんな自慢できない特技を身に付けてしまい泣きそうな気分のまま、彼女を喫茶店へと誘った。

「お詫わびに好きなモノおごってやるから、早く行こうぜ。立ってるのも疲れたよ」

「そんなんでごまかせると思わないでよね。わたしは食べ物なんかで許したりしないんだから！」

　そして、オレたちは一階にあるオープンテラスが併設された喫茶店に入る。

　季節はまだ四月で肌はだ寒くテラスは開かれていなかったが、気分だけでも味わわせたかったのか窓際に案内される。

　オレはコーヒーを、愛衣はどら屋の生どらセットを注文する。

　買収には応じないと言っていた彼女だったが、生どらがメニューにのっていたお陰かげで非難はされなくなった。

　それに苦笑しながら、コップの水に口を付ける。

　先程まで抱えていた時限爆弾みたいな緊張感は、嘘うそみたいになくなっていた。

　その落差のせいだろうか、感慨深いモノがこみあがってくる。

「何ほくそ笑んでるの。気持ち悪いわね」

　今のオレにはその程度の悪口は痛くも痒かゆくもなかった。

　テーブルに置いていた携帯が鳴る。メールが届いたらしい。




『ｆｒｏｍ：大おお杉すぎ睦む月つき

　タイトル：優ゆう樹きくんが大好きなお姉さんより☆

　本文：この後のデート楽しみだね♪　待ち合わせ場所で待ってるね☆』




「誰から？」

「うん？　友達だよ、友達。たいした内容じゃないって」

　言葉を濁にごしていると、不意に影がかぶさる。

　どうやらオレに降り注ぐ太陽光をさえぎるように人が立っているらしい。

「！！！！！！！」

　窓越しに太陽光をさえぎる人影――それは先程、帰ったはずの戌いぬ威い小さ夜よちゃんだった。

　ＵＦＯキャッチャーで取った犬の人形に、ブラジル水着が入っている店のロゴがプリンとされた白地のビニール袋を抱えて幽ゆう鬼きのように立っている。

　オレと小夜ちゃんはガラス一枚越しで向かい合う。

『…………』

　その顔は笑っておらず、仄ほの暗ぐらい炎みたいな無表情だった。

　黒目がちの瞳ひとみはガラス玉のように無機質で、その瞳で見つめられてなぜまだ生きているのか疑問になるほどのプレッシャーを与えられる。

「あれ、小夜ちゃん？」

　愛め衣いの声で意識は現実に戻る。

「やっぱり小夜ちゃんだ。すごい偶然だね、小夜ちゃんも遊びに来てたんだ」

　愛衣はガラス越しに入ってくるよう呑のん気きに手招きする。

　彼女もうなずき、正面出入り口から迂う回かいして喫きつ茶さ店てんに入って来る。

　うつむいているせいで表情を読むことができない。

「さ、小夜ち――」

「優ゆう兄にいさん、これってどういうことでしょうか？」

　さすがに愛衣も場の変化に気が付く。

「ねぇ、これってなんのこと？」

　小夜ちゃんは無言でオレの携帯を奪うと、画面を操作する。

　とっさに奪い返そうと腕を伸ばすが、彼女の一睨にらみで硬直する。

「!?　これどういうことよ!?」

　愛衣はその画面に視線を走らせると、周囲を無視して声を荒げ立ち上がる。

　恐らく昨日、小夜ちゃんと交わしたメールを見たのだろう。

　人は本当の絶望に堕おとされたとき、声すら出せないらしい。

　さすがに喫茶店にいる他の客も騒ぎに気付き、好奇の視線を向けてくる。

「優ゆう樹きの裏切り者！」

「うふふ、優ゆう兄にいさんには、少々お仕置きが必要みたいですね」

　その声こわ音ねが鼓こ膜まくを叩たたくと、重たい荷物を降ろしたような虚きよ脱だつ感かんに包まれる。

　オレは死を覚悟し謝罪するため床にひざを付いた。

「黙ってて、ごめん。でも、どうしたらいいか分からなくて、言い出せなかったんだ」

「言いわけなんか聞きたくない！　どうしてそんなことをしたのよ！　わたしたちはその理由が知りたいの！」

　二人に二ふた股またを掛けていたのがバレてしまったが、その理由を話すつもりはない。

　もし互いが敵視しあっている一族同士だと知ったら、最悪この場で殺し合いを始めるかもしれないからだ。

　二人が傷つけ合う姿なんて絶対に見たくない。だから、オレはただひたすら謝った。

「ごめん！　でもその理由だけは言えないんだ。けど、決して二人を傷つけるつもりなんてなかった！　それだけは信じて欲しい！」

「理由は言えない、けど信じて欲しいというのは、甘過ぎるんじゃないんですか？」

「そうよ！　どうして睦む月つきさんとデートする約束をしてるのよ！　その理由を話してくれるまで絶対に許さないんだから！」

「だから、二人のためにも言えないんだ！　どうして睦月さんと会う約束をしていたのか……睦月さんと会う約束？」

「とぼけても無駄ですよ。さっき睦月さんに直接お会いして聞いたんですから。それに証しよう拠こもあります」

「それはさっき届いた睦月さんからのメール？」

「どう、これで言い逃のがれできないでしょ」

　愛め衣いが勝ち誇った顔で言う。

　小さ夜よちゃんは悔しげに瞳ひとみをゆがめ、さっき起こったできごとを説明する。

「帰宅する途中、睦月さんとばったり会って自慢されたんです。これから優兄さんとお会いすると。送ったメールも見せられました。まさか本当にデートの約束をしていたなんて」

「なんだそんなことか……」

「「そんなことじゃない！」」

「そうですよね。そんなことじゃないですよねぇ～」

　オレは年上のプライドなどかなぐり捨てて、思いっきり下した手てに出る。

　よし！　よし！　よし！　二人にはまだ二股をかけていることはばれていない！　ここさえ、ここさえ乗り切ればまだごまかせる！　欺あざむける！　やり過ごせる！

「そう言えば小夜ちゃんは一人で来たの？　それとも賢けん悟ごさんと一緒？」

　愛衣の質問に全身が総毛立つ。慌あわててごまかそうと口を開くが、

「一人で来たんですよ。それにしても、行くなら私も誘ってくださればよかったのに」

　そのセリフにオレが口を開けほうけていると、小さ夜よちゃんがそっと顔を寄せてくる。

（安心してくださいね。愛め衣いちゃんとのことは怒っていませんから）

　そのセリフがさらに恐怖心をあおる。

　彼女は怒りを通り越し、言葉では表現できない地平に到達してしまったのか!?

（愛衣ちゃんに見つかって、私を巻きこまないために一人で来ていると嘘うそをついてるんですよね？　言ってくだされば、口裏ぐらい合わせられましたのに）

　どうやら彼女は、オレが愛衣に見つかって、小夜ちゃんに迷惑と心配をかけたくなくて嘘をついて自分を先に帰らせたと勘違いしているようだ。

　無理にごまかす必要がなくなり、胸を撫なでおろす。しかし、その安あん堵どもつかのま、

「ですが、睦む月つきさんと黙ってデートの約束をしたのは話が別ですよ？」

　小夜ちゃんに笑顔で死刑宣告される。

　命の危険はいまだ脱してなどいなかった！

「いや、だから、睦月さんとの約束は、なんというか、事故みたいなモノで、」

「わぁ、優ゆう樹きくんだ。またまた偶然だね。私もこれから待ち合わせ場所に行くところだったんだ♪」

　そんな修しゆ羅ら場ば中に原因の睦月さんが、笑顔で姿をあらわす。

「げふぅ！」

　言いわけも、ごまかしも間に合わず、場の空気がさらに暗くよどむ。

　そのことに気付いてない睦月さんは、笑顔で喋しやべり続ける。

「あっ、小夜ちゃんこんなところにいたんだ。もうさっきは突然走り出しちゃうから心配したのよ。あれ、愛衣ちゃんも来てたんだ。じゃぁ、今日は優樹くんと三人で遊びに来てたんだね。でも、ごめんね。今からちょっとだけ優樹お兄ちゃんお借りするわねぇ」

　愛衣と小夜ちゃんの瞳ひとみにたしかな殺さつ気きがやどる。

「でもまさか優樹くんから声をかけて貰もらえるとは思わなかったな。もう自分の欲望に素直なんだから♪　まぁ気持ちは分からなくないけどね。やっぱり子供のお守もりより、好みのお姉さんとのデートの方が楽しいもんね♪」

「ちょ！　む、睦月さん！　オレから声をかけたんじゃ――」

　突然の捏ねつ造ぞうに魂の叫びをあげるが、すでに時遅く――殺気に満ちた四つの瞳が向く先が、睦月さんからオレへと向けられる。

「違うぞ！　オレが睦月さんに声をかけたわけじゃないぞ！」

「じゃぁデートの約束はしなかったの？」

「いや、それはその……したけど……」

「優ゆう兄にいさん、浮気をしたら許さないと言いましたよね？」

　愛め衣いと小さ夜よちゃんは、温度のない瞳ひとみで左右から迫ってくる。

「だから、それはそのなんと言うか……うわぁ～～～ん！　ごめんなさい！！！！」

　オレは額ひたいが擦すり切れるまで、愛衣と小夜ちゃんに土ど下げ座ざする。そして、そのあいだ、野や次じ馬うま化した喫きつ茶さ店てんの客たちに、中学生に土下座する姿を動画や写真に撮られまくった。





■第三章　終わりの始まり







　翌日の日曜日、時刻は夜の六時を少し過ぎている。

　今日はオレの家で約束通り食事会が開かれた。

　テーブルには、土ど鍋なべが置かれ良いい匂いをのぼらせている。

「どうよ、初はつ時雨しぐれの味は？　賢けん悟ごくんの好きな味だろ」

「いや、こんなおいしい日本酒は久しぶりですよ。さすが幻のお酒だ」

　上かみ座ざに賢悟さんと茜あかねさんが座り、知り合いから貰もらったという日本酒を飲み合っていた。

　茜さんと賢悟さんは酒飲み友達で、よく二人はネット通販などで幻の日本酒やプレミアがついた焼しよう酎ちゆうを買っては、こうして飲み会を開いている。たまにうちの親も巻きこんで宴えん会かいを開くときもある。

　オレたちはというと――愛衣と小夜ちゃんがオレをはさむように鍋の前に座る。

「はい、優ゆう兄にいさん、これはもう食べ頃ごろですよ」

「優ゆう樹き……分かってるでしょうね」

　と、二人にプレッシャーを与えられ食べたせいか、肝心の鍋の味がよく分からなかった。

　――全く、この二人に関しては、昨日の土曜日はさんざんな目にあった。

　愛め衣いと小さ夜よちゃんに、睦む月つきさんのパソコン選びを手伝うだけでデートに誘ったわけではないと、何とか誤ご解かいをといて謝り倒した。

　二人はどうにか許してくれたが、オレを監視するようにパソコン選びに付いてきて、三人で火花を散らしあい、その度に胃に穴があきそうになった。

「ところで、優ゆう樹き君は最近愛衣ちゃんと――」

「おおっと、こんなところにトランプが！　ここは腹ごなしでみんなで対戦でもするしかないですよね！」

　食後に賢けん悟ごさんが不穏な話題を振ってきたので、あわててトランプを取り出し皆に配る。すぐに皆カードを覗のぞきこみ、対戦に熱中し始めた。

　この保護者たちのあいだでオレと愛衣、そして小夜ちゃんの間柄に関する話題を振るのは、抱えている爆弾の周りで火遊びをするに等しい。

「優ゆう兄にいさんでも、勝負ごとだけは別ですよ？　私大富豪得意なんです」

「何言ってるの、わたしだって上う手まいんだから！　優樹から搾しぼり取るだけ搾り取ってやるんだからね」

「ああっ、オレの虎とらの子の２をジョーカーで……ってその後革命かよ！　もっと容赦しろよ！　泣いてもいいのか!?」

「だらしないなぁ、優樹は。堅実が一番だぞ、頭のいいやつは常に二番にいるもんだ」

「いやぁ、僕はこういうゲームは分からないな。あ、優樹くんあと一枚だっけ？　それじゃ革命返しで」

「賢悟さんマジ容赦ないっすね……（涙）」

「優兄さん、ファイトですぅ！　よろしければ次、私のカード差し上げますね」

「小夜ちゃん、優樹にどんないいカードを与えても使いこなせる頭がないから無駄だよ。それに優樹は大貧民っていう地位が一番よく似合っているもの。邪魔しちゃ悪いよ♪」

「愛衣……いい顔で笑いやがって。絶対にここから抜け出してやる！」

　だが、気合い虚むなしく、やっぱりオレは最下位となった。

　最終結果は以下の通りになる――一位大富豪、戌いぬ威い小夜。二位富豪、猫びよう桐どう茜あかね。三位平民、猫ねこ柳やなぎ愛衣。四位貧民、戌威賢悟。もちろん大貧民はこのオレ。

　さらに数回やったが、結局最後まで大貧民から抜け出すことはできなかった。




「それじゃそろそろ寝ましょうか」

「ふわぁ、なんだかはしゃいだから眠くなっちゃった。優樹、いつまでも見てないであんたもさっさと寝なさいよね」

　リビングの片づけものをしていると、二人が布団ふとんを敷き始める。

　茜さんは明日の仕込みで、賢悟さんは早朝から仕事があるためトランプが終わるとすぐに帰ってしまった。

　だが、愛め衣いと小さ夜よちゃんは、保護者と一緒には帰らなかった。

　ご飯を食べ、遊んだため動くのが面倒になったらしい。

　そういえば昔はリビングに三人分の布団ふとんを敷いて、川の字になって横になりながら二人と色々話をしたっけ。

　さすがに中学にあがったら、オレは自分の部屋へと戻って寝ていたが。

　彼女たちは今夜もいつも通り並んで寝るらしい。

　小夜ちゃんが枕まくらを抱き締めながら、嬉うれしそうに笑う。

「優ゆう兄にいさん、今日はとっても楽しかったですね、賢けん悟ご叔お父じさんも喜んでましたし」

「あ、ああ、そ、そうだね」

　オレは帰り際の賢悟さんの声と表情を思い出す。

『たしかに君たちはもう婚約者だ……けど、一線を越えたら分かってるね？』

　思い出しただけで、寒くもないのに震えるほど恐怖する。

　小夜ちゃんは大変魅力的だが、オレだってまだ命は惜しい！

「それでやはり優兄さんは、自分のお部屋でお休みになるんですか？」

「うん、まぁ、もうさすがにそんな年じゃないしね」

「そうですか……でも、私はまだ優兄さんとご一緒に眠りたいです」

　小夜ちゃんはオレの裾すそをちょっことツマミ、潤うるんだ瞳ひとみで見上げてくる。

　それは極悪に可愛かわいいお願いだった。

　ボディーブローを喰らったボクサーのようにふらついてしまう。

　思わずそのお願いにうなずきそうになると、ほほに突き刺さる視線に気が付く。

「いや、でも、ほら男女七歳にして席を同じゅうせずとも言うし。それにやっぱ自分の部屋のほうが落ち着くから」

「そうですよね。ごめんなさい、わがままを言ってしまって」

「気にしてないよ。それよりシーツ足りないみたいだけど取ってこようか？」

「いえ、場所は分かっていますから自分で取ってきますね♪」

　小夜ちゃんはにっこりと笑うと、二階へと消える。

　同時に、愛衣が耳を引っ張ってくる。

「婚約者の前で、小夜ちゃんとはいえ他の女とイチャつくなんて、イチャつくなんて！」

「め、愛衣さん、落ち着いて。別にイチャついてなんかいないって！　いてててて！」

　不意に痛みが消える。

　耳を撫なでながら振り返ると、彼女は眉まゆをつりあげ、滅め茶ちや苦く茶ちや怒っていた。

「忘れないでよね。優ゆう樹きはわたしと結婚するから殺されずに済んでるんだから。優樹はわたしの下げ僕ぼくなの、わたしだけの言うことを聞かなきゃダメなの！」

　その瞳ひとみの温度が下がる。

「もし他の女と浮気なんてしたら……分かってるわよね？」

「もちろん分かってるよ！　オレが今まで一度でも愛め衣いとの約束を破った事はないだろ？」

　現在進行形で破っているが、機嫌をとるため言葉が勝手に出てくる。

「ふん、どうだか」

　それを察したのか、彼女は胡う散さん臭くさそうに鼻を鳴らした。

　オレはなんとかごまかそうと必死で行動する。

「そ、そういえばよく昔は愛衣の手を握って添い寝してやったよな。ほら、こうやって」

　と、彼女の裾すそをつかみ愛衣の手を握ろうとする。

「ちょ、止めて気持ち悪い！　それにもうそんな歳じゃないわよ！」

「あははは！　何を恥はずかしがってるんだよ。昔はよく手を握ってってせがんでたじゃないか。いまさら遠えん慮りよはいらないぞ！」

「そんな事言ってないわよ！　ちょ、もぉっ、止めてって言ってるでしょ！」

　愛衣の反応が楽しくて、だんだん目的を失い暴走してしまう。

　オレはなんとか彼女の手を握ろうと、追いかけ回した。

「……何をしてらっしゃるんですか？」

　背後から凍り付くような温度の声こわ音ねが聞こえてくる。

　振り返るとそこにはシーツを持った小さ夜よちゃんが立っていた。

「二人っきりになったら突然、優ゆう樹きが手を握ってあげるとか言って迫ってきたのよ。だから言ったでしょ、きっとわたしたちを毒どく牙がにかけるつもりだって」

「め、愛衣！　変な誤ご解かいをあたえるようなこと言うな！　オレはただ昔はよく一緒に寝ていたことを思い出したから、久しぶりにちょっとやってやろうと思っただけで……」

「そうだったんですか。優ゆう兄にいさんと愛衣ちゃんは、昔から本当に仲良しだったんですね」

　小夜ちゃんはそれ以上は何も追求しようとはしなかった。

「あぁ、大声出したから喉のど渇かわいちゃった。お茶飲んでくるわ」

　愛衣はオレを一睨にらみすると、コップを持って台所へと消える。

　今度は小夜ちゃんと二人っきりになった。

「優兄さん」

「うん？　何、小夜――」

　途中で言葉が止まる。

　彼女はいつものほやほやした微笑ほほえみを奥深く沈め、真顔だったからだ。

「優兄さんに愛衣ちゃんとの関係についてお聞きしたいんですが、宜よろしいでしょうか？」

「う、うん。何でも聞いて」

「ありがとうございます。愛衣ちゃんとは昔からご一緒で、妹みたいなものなんですよね。……私は、優ゆう兄にいさんを信じてもよろしいんですよね？」

　その声こわ音ねはとても落ち着いていたが、彼女の口から出てきた台詞せりふで一番の恐怖を感じた。なぜなら、彼女の目が一ミリも笑っていないからだ。

「もちろんだよ！　愛め衣いはオレにとって妹みたいなモノ。手を握ろうとしたのも本当に深い意味なんてないんだ！　ただ魔が差したっていうか……」

「そうですか。よかったです」

　ふっと目から力が抜ける。

　同時にオレも額ひたいに浮かんだ冷ひや汗を拭ぬぐった。

「そうだよ、深い意味なんてないって。なんなら小さ夜よちゃんにも添い寝してあげようか？」

　命の危険から生還した安あん堵ど感かんから、つい口を滑らせる。

　愛衣がそろそろ戻ってくるのに、何を言っているんだオレは！

「優兄さんにそう言っていただけるのは大変嬉うれしいのですが、そろそろ愛衣ちゃんが戻って来ますから……」

「そうだよね。流石さすが、小夜ちゃん！　空気の読めるいい女！」

「そ、その代かわりと言ってはなんですが、頭を撫なで撫でして頂いても宜よろしいでしょうか？」

　小夜ちゃんは湯気が昇るほど顔を真まっ赤かにして言った。

「なでなで？」

「はい。私の頭を撫でて欲しいんです。駄だ目めでしょうか？」

「いや、全然！　それぐらいおやすいご用だよ」

　オレは小夜ちゃんの頭を手のひら全体を使って撫でる。

「わふぅ～ん、とても気持ちいいですぅ。優兄さんの手のひらは温かくて大きいですね」

「でも、本当に撫でるだけでいいの？」。

「いいんですよ。私たち犬いぬ神がみ一族は、好きな人に撫でてもらうのが何よりのご褒美なんですから。だって私たち犬ですし。わん♪」

　そう言えばそうだった。

「ですから、昔よく頭を撫でられていた愛衣ちゃんが羨うらやましかったんです。大好きな優兄さんの手で撫でられるのが」

　小夜ちゃんは撫でられていた手のひらを自身の頬ほほに引き寄せる。

「こうして夢が叶かなって本当に嬉しいです。それにこれからもずっと優兄さんに撫でてもらえるなんて、怖いぐらい幸せです」

「あははは。これぐらい、いつでもしてあげるよ」

「ありがとうございます。私も優兄さんが望むことなら、何でも致しますからね」

　そして、今度はその手のひらを自分の胸へと滑らせる。

「さ、小夜ちゃん！」

「優ゆう兄にいさんが望むなら、私はいつでも、どんな事でも喜んで致しますから。その時はご遠えん慮りよなく申しつけてくださいね」

　それは歳不相応な、艶えん美びな微笑ほほえみだった。そして、小さ夜よちゃんの胸は寝間着の上からでも分かるほど柔やわらかい。

　力を入れるとその指の通りに形が崩れ、ゆるめるとぷるんと形が戻る。

「んぅぁ……優兄、さん…ンンん……ッ」

　オレは男の本能には逆らえず、夢中でふにゃぁ、ぷるんを繰り返してしまう。

「な、なななななにしてるのよ！　優ゆう樹き！　小夜ちゃん！」

「め、愛め衣い!?　いつからそこに！」

　突然聞こえてきた声に振り返ると、いつのまにか戻ってきていた愛衣が立っていた。

　彼女にばっちり小夜ちゃんの胸を触っている姿を見られてしまう。

　沸ふつ騰とうした血液が、一瞬で氷点下を割り込む。

「ふ、二人っきりになったからって小夜ちゃんのおぱ、おっぱいをまさぐるなんて！　やっぱり、獣じゃない！　野獣じゃない！　このおっぱい魔神！　おっぱいテロリスト！」

「落ち着け愛衣！　これは違うんだ！　その、えっと、なんというか――」

「誤ご解かいさせてしまって申し訳ありません」

　と、小夜ちゃんが動揺して慌てるオレを制して、説明を始める。

「先程急に胸が苦しくなったので、優兄さんに撫なでて貰もらっていたんです。ありがとうございました。お陰かげで嘘うそみたいに苦しみが無くなりました」

「……それ本当？」

「あ、うん！　小夜ちゃんの言う通りだよ！　いやぁ～たしかに人ってたまに胸が苦しくなったりするよね。うんうん、よくあるよくある！」

　愛衣はそんな姿を半眼で見下ろしながら、長い長い溜ため息いきを鼻から漏もらす。

　そして、持ってきた飲み物を一息で飲むと自分の布団ふとんに腰を下ろした。

「フン。別に優樹が誰を好きだろうが、どうでもいいんだから」

　愛衣の小さな呟つぶやき。その声が、何な故ぜか耳に残った。

　オレはテレビをつけると、たわいも無い会話を振り、二人はそれに答える。

　そのまま彼女たちが寝付くまで、オレはただどうでもいい話を続けていた。
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　愛衣と小夜ちゃんが寝息をたてたのを確認し、自分の部屋に移り布団へと倒れ込んだ。

　そのまま寝ころがり、天井を眺ながめ長い溜息をつく。

「疲れた～」

　肉体ではなく、精神的に疲労した一日だった。

　その原因が自分にあることは、文字通り痛いほど身に染みている。

「愛め衣い、小さ夜よちゃん……どう決着を付けたらいいのやら」

　しかし、ここから抜け出す方法の断片も思いつきはしない。

「せめて夢の中では安穏と過ごしたいな」

　だが、そんなささやかな願いも無む惨ざんに破り捨てられる。




　深夜、ノックもそこそこに小夜ちゃんが転がるように入って来た。

「どうしたの小夜ちゃん！」

「愛衣ちゃんが！　愛衣ちゃんが突然飛び起きて、泣き出し始めて、それで――」

　混乱しているせいで要領を得ない。

　ただ愛衣に何かが起きたことだけは理解する。

　部屋に駆け込むと愛衣は、入り口に背中を向けて隅で頭を抱えて泣いていた。

　その背中から立ち上る暗い気配は、子供の頃ころに初めて彼女と出で逢あって感じたモノと一緒だった。

「愛衣……」

　彼女の側に座ると、抱きついてきた。

　爪がパジャマの上からでも容赦なく肌はだに食い込む。

　正直、痛い。しかし顔には出さずハチミツ色の髪を優しく撫なでる。

「お、お父さんがぶつの。痛いって、泣いて止めてって言ってるのに何度も、ぶつの。お母さんが死んじゃったのは、わたしのせいだって。お前が死ねばよかったんだって！　痛い、イヤ、ごめんなさい。違う。わたしのせいじゃない、愛衣のせいじゃない！」

「愛衣……、愛衣、しっかりしろ！」

「もうやだよ、お兄ちゃん、助けて……もう痛いのは嫌だよ、一人は嫌だよ、どこに居るの？　ずっと一緒に居てくれるって約束したのに。なのに、優ゆう樹きお兄ちゃん……助けて」

「愛衣、オレはここに居るよ。ずっと一緒に居るって約束したもんな。だからほら、ちゃんと側に居るだろ？」

　それは昔、まだ愛衣が世界や他人に怯えていた頃、オレが彼女と交わした幼い約束。

　例えどんな事があっても、ずっとオレは愛衣の側に居ると約束した。

　錯乱しているとはいえ、彼女の口からそんな古い約束が出てくるなんて……。

　だが今は感傷を脇に置いて、なだめることに専念する。

「お父さんはここにはいないよ。今日は食事会で、オレの家に来て、その後、うちに泊まったんだろ？　だから、ほら小夜ちゃんも一緒に居るだろ？」

　愛衣は胸に埋めていた顔を恐る恐るあげる。

「愛め衣いちゃん、今日は楽しかったですね。みんなでお鍋なべを食べて、久しぶりに二人でお風ふ呂ろにも入りましたよね。愛衣ちゃんの肌はだはとても綺き麗れいでしたよ」

「な、もうお父さんとは離れたんだ。だから、もう怖い事なんてないんだよ」

　オレは幼おさな子ごをあやすように愛衣の背中を何度も撫なでる。

　彼女はさらに強くオレ達の手を握り締めてきた。




　愛衣を落ち着かせ布団ふとんへと潜り込ませると、寝付くまで手を離さないと約束した。

　愛衣をあいだに挟んでオレが右手、小さ夜よちゃんが左手を握り締める。

　すぐに安らかな寝息が聞こえてきた。

　しばらく、その寝顔を二人で黙って見詰める。

「愛衣の母親は、元々体の弱い人で彼女を産んだ時に死んでしまったらしい」

　小夜ちゃんの心配をぬぐいたくて、当たり障さわりない程度に愛衣の過去を口にする。

「それが原因で、実の父親から虐ぎやく待たいを受けていたらしい。昔は一緒に寝てると、よく父親の夢を視みて今日みたいに怯えていたりしたんだ。病気とかじゃないから安心していいよ」

　再び部屋は静寂が支配する。

「愛衣ちゃんは私の憧あこがれなんです」

　今度は小夜ちゃんが切り出す。

「最初、愛衣ちゃんと出で逢あった時、私は彼女が天使のように美しく、無む垢くな存在だと思ったんです。だから、彼女の側に居れば自分の……政治の道具として産み落とされた汚れをごまかせる、側に居さえすれば自分も綺麗になれるって……そう考えたんです。最初は、そんな不純な動機で友達になろうとしたんですよ」

　小夜ちゃんは笑おうとして、失敗する。

　彼女は涙が流れるのを止められず、顔をゆがめた。

「愛衣ちゃんは私が困っているとき必ず助けてくれました。落ち込んでいるときは、ずっと側にいて励ましてくださいました。そんな親友がずっと苦しんでいたのも知らず、利用していたなんて……最低です」

「そんなこと無いよ」

　その台詞せりふは自然と口をついて出てきた。

「小夜ちゃんと出逢ってから愛衣は随分変わったよ。学校の話とか全然しなかったのに、嬉うれしそうに話すようになったし、それから少しずつだけど他の人とも話すようになっていった。オレにはできなかったことを、小夜ちゃんはやってのけたんだよ」

「そんなことありません！　優ゆう兄にいさんの方が絶対に愛衣ちゃんの力になってます！」

「うぅ～ん」

　愛衣が呻うめくと小夜ちゃんは、空気を抜かれたかのように体を縮こませる。

「まぁ、つまりオレからしたら、小さ夜よちゃんのお陰かげで愛め衣いがいい方向に変わって、小夜ちゃんからしたらオレが愛衣の力になってる。結局、オレたちは愛衣に何かしらの影響を与えている。逆に愛衣から影響をもらっている。そういうことさ」

　気が付くと、小夜ちゃんの頬ほほを流れる銀色の涙を指で払っていた。

「だから、これからも愛衣の親友でいてあげてね」

「もちろんです。それにずっと前に約束したんですよ。私たちは一生、死ぬまで親友でいようねって。私と愛衣ちゃんの友情は永遠なんです」

「そっか。頼むまでもなかったな」

　小夜ちゃんはいつもの五割増しで優しく微笑ほほえんだ。

　オレも出来るだけ優しい笑顔を作る。それから再び眠った愛衣に視線を向けた。

（小夜ちゃんには心配ないって言ったけど、愛衣がまだ過去の傷を引きずっていたなんて）

　もう大分時間が経っているから、すっかり癒いえたとばかり思っていたが現実は違った。

　オレは愛衣をこれ以上傷つけたくない。そして、できることなら負った傷を癒いやしてやりたい。

　だが、そんなオレ自身が、彼女を傷つけるようなことをしている。

（やっぱり、これ以上二ふた股またを隠すのはやめよう……ちゃんと話さないと駄だ目めだよな）

「私もそろそろ寝ますね」

　小夜ちゃんの呼びかけに意識が現実へと戻る。

「あ、ああ。それじゃオレも部屋に戻るよ」

　愛衣が握っていた手を起こさないように解き、後を小夜ちゃんに任せて自室へと戻った。
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「ほらもう朝だよ。ご飯食べて学校へ行く時間だぞ」

　まだ霞かすむ視界に顔をのぞきこんでいる愛衣の姿が入り込む。

「起きろって言ってんでしょ。小夜ちゃんと一緒に作った朝ご飯が冷めちゃうじゃない」

　昨夜の錯乱が嘘みたいに彼女はいつもと変わらなかった。

　たしかに起きたできごとだったはずなのに、その顔を眺ながめているとまるで夢か幻のように薄れていく。

　どちらが彼女の本当の姿なのだろう――って、痛ぇぇぇえっぇ！

「なに朝から人の頬を本気で引っ張ってるんだよ！　頬が千ち切ぎれたらどうするつもりだッ」

「その時は齧げつ歯し類るいの頬袋でも縫ぬいつければ？　今よりは見れる顔になるかもよ」

　オレの現在の容よう姿しはそんなにひどいのか？

「まったくもう子供じゃないんだから、起こされる前に起きなさいよね。たく、もう、優ゆう樹きはわたしがいないと本当に駄だ目めなんだから」

　オレは部屋を出て行く愛め衣いの背中を眺ながめながら、欠伸あくびを噛かみ殺す。

　まだ眠気はからみついていたが彼女の様子が気になるため、言われた通り寝ぼけた頭を叱しつ咤たしながら苦労して体を起こした。




　シャワーを浴びて、頭をタオルで拭ふきながら台所を覗のぞく。

　小さ夜よちゃんが料理の仕上げをして、愛衣がご飯や味み噌そ汁しるなどをリビングへと運んでいた。

　愛衣が台所にいない隙すきに小夜ちゃんに声をかける。

（愛衣の調子はどう？）

（いつも通りです。昨夜の出来事がまるで嘘みたいですね）

　彼女も、同じ感想を抱いていた。

「もしかして愛衣は昨日きのうのことを覚えてない？　もしくは空から元気で取り繕ってるだけか」

　しかし、愛衣の横顔からは、どちらの感情も読み取れなかった。




　オレたちはリビングでそろって朝食を摂とった。

　愛衣と小夜ちゃんは、一度学校の支度のため自宅へ戻る予定になっている。

　今更ながらいつもより一時間も早く起こされていたことに気が付く。

　普段の登校時間になるまでごろごろしていてもよかったが、愛衣が心配で一緒に付いて行くことにした。

　一応、小夜ちゃんに小声で断りを入れる。

「私もその方が良いと思います。ですが、浮気しては駄目ですからね」

　もちろんすでに二ふた股またをかけているとは言えずに、曖あい昧まいに笑ってごまかした。




　小夜ちゃんとは玄関前で別れ、オレは愛衣と並んで歩く。

「別に付いてこなくてもいいのに」

　彼女は心底うざったそうな声をあげる。

「べ、別にオマエの側に居たくて付いて来てる訳じゃねぇよ。茜あかねさんに用事があるんだよ」

「用事って何よ」

「それは、ほら、えっとバイト！　今月は金欠だからバイトをさせて貰もらえないか、相談しに行くんだよ」

「これだから計画性のない人間は。優樹は将来確実に闇やみ金からお金を借りて自己破産するタイプね」

「何を偉そうに言ってんだよ！　オマエが一昨日おととい、あんな高い水着を買わせたから金欠なんだろうが！」

「はぁ？　だから何よ。普段から無駄遣いせず、貯金していれば回避できた問題じゃない。それにわたしに水着を買ってあげられたのよ。光栄に思いなさい」

　あれ、オレのほうが間違っているのか？

　愛め衣いのあまりに自信たっぷりな態度に、錯覚を起こしてしまう。

　そんな馬鹿な会話を交わしていると、喫きつ茶さ店てんが見えてくる。

　茜あかねさんは朝早くから、店の前を竹たけ箒ぼうきで掃いていた。

　オレたちの姿に気が付くと、箒にアゴを乗せて出迎えてくれた。

「お帰り。昨日きのうは楽しかったか？」

「ただいま。うん、小さ夜よちゃんといっぱいお話できて、凄すごく楽しかった！」

「そりゃよかった」

「じゃあ、すぐに着替えてくるからちょっと待ってなさい」

　愛衣はそうオレに命令すると、駆け足で裏の住宅玄関へ向かう。

「その間、優ゆう樹きには掃除でも手伝って貰もらおうかね」

「別に掃除ぐらいいいけど、茜おばさんその前にちょっと話が――ぐあぁあ！」

「おばさん言うなっていってんだろ！」

「い、イエッサー茜お姉様」

　殴られた頭を抱えてうずくまるオレに、ちりとりを投げて寄こす。

　それを拾い痛む頭を撫なでながら、ゴミの脇にちりとりを向ける。

　彼女は満足げに頷うなずくと、箒でゴミをちりとりに移していく。

「それで話ってなんだ？」

「昨日、昔の夢を視みて愛衣が錯乱して泣き出したんだ」

　茜さんの手が止まる。

「あんなに明るく振る舞ってるけど、愛衣の傷はまだ癒いえていなかったんだな」

「……あいつが抱えてる傷は、そんな簡単に癒えるモノじゃないからな。あたしもあの子の笑顔を見てると、ついつい忘れちまうよ」

　顔を上げると、彼女は苦い顔をしていた。

　やはり昨夜のような事が、たびたび起きているのかもしれない。

「なぁ優樹、あたしがどうしてオマエと愛衣を無理矢理婚約させたか分かるか？」

「オレが茜さんたちの正体を知ったからだろ」

「それはただの切っ掛けだよ。そんなモノが無くても、あたしはいつかオマエたちを絶対に婚約させるつもりだったよ」

「なんだよそれ。オレが年上属性だって知ってるだろ。こんな事がなければ、お互い絶対に婚約なんてしなかったよ」

「でも、あたしに引き取られた愛衣が、最初に心を開いたのは優樹……オマエだ」

　何も言い返せなかった。

「今だから話すけど、愛め衣いの人間不信・他人嫌いは父親だけのせいじゃないんだ。周りに居た猫ねこ又また一族たちにも責任があるんだよ」

「猫又一族の……責任？」

「猫又の力の強さはその毛の色で決まるんだ。一番強い力を持つ色は黒。だから黒猫が一番強いとされている」

　茜あかねさんは自分の耳の辺りを撫なでる。隠してある彼女の本当の耳、確かその色は黒だった。

「あたしは三分の一が黒だが、それでも当時は上を下への大騒ぎだった。それほど黒色は生まれてこないんだ」

　でも、確か愛衣の耳も尻尾しつぽも綺き麗れいな金色で、黒なんてシミひとつなかったはずだ。

「だがどんな命題にも必ず例外は存在する。黒より強い色がひとつだけある。それは――」

「…………」

「猫又一族の開かい祖そにして唯一【仙せん狸り】となった猫又の毛色さ。その色は黄金こがね色。愛衣は仙狸様の生まれ変わりだと言われているんだ」

「う、生まれ変わり？」

「その力は神とも崇あがめられるほどで、愛衣自身にもコントロールできない。究極と言っていいほどさ。だから誤って力を使わせないよう、あのチョーカーで封印してある」

　愛衣がいつも首に巻き付けている鈴付きのチョーカーには、そんな意味があったのか。

「その力のせいで人が愛衣にとる態度は二つしかいなかった。力を恐れて近づかないか、力を利用しようと近づくか」

　茜さんはあらためて、オレと目を合わせる。

「そんな愛衣の心を開いたのが、オマエだ。だからあたしは、優ゆう樹きになら愛衣を預けることができると信じているんだ」

　彼女は愛いとおしそうに微笑ほほえんだ。

「愛衣のこと頼んだぞ」

　その願いに、オレは答えることができなかった。

　茜さんは知らないが、オレは愛衣をひどく傷つける行為をすでにしている。だから実の親みたいに真しん摯しな彼女の眼まな差ざしを前に、何も言えなくなる。

「どうした、黙り込んで？」

「いえ、その、責任重大だなって」

「ああ、責任重大だよ。けど、おまえなら出来るって信じてる。赤ん坊の頃ころから知っているあたしが言うんだから間違いないよ」

　それから、と彼女が付け加える。

「まだ愛衣には話してないんだが、どうやら長の息子が姿を消したらしい。もしかしたら、あたしたちのところに直じか談だん判ぱんしに来るかもしれない」

「直談判って……」

「息子はこの縁談に乗り気で、婚約を解消したくないらしい。あの子にも明日あしたか、明後日あさつてあたりに話をするつもりだ。もし本当に来たら、直接あの子の口から婚約解消を言わせるよ。それぐらいしないと息子も引き下がらないだろうからな」

　茜あかねさんは辛つらそうに溜ため息いきを漏もらす。

「もしそうなったら、ひどい言い争いになる。愛め衣いはそのことできっと傷つくと思う。だから、そのあと側にいてやってくれないか？」

「……了解、頑張ってみるよ」

「うん、ありがとうな」

「お待たせ！」

　そこにちょうど愛衣が、準備を終えて戻ってくる。

「お、おう！　小さ夜よちゃんも待ってるだろうし、さくさく行くか」

　内心の負い目を隠すように声を張り上げ、ゴミを乗せたちりとりを茜さんに手渡す。

「それじゃ茜さん行ってきますね」

「おう、二人とも車には気をつけてな。それから愛衣は、ちゃんと優ゆう樹きが学校に行くよう目を離すなよ」

「了解であります」

　彼女は声を上げ笑い敬礼する。

　オレはふて腐れた風ふうに両手をポケットに入れ、猫背で歩き始める。

　彼女はその隣に機嫌良さげに追いついた。




　待ち合わせ場所には、すでに小夜ちゃんが立っていた。

「お待たせ。ごめんね待たせちゃって」

「いえ、私も今着いたばかりですから」

「二人ともそんなところで和んでないで学校に行くわよ。せっかく早起きしたのに、遅刻するなんて馬鹿らしいじゃない」

　愛衣はさっさと歩き出し、学校へと向かう。

　小夜ちゃんはそれに応こたえて、足早に彼女の隣に並び二人は楽しげに会話を始める。

　オレは二人の後にだらだらと続いた。

　その光景はまるで、二人の秘密を知る前に戻ったような平和な時間だった。

　仕方なかったとはいえ、オレは愛衣と小夜ちゃんに二ふた股またをかけている。

　だが、今の関係は断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきでつま先立ちしているようなモノだ。いつかは力尽き、奈な落らくの底に落ちてしまう。

　それがいつ、どのような形で起きるかは分からない。

　けど、こんな風ふうに三人で歩く時間が、一秒でも長く続くことを迷い無く願ってしまう。

　なぜならオレはやっぱり愛め衣いも小さ夜よちゃんも同じぐらい大切で、三人で過ごす時間が幸せだからだ。




　しかし、そう願った瞬間、終わりを告げる存在がその場所で待ち構えていた。




　いつもの分かれ道に辿たどり着く。その道に一人の男が立っていた。

「ショウ！　どうしてここに!?」

　その男に気が付いた愛衣は、ひび割れた叫び声をあげる。

　ショウと呼ばれた男は、三さん白ぱく眼がんの目を更に鋭く尖とがらせ、触れただけで切れそうな犬けん歯しを威い嚇かくするように覗のぞかせる。

「決まっているだろ。愛衣、オマエを連れ戻しに来たんだ」

　身長は高く一九〇センチはあるだろう。黒い服の上からでも分かるほど筋肉が張っている。マッチョというよりは古武術でも嗜たしなんでいるような筋肉の付き方だった。

　彼の視線が愛衣や小夜ちゃんを越えて、オレを射抜く。

「ッゥ……ぁ……！」

　男に睨にらまれ、オレは怯おびえて喉のどを引きつらせ、その場にへたりこんでしまう。

「チッ」

　彼はそんな姿を見て、侮ぶ蔑べつの色で瞳ひとみを濁にごす。

　お陰かげでいくらか眼光の険が弛たるみ、呼吸が落ち着いた。

「俺の女に手を出す男がどれほどの奴やつかと思えば。ひと睨にらみしただけで腰を抜かす軟弱者じゃないか」

「あ、あんたとの婚約は解消されてるはずでしょ！　もう赤の他人なんだから関係ないじゃない！」

　どうやら、この男が猫ねこ又また一族の長の息子で、愛衣の元婚約者らしい。

「親同士の口約束など関係ない。愛衣は俺の女だ。オマエは黙って、俺の子供を身ごもればいいんだ」

「だ、誰があんたみたいな野蛮人の子供を産むもんですか！　それにわたしにはもう優ゆう樹きっていう、ちゃんとした婚約者がいるんだから！」

　彼女は興奮のあまり、約束していた禁句を口にする。

　踏んではいけない地雷が、音もなく爆発した。

「どういう事でしょうか？　優ゆう兄にいさんは私と婚約したんじゃなかったんですか？」

　小夜ちゃんは初めて見る強こわ張ばった表情で、尻餅をついているオレを見下ろす。

　その目を真まっ直すぐ見れず、うつむいてしまう。

「優ゆう樹きそれってどういうこと？　優樹はわたしと婚約したんだよね？　な、なに言ってるの小さ夜よちゃん」

「愛め衣いちゃんこそ冗談を仰おつしやらないでください。優ゆう兄にいさんは私と婚約したんです。中学校を出たら一緒になろうと仰ってくださいました」

「わたしだって、中学校を卒業したら結婚しようって約束したわよ！」

　愛衣は目尻を釣り上げる。小夜ちゃんは絶対零度の闇やみ夜を宿していた。

　二人の間に目に見えない火花が核爆弾並みに爆発している。

　その視線が向けられる。

「優樹！　わたしを絶対に裏切らないっていう約束は、う、嘘うそだったの？」

「優兄さんは、私の事を選んでくださったんですよね？」

「答えてよ、優樹！」

「本当の事を仰ってください、優兄さん！」

　オレは尻餅をついたまま、ズルズルと格好悪く後ずさる。

「こ、これには深い訳があって、別に二人を騙だますつもりはなかったっていうか、その……」

「つまり、貴様は愛衣とそこの女に二ふた股またをかけていたのか。とんだクズだな」

　ショウが不愉快そうに吐き捨てる。












「人間風ふ情ぜいが、よくも俺の女を弄もてあそんでくれたな！」

　彼は腕をほどくと拳こぶしを硬く握り絞しめ殴なぐりかかってきた。

　その動きは巨きよ躯くからは想像できないほど素早い。

「死んで詫わびろ、クズ人間！」

　オレは反応できず、ただ迫り来る拳を見詰めるしか出来なかった。

「優ゆう兄にいさんに何をなさるんですか！」

　オレの胸元程しかいない背丈の小さ夜よちゃんが、自身を楯にするように間に割って入った。

　小夜ちゃんとショウの腕が交差する。

　トラックに轢ひかれたような音が響く。彼女は文字通り大人と子供ほどある体格差を覆し、ショウの額ひたいを押さえ後頭部をコンクリートの地面に叩たたき付けていた。

　瞬まばたきせず見ていたが、速すぎて何がどうなったか分からない。

「……犬いぬ神がみ流合あい気き術じゆつ・兜かぶと砕くだきか」

　彼は小夜ちゃんの手をはねのけて立ち上がる。

　血を流し、自分の鳩尾みぞおちほどしかない少女を驚きの目で見下ろす。

「貴様、犬神一族の者だな？」

　ショウは流れる血には気に留めず、驚きと困惑が交まじり合った歪んだ表情で愛め衣いと小夜ちゃんを見比べる。

「一度だけ犬神一族の者とやりあった事があったが、その時に同じ技をかけられた。間違いない。女、犬神一族の者だな。どうして、猫ねこ又また一族と肩を並べて歩いている？」

　犬神一族と猫又一族は、敵対する組織同士だ。それが仲良く肩を並べて歩いていることに、彼は戸惑う。

　最後の秘密までも二人にばれてしまった。

　その瞬間、二人の間に決定的な亀き裂れつが生じる。

　愛衣と小夜ちゃんの視線が、驚きよう愕がくの色を深め絡み合う。

　最初に愛衣が視線を反らした。

「……優ゆう樹きも、小夜ちゃんも、ずっとわたしを騙だましてたんだね」

「違うんだ！　二人を騙そうと思ってしたんじゃない！　偶然二人の秘密を知って、脅されてだから断れなくて。だから……」

　そこで息が止まる。

　愛衣の瞳ひとみが溶けてしまいそうなほど潤うるんでいたからだ。

「だから、二ふた股またをかけたの？　最初から裏切るつもりで、二股をかけていたの？」

「ち、ちが、オレは！」

「近づくな！」

　立ち上がり愛衣に駆け寄ろうとすると、ショウが怒鳴る。

「それ以上、俺の女に近づくな」

「あっ…うぅ……」

　数歩前に進みさえすれば愛め衣いに届く。だが、それ以上進むことができない。

　ショウの猛獣めいた視線で睨にらまれて足が動くどころか、後ずさってしまう。




「約束したのに……絶対にわたしを裏切らないって、約束したのに……」




　その台詞せりふに頭をハンマーで殴られたような衝撃が襲う。

　涙を流し、その場に崩れ落ちる愛衣の姿が、部屋に閉じ籠こもっていた幼い彼女の姿と重なる。

　オレは今、この瞬間、幼い頃ころの愛衣と現在の彼女との約束を二重の意味で破り捨ててしまった。

「……やはり貴様は、正しよう真しん正しよう銘めいのクズだ」

　ショウが心底不愉快そうに吐き捨てる。

　瞬間、視界がブラックアウトする。

　背中と後頭部を激しく硬いモノにぶつける。背骨が折れて、脳みそが飛び出てしまったと錯覚するほどの痛みと衝撃だった。

　瞼まぶたを懸命に開くと視界が揺れている。鼻び腔こうを吐き気がするほどの腐ふ臭しゆうが満たす。

　体が生ゴミの山に埋もれているのに気が付いた。

　小さ夜よちゃんは真っ青な顔で駆け寄ってくると、生ゴミまみれのオレをためらいなく抱き起こす。

　唇くちびるを震わせ叫んでいるが、聴覚が麻ま痺ひしているせいか何を言っているのか分からない。

　うずくまる愛衣の側にショウが立っている。

　彼に殴られここまで吹き飛ばされたんだと今いま頃ごろになって気が付く。

　彼は愛衣を抱き上げると、連れて行ってしまう。

　止めようにも体は動かず、意識もどんどん暗い方へと落ちていく。

「め、い……」

　瞼が落ち、気絶する最後の刹せつ那なに視みたのは、彼女の悲しみの涙だった。





　◇






　目を覚ますと布団ふとんの中だった。頭は濃い霧が詰めこまれたようにぼんやりしている。だが、ほほを引き裂くような痛みで意識が一気に覚かく醒せいする。

　思わず手を当てるとそこには厚いガーゼで過剰なほど治療されていた。

「ここは……」

　周囲を観察してまず最初に驚いたことは、寝かされていた場所が座ざ敷しき牢ろうだったことだ。

　広さは三十畳ほどで、丈夫そうな樫かしの木の檻おり部分以外は老舗しにせ旅館の高級和室のようだった。だが、窓は一切なく天井に張りついた蛍光灯が唯一の光源だ。

　そんな豪華な造りに似合わない品物が、ところ狭しと積み上がっていた。

「これって今テレビで話題になっているブランドの服!?　こっちはネットでプレミアが付いてる限定モデルのクツに、最新型のデスクトップパソコン、それにアキバｂｌｏｇで紹介されていた最新ＤＶＤやマンガじゃないか」

　他にも雑誌や同人誌、ゲーム、ＣＤ、小説などが積み上がっていた。

「お気づきになりましたか」

　声に振り返ると、座敷牢の外に和服姿の小さ夜よちゃんが立っていた。

「小夜ちゃん、ここはどこ。愛め衣いはどうなったの？」

「ここは私の家にある秘密の地下室です。昔、地位の高い方をかくまうために作られたお部屋なんですよ。愛衣ちゃんは、あのショウという男の人に、付いて行ってしまいました」

「そんな！　早く連れ戻さないと！　小夜ちゃん、あの男がどっちに行ったか覚えてる？」

「なぜ、連れ戻さなければならないんですか？」

「なぜって、決まってるじゃ――」

　セリフが途中で切れる。

　座敷牢内が明る過ぎて、外側にいる小夜ちゃんの姿に気付くのが遅れる。

　彼女は普段隠している犬耳の姿だった。

　微笑ほほえんでいたが、その瞳ひとみは冷え切っている。

「どうして連れ戻さなければならないんですか？　愛衣ちゃんは抵抗せず付いて行ったんですよ？」

　小夜ちゃんが再度質問を繰り返す。

　喉のどにモノがつまったように答えられなかった。

「もう愛衣ちゃんのことは忘れて、私とこの地下室で暮らしませんか？　ここなら誰も入ってこられないし、生活に必要なモノは全すべてそろえてあります」

「小夜ちゃん」

　呼びかけが聞こえないのか、彼女は笑顔のまま喋り続ける。

「とりあえず優ゆう兄にいさんが欲しいとおっしゃっていたモノと欲しがりそうなモノを思いつく限りそろえておきました。ゲーム、ＣＤ、ＤＶＤにマンガ、それにライトノベル等――そうそう、ネットはすでに開通しているんですが、まだパソコンのセットアップは終わっていなくて。そちらは、優兄さんにお願いしてもよろしいですか？」

「小夜ちゃん！」

　さっきより大きな声を出す。しかし、彼女は反応しない。

「後、このお部屋にキレイなシステムキッチンを備えつけようと思っているんですよ。そしたら頑張って優ゆう兄にいさんの大好きなモノをいっぱいお作りしますね。まだ和食しか作れませんが、一生懸命勉強して洋食も中華も美お味いしく作れるようになりますね」

「小さ夜よちゃん！」

　彼女の前まで移動して大声をあげる。

　ようやく目を合わせてくれた。

　息をのむ。

　彼女は触れたら、もろく崩れてしまいそうな表情をしていた。

「愛め衣いちゃんのことは忘れて、私とずっと、一緒に暮らしてください。優兄さんは働かなくてもいいですから、私が食べさせてあげますから！　欲しいモノがあったら、どんな高いモノでも買ってさしあげます！　優兄さんが望むならどんな恥はずかしいことでも、痛いことでも、悦よろこんで受け入れますから！　生しよう涯がい、優兄さんのことだけを愛し続けますから！　だからお願いします。どうか、私を選んでください……」

　その提案は、破格の条件だ。

　座ざ敷しき牢ろうに監禁されているとはいえ、ネット環境はととのっており、最新パソコンもすでにあるから外に出る意味はなくなる。

　働かず、他人と関かかわらなくてもいいなんて最高だ。

　毎日が日曜日で好きなときに起きて、好きに寝られるなんて夢のようだ。

　それ以上に幸せなのは、小夜ちゃんが恋人になって尽くしてくれることだ。

　オレは年上好きだが、彼女にひざ枕まくらで耳掃除をしてもらえるなんて照れ臭いが嬉うれしい。

　彼女の手料理を『あーん』とかして食べさせてもらったら、ニヤニヤが止まらないだろう。

　メイド服を着せて『ご主人さま、いたらないメイドを叱しかってください』みたいなプレイをするのもありだ。

　一緒にお風ふ呂ろに入って、体を洗ってもらえたら恥ずかしくて悶もん絶ぜつしてしまうだろう。

「オレは……」

　ただ首をたてに振りさえすれば、その全すべてが手に入る。

　据え膳ぜん喰くわぬはなんとやら、断る方が失礼で、もったいない……はずなのに愛衣の泣き顔が、まぶたの裏に張り付いて剥はがれない。

　あいつはオレや小夜ちゃんに裏切られたと信じこんで、どこかであの夜のように泣いているだろう。

　それはどうしても耐えられない光景だった。

　目の前に七度転生しても得られない理想郷がぶら下がっているのに、うなずきさえすれば手に入れられるのに、その気力が湧わいてこない。

「……だったら、気が変わるまでここにいてもらいます。うなずいてくださるまで、絶対に外には出しませんから。死んでも愛め衣いちゃんに、優ゆう兄にいさんを渡しません」

　後半は独白だった。だが、そのセリフが一番、彼女の心情をあらわしている気がした。




　小さ夜よちゃんが去ってから、どれぐらい時間が経たったのだろう？

　座ざ敷しき牢ろうには窓がない。

　携帯電話も彼女に取り上げられていた。

　そのため愛衣と別れたあの時からどれぐらい経ったか分からない。

　食事や飲み物は冷蔵庫の中に入っているから、飢うえることはない。

　トイレとお風ふ呂ろは奥に備えつけられている。

　娯楽は比ひ喩ゆではなく山のようにそろっているが、いまだあふれ続ける後悔の念に手に取る気にはなれなかった。

　そのため一日のほとんどを落ち着きなく、部屋の中をぐるぐるとねり歩いた。

　それに疲れると布団ふとんで眠った。

　そのせいで時間感覚がさらに狂ってしまった。




　どれぐらい時間が経っただろう。

　再び小夜ちゃんが、地下室へと降りて来る。今日も犬耳姿だ。

「小夜ちゃん！」

「こんにちは、優兄さん。どうですか、気は変わりましたか？」

「そのことだけど、話を聞いてくれないか！」

　しかし、彼女は耳を貸さず微笑ほほえんでいる。

「優兄さんは、私を愛してくださいますよね？」

　オレは何も答えない。意地を張っているわけではない。

　彼女のまとう空気が、いつもと違うことに気付いたからだ。

　小夜ちゃんはなぜか鋭く光る包丁を握りしめていた。

　彼女は質問が聞こえなかったと判断したのか、座敷牢の鍵かぎを開けて中へと入ってくる。

　彼女を突き飛ばして、逃げ出す度ど胸きようなどあるはずがない。

　それどころか、無言のプレッシャーに負け、足腰に力が入らずへたりこんでしまう。そのため小夜ちゃんに見下ろされる形になる。

「優兄さんは、私を愛してくださいますよね？」

　二度目の問いかけ。その手には包丁が握られている。

　オレはカサカサに乾いた唇くちびるで、上うわ擦ずった声をあげる。

「も、もちろん小さ夜よちゃんのことはす、好きだよ」

「本当ですか！　嬉うれしい。私も優ゆう兄にいさんが大好きです！」

　その返答に包丁を手放し胸に飛びこんで来る。

「うわぁ！」

　その勢いが強すぎて、彼女に押し倒された。

　鼻が触れ合うほどの距離で、顔を覗のぞきこまれる。

「私も優兄さんのことを、誰よりも、誰よりも愛しています」

　その目は底が見えないほどの深い闇やみ色をしていた。

　寒くもないのに背せ筋すじが震える。

「愛してます、愛しています優兄さん。そう、決して逃さないほどに……」

　それは病的な執しゆう着ちやく心しん。

　愛め衣いとはまた違う心の病を視せつけられた気分だ。

　不意に小夜ちゃんが着物の帯をゆるめる。

「さ、小夜ちゃん！」

　彼女はオレに馬乗りになったまま、するすると帯をほどき着物をはだける。

　白く柔やわらかな谷間が、人工灯の光にさらされる。

「優兄さん……どうか、私に証あかしをください」












　とても中学生とは思えない蠱こ惑わく的てきな微笑ほほえみを浮かべてせまってくる。

　オレは小さ夜よちゃんが放つ妖あやしげな色香に、流されそうになる。

「優ゆう兄にいさん……愛しています……」

「――でも、愛め衣いを助けに行きたいんだ」

　だが、ぎりぎりその誘惑に耐え、溜めこんでいた心情を吐き出す。

「だから、ここから出してくれないか？」

「……はぁ？　何を仰おつしやってるんですか？」

　彼女のまなじりが釣り上がる。その瞳ひとみには見み間ま違ごうことのない殺意がやどっていた。

（女の嫉しつ妬とは怖いと言うが、これほどとは……）

　しかし戦意が萎なえるのを必死に押さえこみまくし立てる。

「でも、小夜ちゃんも愛衣が心配だろ？　あいつは今いま頃ごろどこかで前みたいにひざを抱えて絶対に泣いてるぞ！」

　小夜ちゃんの怒りに動揺という亀き裂れつが入る。

　オレはそれを見逃さなかった。

「あいつは絶対に裏切られたと思って泣いている。たしかに二ふた股またをかけていたオレが悪い。けど、二人を傷つけたくて、していたわけじゃないんだ！　その誤ご解かいを解きたいんだよ。そのためにも愛衣に会わなきゃいけないんだ！」

　彼女の肩が微かすかに震える。それが怒りか、恐怖かは分からない。

　オレは彼女の下から抜け出すと、正面に座り直す。

「小夜ちゃんはオレが好きだと言ってくれたけど、愛衣も同じぐらい好きなんだろ？　あの夜、錯乱した愛衣を寝かしつけたときに教えてくれたじゃないか。愛衣とは一生友達でいるって、約束したって！　それぐらいあいつが大切なんじゃないのか!?　親友を傷つけたまま放ほうって置いてもいいのかよ！」

「たしかに愛衣ちゃんとは、死ぬまでずっと親友でいようねと約束しました。けど……」

　小夜ちゃんは顔をあげる。その薄うす紅べに色のほほを涙が伝う。

「けど、私では愛衣ちゃんに勝てません。優兄さんを取り合ったら絶対に負けてしまいます！　だから、怖いんです！」

　嗚お咽えつをあげ泣き出した小夜ちゃんは、いつもの彼女に戻っていた。

　形のいいアゴ先から涙がこぼれ落ちる。ようやく肩の力が抜けた。

「オレは小夜ちゃんも、愛衣もどちらも同じぐらい好きだよ」

「嘘うそです！　だって、二股がばれたとき、愛衣ちゃんにまっすぐ駆け寄ったじゃないですか！　私だって傷ついていたのに、見てもくれなかったじゃありませんか！」

　小夜ちゃんは叫び終えると、萎しおれた花のように項うな垂だれる。

「私はお二人の絆きずなに、割って入る自信がありません。だから、誰にも触れられない場所に、優ゆう兄にいさんを閉じこめるしかないんです。そうしないと私は見てももらえない……」

「そんなことない！　オレは本当に小さ夜よちゃんが好きだ！　可愛かわいいし、料理も上う手まいし、性格だって合うし、将来結婚するなら絶対小夜ちゃんだよ！」

「ほ、本当ですか？」

「……でも、愛め衣いのこともたぶんす、好きなんだ。あいつが他の男といる場面を想像しただけで腹が立つし、知らない場所で泣いてるって考えただけで悲しくなる。あの生意気な態度や表情なんかが、どうしてもまぶたの裏から離れないんだ」

　包み隠さず心情を吐露する。

「たぶんオレは、二人が同じぐらい好きだなんだ。だから、今すぐどちらかを選べといわれても正直難しい。けど、小夜ちゃんと愛衣の三人で過ごす時間も失いたくない。だから、そのためにもあの黒ずくめの男から、愛衣を連れ戻したいんだ！」

　小夜ちゃんはオレの言葉を最後まで聞くと、無言で体を寄せてきた。

「さ、小夜ちゃん？」

　声をかけるが反応はない。それでもオレは自身の譲れない想いを伝えたくて、彼女の形のいい頭を手のひらでなでた。

　小夜ちゃんのことが大好きで、でも愛衣のことも好きなんだという気持ちをこめて何度も、何度もなでる。手のひら越しに感情の波が落ち着いていくのを理解する。

「……私も優兄さんと愛衣ちゃんの三人で過ごす時間が好きです。学校に行く途中お話をしたり、みんなで一緒にご飯を食べて、笑いあったりするのが大好きです。だから――」

　小夜ちゃんは、預けていた体をそっと離すと、うつむいていた顔をあげる。

　その瞳ひとみには決意を固めた者だけが持っている輝きがやどっていた。

「愛衣ちゃんを連れ戻しましょう。私もこんな形でお別れなんてイヤです！」

　やっぱり小夜ちゃんは、いい女だな。

「ですが、二ふた股またをかけていた落とし前だけは、つけさせていただきますね」

「え？　いや、ほら、でも、その、色々事情がさ。小夜ちゃんなら分かるだろ？　アレがあれして、そうなって。だから、ねぇ、前向きにさぁ、相互理解を深め合っていければ、」

「男がぐだぐだ言わない！」

「すんませんでした！！！！」

　言いわけは一いつ喝かつされ、オレは勢いよく土下座する。

「二股をかけられていたと知ったとき、本当にショックだったんですよ。世界の全すべてが崩れさってしまったようでした」

　小夜ちゃんは立ち上がると、両手でオレのほほを包みこむ。

　こちらが座っているので、顔を覗のぞきこまれる形になる。

「ですから覚悟してくださいね？」

　その表情は今まで見せたことのない、口元を釣り上げた邪悪な笑みだった。

「目をつぶってください」

　オレは覚悟を決め目をつぶる。でも、ちょっと泣きそうだ。

「それでは、逝いきますね」

「どこに連れて逝くつもり!?」

　オレは覚悟を決め奥歯がきしむほど歯を食いしばる。

　しかし、痛みはいっこうに訪れない。代かわりに温かく柔やわらかなモノが唇くちびるに触れる。

　驚きでまぶたを開くと、そこには小さ夜よちゃんの顔があった。

　オレのセカンドキスは、中学生に奪われてしまった。

「えへへ、ファーストキッスゲットです。これぐらいの抜け駆けはいいですよね？」

「いや、ファーストキスじゃ――」

「ファーストキスではない、と。では優ゆう兄にいさんはいつ、誰と、どこでキスをしたんですか？」

「いや、それは、そのほら！　それより愛め衣いを助けに行くためにさっ、」

「男がぐだぐだ言わない！」

「うわぁーん！　またかよ！！！」

　オレは正座して腕を組んで見下ろす小夜ちゃんに、愛衣とのキス話をするはめになった。

　話をしている最中の彼女の微笑ほほえみがただ恐ろしかった。





■第四章　突入







　庭に出て時間を尋ねると、現在は二十二時で愛衣と別れて三日目の夜らしい。

　地下室にいたせいで、感覚的には彼女が連れ去られて一週間は経っている気がする。

「少々準備がありますので、お庭で待っていてください」

「うん、了解」

　小夜ちゃんと入れ替わりに、戌いぬ威い賢けん悟ごさんが姿をあらわす。彼も犬耳の姿だった。

「愛衣ちゃんを助けに行くのかい？」

「はい」

「……小夜では駄だ目めなのかな？」

　驚きに喉のどをつまらせる。

　あれほど小夜ちゃんを溺でき愛あいしている賢悟さんから、そんなセリフが出てくるとは……

「愛衣ちゃんには正式な許嫁いいなずけがいるんだろう。なら優ゆう樹きくんがうちのと婚約すれば万事丸く収まるんじゃないのかな？　無闇にことを荒立てる必要はないと思うんだけど」

「それは、そうですけど……」

「それとも優樹くんは、小夜より愛衣ちゃんが好きなのかい。叔お父じの僕が言うのも何だが、うちのが愛め衣いちゃんに劣おとると思えないんだが」

「…………」

　うつむくと、賢けん悟ごさんが肩を掴つかんでくる。

「それとも何か？　貴様は小さ夜よが可愛かわいくないとでも言いたいのか!?　あんなあどけなく無む垢くな魂を持った小夜が愛くるしくないと！　他の子に劣るというのか!?　劣っているのは貴様の目玉と脳みそと存在そのものだ！！！　この下げ郎ろうがぁぁぁあッ！！！」

「畜生！　やっぱりこんな展開かよ!?」

「そこまでです、賢悟叔お父じさん!!」

　声に振り返ると、すみれ色の着物に着替えた小夜ちゃんが立っていた。

　その手にはキレイな染め物の竹刀しない袋が握られている。

「こんな時まで優ゆう兄にいさんをイジメるのは、止めてください！」

「イジメてなんかいないよ。ただ本当に愛衣ちゃんを助けに行く必要があるのかって話をしていただけだよ」

「その話はさきほど優兄さんと、すでに済ませました」

「小夜はそれでいいのかい。相手は恋こい敵がたきだよ？　それに猫ねこ又まただ。危険を冒おかしてまで助ける必要があるとは思えないんだけどね。さっき優ゆう樹きくんにも話し――」

「私は自分が政治道具のために生まされた、汚れた存在だと信じ込んでいました」

　小夜ちゃんがセリフをさえぎる。

「けれど、この町に引っ越してきて、優兄さんと愛衣ちゃんと出で逢あうことができました。お二人は私を政治の道具としてではなく、友達として必要としてくれました。だから、私はこの世界に生まれて良かったんだ、居てもいいんだと思えるようになったんです！」

　彼女の目には絶対に折れない覚悟がやどっていた。

「だから、愛衣ちゃんを助けに行きます。私を救ってくれた親友を、猫又だから、恋敵だからといって見捨てることなんてできません！」

　そのセリフに賢悟さんは、ほほをぶたれたような顔をする。

「行きましょう、優兄さん」

　小夜ちゃんは目め尻じりににじんだ涙をぬぐわず、オレの手を取り叔父を横切る。

　振り返ると賢悟さんは指先ひとつ動かさず立ち続けていた。




「愛衣ちゃんはまだこの市内に残っています」

「本当!?」

　乗りこんだベンツは、車体だけではなく窓まで黒かった。

　小夜ちゃんが現状を説明してくれる。

「ショウは猫又一族の長の息子ですが、今回の件は単独みたいなんです。そのため事後承諾を取るのが難航しているようです。もし猫ねこ又また一族内に連れ戻されていたら、手の出しようがありませんでした。不幸中の幸いですね」

「それで愛め衣いはどこにいるの？」

「市内にあるホテル・山茶花さざんかの最上階スイートルームです。ショウはホテルを貸り切って私兵に警護をさせながら交渉しているようです」

　だから、この車は街まち中なかへと向かっているのか。

「しかし、よくそんな詳しいことまで調べられたね」

「蛇じやの道は蛇へびと言いますから」

　彼女はイタズラっぽく片目をつぶる。

「それで優ゆう兄にいさんは、どうやって愛衣ちゃんを連れ戻すおつもりなんですか？」

「どうやってって？」

「いえ、ですから、あのショウに挑むからには、勝つ方法や愛衣ちゃんをその気にさせる秘策があるのではないんですか？」

「ひさく……？」

　苦にが虫むしを噛かみつぶした笑みで小さ夜よちゃんが聞き返す。

「も、もしかして何も考えてらっしゃらないんですか？」

「いや、有るもないもとにかく愛衣と会って話をしようと思ってるけど……」

「もしショウが面会を突っぱねたらどうするつもりですか！　会った瞬間、殺されるかもしれないんですよ」

「でも、オレは愛衣と会って話をしないといけないんだ。だから小夜ちゃん、お願い」

　その願いに、彼女は諦あきらめた表情で溜ため息いきを漏もらす。

「惚ほれた病に薬なしですね。優兄さんに頼まれたら断れないじゃないですか」

「ごめん」

「もう、優兄さんの馬鹿。今のは謝る場面ではありませんよ」

「そうだね。今の流れは『ありがとう』だよな」

　その答えに彼女は嬉うれしそうに微笑ほほえんだが、すぐに触れたら切れそうな真剣な表情を作る。

「その代かわり約束してください。絶対に無む茶ちやはしないと。もし危険な状況になったら私や愛衣ちゃんは放ほうって逃げてくださいね」

「う、うん分かった。言う通りにする」

「絶対、約束ですよ？　もし優兄さんが死んだら……私も後を追いますからね」

　が再び地下の座ざ敷しき牢ろうで見せたあの病んだ目の色に変わる。

　あらためて彼女の愛の深さを知り、その想いの重さに冷ひや汗を流す。

「ぜ、善処します」

　そして、車は市内でも料金と伝統が最上のホテルへと滑りこんだ。




　ホテルの近くに車は音もなく止まる。

「その辺で待っていてください。用事が済んだら呼びますから」

　オレが先に降り、小さ夜よちゃんが運転手に指示を出してから遅れて後に続く。

「それでは、行きましょうか」

「ああ」

　彼女は竹刀しない袋を抱き締めホテルの入り口へ向かう。オレもその後に続いた。

　職人が丹たん誠せいをこめて作り上げた文化遺産みたいな扉は、深夜のためか閉ざされていた。

　扉の前には正装したドアマンが二人立っている。

「お泊まりでしょうか？」

「いえ、こちらで宿泊しているお友達に会いに来たのですが」

「申し訳ございません。本日は全室貸し切りのため、お取り次ぎできない決まりとなっておりまして。宜よろしければ後日、お越しいただけませんでしょうか？」

　さすが一流ホテル。相手が子供だろうが丁寧に対応する。

（小夜ちゃん、本当に愛め衣いはここにいるの？）

　しかし小夜ちゃんはその問いかけに答えず、ドアマンのみぞおちを竹刀袋で打っていた。

　彼は魂を抜かれたように前のめりに倒れる。

「さ、小夜ちゃん！！！」

　残されたもう一人も事態を飲みこめずぼんやりしていた。

　それが致命傷となる。

　小夜ちゃんは一息で相手との距離を縮め同じようにみぞおちを打つ。

　先程の再現映像みたいに、彼も前のめりに倒れた。

「な、何で殴なぐり倒してるんだよ！」

「一般人の方にお話しできる内容ではありませんから。これが一番手っ取り早いんですよ」

　彼女は涼しい顔で言い切った。

「あっ、それからこちらがスイートの鍵かぎになります。一応お渡ししておきますね」

　一枚の金属プレートを手渡される。

「なんで一流ホテルのスイートの鍵を、小夜ちゃんが持っているのさ」

「それはそれ。蛇じやの道は蛇へびですよー♪」

「何？　それが小夜ちゃんのキャッチフレーズなの？」

　今回で彼女がただの可愛かわいいらしいだけの女の子だとは思えなくなる。しかし、この後さらにそのイメージが変質するのをオレはまだ知らなかった。

「それでは中に入りましょうか。声をかけるまで、ちゃんと隠れていてくださいね」

「りょ、了解しました」

　小さ夜よちゃんは紅葉もみじみたいな小さな手のひらで扉に触れる。

「やはり内側から鍵かぎがかかっていますね」

　彼女は小さくうなずくと、屋敷からずっと抱えていた竹刀しない袋のヒモに指を伸ばす。

　中から出てきたのは、映画などでヤクザが持っている白木作りの日本刀だ。

　小夜ちゃんには長すぎる得物だったが、彼女は使い慣れた感じでよどみなく握り締める。

　その姿には子供が刃物を持つ危なっかしさはない。

　むしろ達人に名刀を渡してしまったような危険な匂いが漂う。

　腕に力をこめると、刀は音もなく鞘さやから引き抜かれる。

　彼女は鞘から手を離し、そっと柄に両手をそえ上段に構える。




「犬いぬ神がみ流剣けん術じゆつ奥おう義ぎ・断だん鉄てつ剣けん！」




「……ッゥ」

　脳みそに直接突き刺さるような高音に耳を押さえる。

　気が付くと彼女は刀を振り下ろしていた。

　半秒後、硬く閉じていた扉は音を立て崩れ落ちた。

　小夜ちゃんは世界で唯一凶器と芸術の融合した日本刀だけを従え、体育館ほどあるロビーへと足を踏み入れる。

　ロビーにはすでに黒服たちが三十人ほど集まっていた。

「こいつらが小夜ちゃんの言っていたショウの私兵か……」

　正面の一人が、皆より一歩前へ出る。

「犬神家次期当主戌いぬ威い小夜さまとお見受けいたしますが、間違いございませんでしょうか？」

「ええ、そうです」

「今夜はどういったご用件でしょうか」

「こちらに宿泊している友人の猫ねこ柳やなぎ愛め衣いに面会に来ました」

「申し訳ございません。猫ねこ又また一族当主ご子息さまより何なん人びとたりともお通しするなと承っていますゆえ、今夜はどうかお引き取りくださいませ」

「犬神一族次期当主戌威小夜でもですか？」

「はい」

　沈黙がロビーを支配する。

「では、実力で面会させていただきます」

「その場合、生死は問わずと承っておりますが、ご覚悟は御座いますか？」

　その脅おどしに小夜ちゃんは動揺などみじんも見せず、はっきりと告げる。

「ぜひもありません」

　言うが早いか黒服たちは懐からナイフを取り出す。

　そんな危機的状況なはずなのに、小さ夜よちゃんに怯おびえも狼ろう狽ばいもなかった。

「落おち武む者しやは薄すすきの穂ほにも怖おず――ですか」

　むしろ余裕の笑みで、彼らの神経を逆なでる。

「そんな怯えることはありませんよ。優ゆう兄にいさんの手前、殺したりはしませんから」

　彼女の挑発に黒服たちが動く。

　その動きは三日前のショウには劣おとるが、それでも人間離れした素早さだった。しかし、それ以上に彼女の動きは鋭く、速く、暴力的だった。

「ぐぁあぁぁぁぁぁあぁッ！」

　すれ違いざま、三人がけさ切りにより赤い血を吹き出す。

　背後から襲いかかる攻撃を見もせずかわし、そのうえ傷を負わせ刃に血を吸わせる。

　瞬時に男たちは、小夜ちゃんとの力量の差を理解する。

「ガァアァァァァッァアァァァァッ！！！」

　雄お叫たけびをあげ、一人が無謀にも突進する。

「そんな雑な攻撃では、傷ひとつ作れませんよ」

　小夜ちゃんは男を切り捨てるため、刀をためらいなく振り下ろす。

　男はその刃を交差した腕で受け止める。

　彼の目的は彼女を倒すのではなく、一瞬でもかまわないから刀の動きを止めることだった。

「小夜ちゃん！」

　彼女の左右からタイミングを合わせて、二人の男たちが襲いかかる。

「言ったでしょう？　そんな雑な攻撃では傷ひとつ作れませんと」

　小夜ちゃんは眉まゆひとつ動かさず刀を手放す。

　彼女は左右から同時に迫る二人の男たちを投げ飛ばした！

　どうやら男たちの突進力を利用して、左右の腕で二人を同時に投げたようだ。

　そして、刀を腕で受け止めた男は、仲間を投げ飛ばしたわずかな隙すきを狙ねらい小夜ちゃんに襲いかかる。

「ガッハァ！」

　しかし、その攻撃も彼女は危なげなくアゴを掌しよう底ていで打ち抜き、無力化する。

　彼女は倒れた男から刀を引き抜くと、さらに襲いかかる男たちをなぎ倒していく。

　小夜ちゃんの圧倒的な『武』の前に、鍛え抜かれた人じん外がいの男たちは、自分よりはるかに年下したの少女にものの数分でほぼ壊滅させられてしまった。

「ひぃッ……ひぃいぃ！」

　唯一の生き残りは会話を交わした男だけだ。

　彼は大理石の太い柱を楯に、携帯を取り出しどこかへとかける。

　その柱の反対側に小さ夜よちゃんが立っていた。

　彼女は柄えに両手をそえ、刀の先端を大理石の柱に触れさせる。




「犬いぬ神がみ流剣けん術じゆつ秘ひ奥おう義ぎ・貫かん通つう牙が！」




「ぎゃぁ！」

　刀はまるで豆腐に刺さるように大理石を貫通する。

　反対側に立っていた男は肩を射抜かれ携帯を取り落とし倒れる。だが、それではまだ不十分だと思ったのか、小夜ちゃんは男の太ふと股ももと床を刀でぬいつけた。

「ぐあぁぁああぁ！！！」

「さ、小夜ちゃん！　やり過ぎだって！！！」

　彼女はほほに返り血を付けながら、いつものぽわぽわとした微笑ほほえみで振り返る。

「大丈夫ですよ。峰打ちですから死んだ方はいらっしゃいませんよ♪」

「いやいや、切りまくってたじゃん」

　思わずツッコミを入れてしまう。

「とにかく足でも太い血管傷つけたら出血多量で死ぬこともあるんだから、もうそ――」

　セリフは突然の奇襲により途切れる。

「うぉ!?」

　ビルから飛び降りたような速度の蹴けりが、頭上から小夜ちゃんを襲う。

　彼女はとっさに刀を引き抜き回避。元々いた場所は、陥かん没ぼつしたように砕かれた。

「な、なんだよあれは……」

　それはしいて言うなら狼おおかみ男おとこの猫バージョンだ。

　全身が毛むくじゃらで上着は筋肉ではじけ飛び、尾びてい骨こつからは二本の尻尾しつぽが伸びている。

　胸についた傷は筋肉が盛り上がり止血され、刀傷はうっすらと痕あとを残し消えてしまった。

　そいつは最初に切り伏せた男だ。

　足を刀で貫かれた男が高笑いと共に告げる。

「さすが犬神一族次期当主！　我々としても穏おん便びんにおさめたかったのですがね！　貴女あなたはやりすぎました！　こちらも手を抜かずにお相手させていただきますよ！」

　先程切り伏せた黒服たちがゾンビのように立ち上がり、次々に上着を弾はじき飛ばし鋼の筋肉と獣毛をあらわにする。

　囲まれた小夜ちゃんは油断なくかまえる。

「もうひとつ。策をうたせてもらいますよ」

　セリフと同時に、首筋を刃物で撫なでられる感触を味わう。

　怖々と視線を動かすと、いつの間にか背後に人じん外がいが一人立っていた。

「歩け」

　獣毛におおわれた腕に押され、オレはロビーに足を入れる。

「優ゆう兄にいさんに傷ひとつでも付けたら、ここにいる全員、死ぬより辛つらい地獄をお見せしますよ」

　小さ夜よちゃんの声こわ音ねは今にも破裂する危うさに満ちていた。だが、その場にいる男たちは、鼻で笑い勝ち誇った態度で見下す。

「それは恐ろしいですね。しかし優位は我々にあります。貴女あなたを取り押さえた後は、犬いぬ神がみ一族に今回の件を報告させていただきますよ。次期当主さまの処遇は、我々の意見を踏まえた上で検討していただくことになると思いますのでお覚悟してください」

「私を殺さず犬神一族に引き渡す代かわりに、猫ねこ又また一族に対して今回の件を穏おん便びんに処理するよう、口添えしてもらうつもりですね」

　敵対一族同士とはいえ、長が出張れば相手も無む下げにはできない。

　もしその交渉が成功したら、愛め衣いはショウの正式な婚約者として猫又一族内に連れていかれてしまう！

「我々に政治的決定権はありません。あくまで上がお決めになることですから」

「では、優兄さんを解放してください。私だけいれば充分でしょう」

「それはできません。彼にも結論が出るまで同行していただきます。でなければ小夜さまには従っていただけないでしょうからね」

「ゲス共め……」

　小夜ちゃんは、奥歯が砕けるほど噛みしめ男を睨にらみつける。

　その視線を彼は涼風を浴びるように受け流す。

　自身の優位を確信しているから、そんな態度がとれるんだ。

　胸が焼けるほど腹が立った。

　こうして捕まらなければ、小夜ちゃんは先程のように全員を叩たたき伏せていただろう。

　オレさえこの場にいなければ、彼女はきっと愛衣を助け出してくれるはずだ。

　オレさえいなければ……。

　それは根拠も、理論も、論法もないただの幻想でしかない。しかし理性はマヒして、首にかかっている人外の爪つま先さきに喉のどを押しつけるよう命令を下す。

　爪先が皮膚を破る感触。

　さらに力をこめれば脂肪を突き抜け、筋肉組織を切断し、血管に迫るのを感じるだろう。

「優兄さん！　駄だ目めです！」

　小さ夜よちゃんは何をしようとするか気付いたらしい。

　その悲鳴は何百キロも遠くから聞こえてくる空耳みたいだった。

　――小夜ちゃん、愛め衣いのこと頼んだよ。

　爪つま先さきを喉のどに突き刺すため力を入れる――思いの外ほか、痛みはなかった。

「当たり前だ。刺さってないんだから」

　聞き覚えのある声こわ音ね。

　頭を押さえる手が、いつのまにか獣毛の男から、猫びよう桐どう茜あかねさんに変わっていた。

「あ、茜おばあさま？」

「なんで老いてるんだよ!!」

　岩より硬い拳こぶしで殴なぐられる。

「ご、ごめん。つい」

　オレは殴られた箇所を手のひらで押さえながら謝罪する。

「たく、この馬鹿優ゆう樹き！　何度言えばわかるんだ！　それになんださっきのあれは!?　このぼけ！　アホ！　マヌケ！　ガラにもないことやってんじゃないよ！」

　また殴られた。今度は手加減のない一撃。

　さすがに堪こらえきれず、その場でのたうつ。

「あ、あんまりボカスカ殴るなよ。今ので脳細胞が三百億は死んじまったじゃねぇか」

「悲劇のヒーロー気取って自己犠牲に走る馬鹿の脳細胞は、死んで生まれ変わらせたほうがいいんだよ。たく、本当に放ほうって置くとろくなことを考えないんだから」

　茜さんは心底苛いら立だっていた。

　まだ痛む頭部を撫なでながら機嫌をうかがうように尋ねる。

「でも、どうしてここにいるんだよ？」

　のんきに質問していると獣人化した男たちが、襲いかかってくる。

　惚ほうけていた小夜ちゃんは正気に戻ると慌てて割って入ろうとしたが、相手の動きが速すぎて間に合わない。

「彼に聞いたんだよ」

「彼？」

　だが、茜さんは襲いかかる敵など露ほども気にかけず背後を指さす。

　その理由に肉食恐竜の雄お叫たけびみたいな轟ごう音おんが答えた。

　襲いかかってきた男たちは、まるで大型トラックに跳ねられたように吹き飛んでしまう。

「僕が頼んで茜さんに付いて来てもらったんだよ」

　賢けん悟ごさんが両手にその音源を携え、茜さんの隣に並び立つ。

　その手に握られていたのは、デザートイーグル。

　最大クラスのマグナム弾を撃ち出す怪物だ。それを平然と二丁使っている。

　小さ夜よちゃんも驚きをあらわに駆け寄った。

「いや、でも茜あかねさんは猫ねこ又また一族じゃ……」

　その問いに茜さんが、困惑と怒りが交まざり合った表情で頭をかく。

「ああ、そうだよ。しかも賢けん悟ごくんが犬いぬ神がみ一族だって知ったのはついさっきだ。いきなり店に駆けこんで来て、今までの経緯を話してくれたのさ。まったく！　今日ほど猫又一族の情報収集能力の未熟さを苦々しく思ったことはないね」

　茜さんが吐き捨てる。

「この三日間、犯人が分かっただけで、愛め衣いの居場所も事態の真相も何も闇やみの中だった」

　茜さんはぼやくと、再びオレの頭を殴なぐる。

「たく！　そういう事態になってたんだったら、どうして相談しなかった！　それとも何か、オムツまで替えてやったあたしが信用できないのか!?」

「いや、そんなことは、すみません。反省してます」

「反省なら猿でもできるんだよ。まったく誰に似たんだか。でもまぁ、相談できなかった気持ちは分からなくないよ」

　茜さんは殺意を孕はらんだ視線を賢悟さんに向ける。

「そりゃたしかに犬神一族とうちらの仲は悪いよ。あたしの曾ひい々ひい爺じいさんも犬神一族との抗争で負った傷が原因で死んじまった」

　二人は無言で睨にらみ合う。

「けどな、一族とか関係なく賢悟くんや小夜ちゃんが、あたしは大好きだ！　好きなモノに差別はないんだよ。それになんだかんだお互いさまだしな」

　そして、いつものようにからっと晴れた笑顔になる。

「たしかにそうですね」

　賢悟さんもつられて笑う。

「僕は最初、小夜の安全を考えて引き止めた。けどそれは間違いだった。猫又一族とか犬神一族とかそう言うくくりのせいで視野が狭くなってしまっていた。危なく大切な人達……茜さんや愛衣ちゃん、優ゆう樹きくんを永遠に失うところだったよ」

　悲しそうに伏せた後、ばつが悪そうに苦笑いを浮かべる。

「僕が馬鹿だった。ごめんね小夜、優樹くん」

「いえ、そんな」

「お詫わびに少しでも力になりたくて、茜さんに事情を話して駆けつけて来たんだ。だから、ここは僕たちに任せて、二人は愛衣ちゃんを迎えに行くんだ！」

「そこまでです！」

　足を貫かれた男が、声高に叫ぶ。

「今回の件は猫又一族次期当主ショウさまのご命令！　いかに茜さまや犬神一族の戌いぬ威い賢悟さまでも、ここをお通しするわけにはまいりません！」

　他の獣人化した男たちが包囲網を縮めてくる。

「もちろん、こちらとしても無益な血を流すのは本意では――ぐっはぁ!?」

　そのセリフを賢けん悟ごさんのマグナム弾が強制的に沈黙させる。

　突然の轟ごう音おんに腰を抜かしてへたりこんだオレを、賢悟さんが見下ろす。

「ゴム弾だから安心して。小さ夜よの教育上死人は出したくないからね」

「たしかに子供たちの前だしな。しゃーない……半殺しで我慢しておくか！」

　茜あかねさんは骨が折れるじゃないかと心配になるほど、両手の指をぼきぼき鳴らす。

　そして、雄お叫たけびを上げ獣化する。

「があああぁあああぁぁあぁ！！！！！」

　猫耳に変わり、尾びてい骨こつから二本の尻尾しつぽが姿をあらわす。それぞれ白と黒色に分かれていた。犬けん歯しが伸び、口の中に収まりきらず唇くちびるからのぞく。爪はまるで虎とらのように鋭く尖とがっていた。瞳どう孔こうが縦に伸び、目の前の敵を睨にらみつける。

　男たちの変化と比べれば些さ細さいなモノだったが、威圧感は倍以上だ！

「青二才共、よくもうちの若いのを可愛かわいがってくれたね」

　その声こわ音ねは絶望の奥の奥の奥から響くような殺意の固まりだった。

「ここからはあたしがオマエたちをたっぷり可愛がってやるよ。猫びよう鬼きの恐怖を骨の髄までタップリ味わえ！」

　左右に立つ保護者たちの方が、周りを取り囲む男たちよりよっぽど恐ろしく迫力がある。

「ここはあたしたちが押さえておくから、優ゆう樹きは愛め衣いを助けに行け！」

「小夜、君も一緒に行きなさい。親友が待ってるんだろ？　それと優樹くんもちゃんと守ってあげるんだよ。彼はただの人間なんだから」

「はい！　全部、私が守ります！」

　小夜ちゃんはまっすぐな瞳ひとみでうなずいた。

「行きましょう、優ゆう兄にいさん！」

　伸ばしてくれた手に掴つかまり立ち上がり、そのままエレベーターを目指し走る。

　その先を獣人化した男たちがさえぎる――が、その時オレの横を一陣の風が吹き抜ける。

「茜さん!?」

　彼女は片手を振り上げ力をこめる。

「ガァアアアァ！！！」

　その腕で、三人の大人が手を伸ばしようやく囲える柱を殴なぐりつける。

　柱は砕け、その固まりが床と水平に吹き飛ぶ。

　男たちはその固まりに巻きこまれ、同じように吹き飛んでしまう。

「す、すげぇ……！」

　ただ力をこめて殴なぐっただけなのにこの威力！

　これほど力の差があるとは思わなかった。

　エレベーターのボタンを押すと、既に一階だったためすぐに扉が開く。

　乗りこみボタンを押すと、扉は再び音もなく閉まった。





　◇






　エレベーターは側面が強化ガラスで作られているため、街の夜景を眺ながめることができる。まるで海の底に沈めた星々が光っているような幻想的な光景だ。

　エレベーターが最上階のひとつ下で止まってしまう。

「優ゆう兄にいさん、入るときにお渡ししたプレートを使ってください」

　小さ夜よちゃんから渡されたプレートをボタンの下にある隙すき間まに差しこむ。するとエレベーターが再び動き出す。

　微かすかな停止感。

　モーターは音をたてず重い扉を開いた。

「ここに愛め衣いが……」

　目の前には、同じホテルとは思えない別世界が広がっていた。

　床は毛足の長い絨じゆう毯たんでおおわれ、廊下には品のいい調度品が計算された場所に設置されている。

　空気もこもりよどんだモノではなく、森林の中にいるような新鮮な匂いがする。

　最初に小夜ちゃんが警戒しながら、絨毯を踏んだ。

　オレはその後に恐る恐る続く。

「…………」

　彼女は刀を構え慎重に進んで行く。

　せわしなく耳と目を動かし周囲を警戒しながらいくつかの扉をくぐる。そして、いつしか広い一室に出た。そこは寝室だ。

　アンティーク調の机にイス。目がチカチカするシャンデリア。

　壁の一面がガラス張りで、エレベーターで眺めた時よりキレイな夜景が広がっている。

　その部屋に置かれた天てん蓋がい付きベッドに愛衣が猫耳姿で丸まっていた。

「愛衣！」

　服は別れたときと同じ制服姿でハチミツ色の髪にもうるおいがない。

　恐らく三日間、何も食べず、飲まず、風ふ呂ろも入らず、着替えもせず泣いていたんだろう。

　そのベッドの前に元婚約者のショウが腕を組んで立っていた。

「何をしに来た人間」

　彼は小さ夜よちゃんには目もくれず、オレを睨にらみつける。

「め、愛め衣いと話をしに来ました。少しでいいですから彼女と話をさせてください！」

　声は聞こえているはずだが、彼女は身み動じろぎしない。

「……彼女に話をする意志はないようだ。下で馬鹿騒ぎしている奴やつらを連れて失うせろ」

「お、オレは愛衣と話に来たんだ。あんたは関係ないだろ！」

　引き下がらず、どもりながらも強く反論する。

　刹せつ那な――工事用ハンマーみたいな拳こぶしが襲いかかる。

　小夜ちゃんがあいだに入り刀で受け、足で絨じゆう毯たんを削りながらなんとか拮きつ抗こうする。

「なら力ずくで放ほうり出してやる！」

「交渉決裂ですね」

　小夜ちゃんは力任せに押しつけてくる拳を支点に、くるりと投げ飛ばす。

「はぁ！」

　空中で移動できない無防備な背中に手加減なしの一撃！

　ショウはあまりの威力に壁を突き破り、隣室へと姿を消してしまう。

「私が押さえているあいだに、愛衣ちゃんを連れて逃げてください！」

「りょ、了解！」

　彼女の身が心配だが、今は信じるしかない。

　オレは素早く愛衣の側につめ寄る。

「愛衣！　迎えにきたぞ。小夜ちゃんがあいつを押さえこんでいるうちに逃げるぞ！」

　彼女の肩を掴つかみ起こそうとするが、シーツを掴み凄すごい力でそれを拒絶する。

　無理矢理連れて行くのは諦あきらめるしかないようだ。

　オレは彼女の顔を覗のぞきこもうとするが、手で隠れて表情は見えない。

「……怒ってる？」

　考えたすえに出てきた最初の一言は、親の顔色をうかがうような情けないセリフだった。

　もちろん反応はない。

「ほ、本当はすぐ迎えに行きたかったんだけど、小夜ちゃん家ちに監禁されててさ。地下に座ざ敷しき牢ろうがあってさっきまでそこにいたんだ。だから、別れてすぐには来られなかったんだよ」

　いたたまれなくなり言いわけを口する。

　言ってしまった後、小夜ちゃんに責任を押しつける発言をした自分が情けなくなった。

　オレはそんなことが言いたくて、ここまで来たのか？

「違う、オレは――！」

　指先が震える。

「お、オレは愛衣のことが……」

　たった一言が喉のどにつまり声に出せない。しかし言わなければ、彼女を連れ出すことは永遠にできないだろう。

「…………」

　その証しよう拠こに彼女は先程とは違い、耳を澄ませて待っている気配がする。

　オレはありったけの勇気を振り絞り、意を決して叫んだ。

「愛め衣い！　お、オレは愛衣が好きだ！」

　そのセリフに彼女の肩が震える。

　初めて明確な反応を示す。

「小さ夜よちゃんと同じぐらい大好きだ！」

　瞬間、枕まくらで殴なぐり倒された。

「さ、さっきから格好悪い言いわけばっかりして、挙げ句の果てに何それ!?　優ゆう樹きは何しに来たのよ！」

「落ち着け、愛衣！」

「もういいから帰って！　優樹の顔なんて見たくない！　もうみんな大きらい！　死んじゃえぇ！」

　泣きはらした赤い目を釣り上げ叫ぶ。

　……オレは今までその場の状況に流され、逆境に立たされても打開するため動かず、イヤなことも面倒なことも、ただやり過ごして生きてきた。

　だが、幼おさななじみに本気の敵意を向けられてもオレは、今までのように逃げ出さなかった。

　それはなぜだろう？　まるで走そう馬ま燈とうのように彼女と過ごしてきた毎日が蘇よみがえる。




　愛衣の部屋で一緒に食べたご飯。彼女が食べやすいように息を吹きかけ冷まして、口元まで運んだ。




　初めて外へ出たとき、二人で水族館に出かけた。愛衣は群れで泳ぐサンマに目を輝かせ、セイウチの大きさに目を丸くし。イルカショーでは一番前に座り、イルカが水面に落ちた衝撃で飛び散る水を二人で頭からかぶった。そして顔を見つめ合い、お腹なかを抱えて笑った。




　春、近くの公園に皆で花見に出かけた。それぞれの家で作ってきたお弁当を広げ、大人たちはお酒を取り出し、子供たちはジュースで乾杯した。皆で行ったお花見は今思い出しても笑いがこみ上がってくるほど楽しく、舞い散る桜は美しかった。




　もし彼女が再び、初めて出で逢あった頃ころみたいに目は落ちくぼみ、体は骨と皮だけにやせ細りアザだらけの姿に戻ってしまったら、悲しくて、体中の水分を涙で流すだろう。

「愛め衣い……」

　たぶんオレは――口が悪く、年下のくせに生意気で、すぐに手を出す乱暴な猫ねこ柳やなぎ愛衣のことが、一人の女性として好きなんだ。

　その感情は自分でもようやく気が付くほど儚はかないものだが、たしかに胸中に存在していた。

「……どんな言いわけを並べても、二ふた股またをかけていたオレが悪いよ」

　だから、彼女を取り戻そう。

　あの尊大な笑みを、生意気なセリフを、三人で歩くあの通学路の時間を。

「けど、愛衣を傷つけたくて二股をかけたんじゃないってことは、信じて欲しい」

「信じてあげる。けど、だから何？　それでどうなるの？」

　彼女の瞳ひとみは涙でにじみ、侮ぶ蔑べつの色をやどしていた。

　小さ夜よちゃんが二股をかけられていたことを知ったときは、オレを地下に閉じこめ監禁させるほどショックを与えてしまった。

　まだ過去のトラウマの癒いえていない愛衣には、どれほどのショックだっただろう。

「これは小夜ちゃんにも言ったけど、オレは二人が同じぐらい好きなんだ。それに愛衣と小夜ちゃんの三人で過ごす時間が大切なんだ。だから、あの時間も、二人もまだ――」

「そんな言いわけなんてもういいわよ！」

　愛衣の激げき昂こうが、セリフをさえぎる。

「だから何だって言うのよ！　ごまかすのはもう止めて！　どうせわたしとの約束を破るつもりなんでしょ！　わたしを裏切るつもりなんでしょ！　そうだよね。小夜ちゃんは胸も大きいし、わたしみたいに生意気じゃなくて素直だし、料理も洗濯も、掃除だって上じょう手ずだし、あ、あとは……」

　愛衣は瞳から溢あふれ出す涙を、感情にまかせて流し続ける。だからオレも感情に任せて、動物みたいに心情を吐き出した。

「ああ、たしかに嫁さんにするなら断然小夜ちゃんだよ！　可愛かわいいし、料理はおいしいし、洗濯も掃除も上手だ！　他にも色々な条件を出して、自分を選んで欲しいって言われたよ！」

「だ、だったら！　小夜ちゃんとでも、誰とでも結婚すればいいでしょ！」

「ああ、したかったさ！　でも、駄だ目めなんだ。駄目なんだよ。どうしても愛衣の泣き顔がまぶたの裏に張り付いて剥はがれないんだ。どんなに忘れようとしても、消えないんだよ！」

　理性をどこか遠い場所に置いて本能で叫ぶ。

「だからオレはおまえを迎えに来たんだ！　小夜ちゃんに頼んで、賢けん悟ごさんや茜あかねさんの助けを借りて今、愛衣に会うことができた！」

　愛衣は泣き叫ぶのを止めてまっすぐ見つめてくる。

「小夜ちゃんはオレの気持ちが変わるまで、地下室に閉じこめておくこともできたのにそうしなかったんだぞ！　彼女は『愛め衣いちゃんは一生の親友。猫ねこ又まただから、恋こい敵がたきだからって放ほうっておくことなんてできません』って言ってくれた！　そして、今も危険を承知でショウを一人で押さえこんでる！」

　小さ夜よちゃんがいなければ、オレはここまで来るどころかホテルにすら入れなかった。

「もう一度言うぞ。オレは三人でいる時間が大好きだ！　だから、愛衣がいなくなるなんて、オレは許さないからな！　そうなったら……そうなったら……」

　喉のどが痛むのも無視して、天国まで届く大声で叫んだ。

「明日から、オレは誰と口くち喧げん嘩かすればいいんだよ！　誰がオレのだらしない性格を叱しかってくれるんだよ！　愛衣、オレにはオマエが必要なんだ！　だから、どこにも行かないでくれよ！」

　それは情けないセリフだった。しかし肩で息を切らしながらも、想いは全すべて言い切った。

「調子に乗るなよ猿風ふ情ぜいが！」

　突然、太く金属みたいな声こわ音ねが聞こえてくる。

「ショウ！　小夜ちゃんはどうした!?」

「あの雌犬ならそこで伸びている」

　彼はアゴで壁があいて繋つながった隣室をさす。

　その部屋に小夜ちゃんがうつぶせで倒れていた。

「小夜ちゃん!?」

　下の男たちを圧倒した彼女が、獣化もしていないショウにおくれを取るなんて……

「もう一度だけ言う。下で馬鹿騒ぎしている奴やつらを連れて失うせろ」

　小夜ちゃんが倒された今、オレがこの怪物に対抗する方法はない。

　もし逆らえばきっと殺されるだろう。

「……けど、もう引き下がれないよな」

「正気か？　ただの人間が、俺に勝てるとでも思っているのか」

「思ってねぇよ。でも、オレはあの地下室で決めたんだ。絶対に愛衣を取り戻すってな！」

　腹の底から力いっぱい叫んだ。

「オレはもう二度とオマエの指図は受けねぇ！」

　作戦なんてない！　勝算もない！　だが、男には避さけられない戦いがあるんだ！

「うぉおおおおおおぉおぉぉぉぉぉぉおおぉぉぉぉぉぉぉッ！！！」

「優ゆう樹き、ダメぇぇぇぇぇぇぇぇッ！」

　愛衣の叫びも無視して、拳こぶしを振りあげ、ショウとの距離を縮める。

「カスが。そんな大振りが当たると思っているのか？」

「ぐぅ！」

　ショウは軽くステップでさけると、三日前と同じ箇所に拳を突き立てる。

　オレは同じように吹き飛び、テーブルに背中をぶつける。

　愛め衣いが息を呑のむのを肌はだで感じた。

「ちくしょう、やっぱ漫画みたくはいかないか」

　根性で弱音を押しこみ、強がりを吐き出す。

　口の中が鉄の味で満たされ、背骨にヒビが入ったように痛んだ。

「どうした、もう終わりか？」

　気が付けば、ショウが直すぐ目の前にいる。

　彼は腹部をしたたかに蹴けりつけてくる。

「がぁ！」

　オレはボールのように勢いよく床を転がり、壁にぶつかる。

「もう止めて！　本当に死んじゃう！」

「……止めて欲しいか？」

　彼は足を止め、愛衣に向き直る。

「だったらここで誓え。オレと結婚すると、子を孕はらみ、産むと誓え！　そうすればこのゴミを助けてやる」

　愛衣は目を硬く閉じ、唇くちびるを白くなるまで噛かみしめる。

「……約束すれば、本当に助けてくれる？」

「ああ、俺はこのクズと違って約束は破らん」

　愛衣は小さく息を吸い、喉のどから絞り出すようなかすれた声こわ音ねをあげる。

「わたしは……猫ねこ柳やなぎ愛衣は、猫ねこ又また一族当主の息子であるショウと結婚して、子供を産みま」

「止めろ！」

　その声にショウも愛衣も目を剥むく。

　オレは壁に爪を立て、震える足を叱しつ咤たしながら立ち上がった。

「だ、駄だ目め、立ち上がらないで、ショウは本当に殺すつもりよ！　だからお願い、もう立ち上がらないで、これは命令なんだから！」

　愛衣はぽろぽろと真珠みたいな涙を流す。

　服は汚れ、顔は血と涙でぐちょぐちょだ。

　体は泣き出したくなるぐらい痛い。

　できるなら、今すぐ土ど下げ座ざして命いのち乞ごいをしたい。

　けどな……オレみたいな卑ひ怯きようで、意気地無しで、やる気のない、すぐ逃げ出したくなる駄目人間でも――絶対譲れないモノがあるんだよ！

「オレの女に手を出してんじゃねぇ、このロリコン野郎!!　愛衣も、小さ夜よもオレのモンだぁぁああぁあぁぁぁっぁぁっぁぁぁ！！！！！！」

「優ゆう樹き……」

　瞬間、ショウの太い腕が壁にオレを押さえつける。

「調子に乗るなよ、人間。力もなく、何もできない貴様が吠ほえるな！」

「ぐぅ――！」

　太い腕に爪を立てるが、鉄でできているのか痕あとさえつかない。

「貴様のようなクズが愛め衣いと釣り合うと本気で思っているのか？　　己の立場をわきまえろ！　愛衣の夫になれるのは俺だけだ！　俺こそが、家柄も力も全すべてふさわしいのだ！」

　指が喉のどを万力のごとく締め付けてきて息を止められる。

　無駄だと分かっていながらも足あ掻がくが、腕は一ミリだって動かない。

（くそっ……もう、ここまでなのか……）

　顔から血の気が失うせるのを自覚する。




「……たく、もう、優ゆう樹きはわたしがいないと本当に駄だ目めなんだから」




　久しぶりに聞くぼやき声。

　次の瞬間、ショウは反対側の壁まで愛衣にぶん投げられる。

「げほッ！　けほ！　ごほッ！」

　意識を失いかけたかすれた目でたしかに見た。

　愛衣が一瞬でオレたちのあいだに割りこみ、ショウの手首を握り絞しめ力ずくで離させると、彼を無造作に反対側の壁際に放ほうり投げたのだ。

　座りこんで項うな垂だれた頭を上げると、彼女と目が合う。

　その瞳ひとみは泣きはらしたせいで赤く染まっていたが、そこにはいつもの輝きが戻っていた。

「勘違いしないでよね！　優樹を助けたのは、二ふた股またの件や小さ夜よちゃんが犬いぬ神がみ一族だったことを黙っていたのを叱しかってないのに、死なれたら困るからだからね！　わたしはまだ優樹のこと許したわけじゃないわよ！　今回のことは本当に怒ってるんだから！」

「あ、ああ」

「返事は『はい』って、自分で言ってたでしょうが！」

「は、はい！」

　いつかの朝、オレが彼女を叱ったみたいに怒られる。

「だいたいそういう状況になったら、わたしか小夜ちゃんにすぐ相談して仲立ちしてもらうなりすればよかったでしょ！　だから優樹は駄目人間なのよ、分かった!?」

「わ、分かってるよ～」

「返事は『はい』だって言ってるでしょうが！」

　愛衣はほほを掴つかむと、左右に思いっきり引っ張る。

「ふぁい！　ふぁふぁりふぁふぃふぁ（はい！　分かりました）！」

　彼女は手を離すと、胸に顔をうずめてきた。

「本当に傷ついたんだからね。二ふた股またをかけられてたって、裏切られたって知ったとき目の前が真っ暗になったんだよ。この気持ち優ゆう樹きに分かる？」

「ごめん」

「もうわたしなんて誰も必要としてない、死んだ方がいいんだって……裏切った優樹も殺して死のうって考えるぐらい、本当に辛つらかったんだよ？」

「ごめん。本当にごめん」

「許さない。絶対に許してあげない。優樹の側にずっといて、死ぬまで言ってやるんだから！」

　愛め衣いの髪の毛を撫なでながら、壊れ物を抱きしめるように腕を回す。

「もう優樹なんて大っきらいなんだから！」

「ごめん。悪かったよ」

「本当に、本当に大きらい！　きらいっ、きらいっ、きらいっ、大きらいッ！　死んじゃえ！」

　彼女は顔を上げると、光り輝く涙をぬぐって今できる最高の笑顔を浮かべる。

「家に帰ったら、小さ夜よちゃんと二人でまずはお説教から始めるからね。今日こそ、その性格を治してあげるんだから！」

「ああ。覚悟しておくよ」

「返事は『はい』だって言ってるでしょ」

　微笑ほほえむ彼女を、強く抱きしめる。

　一時期はどうなることかと思ったが、再びこの腕の中に柔やわらかく温かな存在がおさまってくれたことに安あん堵どする。

「ちょっと待て！　俺を無視して勝手に話を進めるな！」

「忘れてたよ……」

　ショウをどうにかしないと帰るどころか、オレは確実に殺されてしまう。

　だが愛衣は、そんなことを少しも気にしていなかった。

「うっさい馬鹿野郎。茜あかねさんは正式に長から婚約解消の言げん質ちを取っているのよ。だから、わたしたちはもう赤の他人なの。婚約者顔してつきまとわないで！　それってストーカーって言うんだよ。本当に、心の底から気持ち悪いんですけど」

　先程までの落ちこみが嘘うそのようにしんらつな言葉を投げつける。

「だいたいわたしの力が強いからよりよい子孫を残すための婚約だったけど、そんなの昔にはやった一過性のモノじゃない。今じゃただの風化した建前なのに何本気にしてるの？空気読んでよ？　空気って分かる、酸素とか窒素とかじゃなくて、場の空気だよ？　それともお坊ちゃん育ちだから、空気の読み方も知らないの？　それなら前世からやり直した方がいいわよ。っていうか年下にそんなこと言われている時点で、人生得点三点なんだけど。ちなみに百点満点でね」

「い、言わせておけば！」

「おい、愛め衣い。もうその辺にしておけって」

　彼女の罵ば声せいは、関係ないオレまでへこませる威い力りよくだった。

「あまつさえ人の親友に手を上げて。本当なら首から下を地面にうめて、土の肥料にしてやりたいところだけど、これからしつけのなってない下げ僕ぼくに再教育をしなきゃいけないから忙しいの！　それに貴方あなたみたいなうっとうしい存在とこれ以上関かかわりたくないから、特別に見逃してあげる。だからほら、ケガしたくないだろうからさっさと消えなさい。そして、自分の存在意義を考えて、地球温暖化対策のために呼吸するのを止めてちょうだい！」

「ぶっ殺すッッッ！！！」

　それはホテル全体がゆれる雄お叫たけびだった。

「ふぅ～、やれやれ。人って本当のことを言われると怒るのよね。自分の間違いを認められないなんてほんと器うつわが小さい男ね」

　それでも愛衣はどこ吹く風という感じで、溜ため息いきを漏もらす。

　ショウが雄叫びを上げ獣化する。

「ガアアアァァァアアァァァァァッァアアアァ！！！！！」

　上着は筋肉の膨張で弾はじけ飛び、代かわりに黒々とした獣毛が上半身をおおう。

　爪は軍用ナイフより鋭く尖とがり、口の中に収まりきらない犬けん歯しが絶滅したサーベルタイガーのように伸びる。

　その姿はまるで二本足で立つ黒ヒョウだ。

「手、握ってて」

　愛衣は獣化するショウにかまわず、手を差し出してくる。オレはその願いに困惑する。

「優ゆう樹きが握っててくれるなら、この力を制御できる気がするの」

「愛衣……」

　彼女は、首に巻いたチョーカーに指をかける。

　そのチョーカーで自身でも制御できない、神と崇あがめられるほど強い力を封じこめている。

　母親とは死別し、父親からは憎まれ虐ぎやく待たいを受けてきた。そして、その力のせいで周りからは恐れられるか、利用しようと狙ねらわれるかしかなかった。

　本来なら人生の中で一番幸せだったはずの時間を、べったりと黒い悲しみに塗りつぶされてしまった。

　幼い頃ころの彼女はその暗闇の中、ただひざを抱え涙を流すしかなかった。

　しかし今、猫ねこ柳やなぎ愛衣はその力を解き放とうとしている。

　瞳ひとみは赤く、ほほには涙の跡があるまだ幼い横顔。けれど、もうそこには隅でひざを抱え、ただ泣いて震えていた少女はいなかった。

　目の前には傷つき、苦しみ、悲しみ、辛つらい目に合いながらも、立ち上がってオレの隣にいることを選んでくれた少女がいた。

「くぅ――」

　その事実が、場違いにも胸を熱くする。

　オレは涙がこぼれそうになるのを必死に堪こらえた。

　代かわりに胸に渦巻く色々な想いをこめて、その小さな手のひらを強く握り締める！

　彼女はチョーカーをためらいなく外した――鈴が場違いな音色をかなでる。

「優しくしていれば調子にのりやがって！　だったら、力ずくで貴様を俺の女（モノ）にしてやる！」

　同時に獣化を終えたショウが襲いかかってくる。

「グルガァァァァァァッァアアァァァッァアァアッ！！！！！！！！」

　愛め衣いが力を使う前に倒す算段だ。だが、彼女は慌てず右手を突き出す。

「無駄よ。どんな事されたって、わたしは絶対にあんたのモノになんかならないわ。だって、わたしは……いまだに後悔してるし、イヤでイヤでしかたないけど、だけど、わたしは……」

　愛衣はさらにオレの手を強く握り絞しめてきた。

「わたしは――倉くら田た優ゆう樹きの婚約者なんだからっッ!!」

　最初に感じたのは黄金こがね色に輝く光だった。

　愛衣の全身が光に包まれる。だが、それだけで収まらず沸ふつ騰とうしたヤカンの蒸気みたいに光がほとばしった。

　それはまるで彼女自身が熱の無い太陽みたいに輝く。

　ショウの不吉な黒々とした爪つま先さきが、愛衣に切迫する。

　彼女の突きだした右腕に溢あふれる光が収束ッ、瞬間、放出する！

「ぐあぁぁぁあああ！！！」

　ショウの悲鳴が部屋全体に響く。

　それは音も、衝撃も、熱も無い圧倒的な光そのものだった。

「……ッぅ……」

　顔を背け、硬くまぶたをつぶって爆発した光の奔ほん流りゆうを避さけようとする。

　それでも失明してしまうと覚悟させるほど、強烈な光がオレを、そしてショウを貫く。

　同時に彼女の右手を起点に圧倒的な衝撃波がショウに向けて放出される。

「そんなッ……馬鹿なぁぁぁ！！！」

　一瞬の叫びは後から響いた轟ごう音おんによってかき消える。

　小規模の核爆発がおきたかのような、激しい衝撃と光が建物をゆらした。

　霞かすむ視界の中で目を凝らすと、愛め衣いは先程と同じポーズで立ち続けていた。

　その視線の先に吹き飛ばされたショウが、大の字で伸びていた。

　愛衣とショウを結ぶ直線上の家具などは原型を止めないほど破壊されてしまう。

　彼女は握り締めていた手をほどき、落ちたチョーカーを付け直す。

　そして、いまだ腰を抜かし続けているオレを見下ろし、命令口調で言った。

「家に帰ったら、まず正座ね。それから今夜は寝かせるつもりないから覚悟しなさいよ」

　あれだけの力を見せられたオレに、抵抗する意志など小石ほども残っていない。

「……どうして、オレの周りにはこういう女しかいないんだ？」

「何、ぶつくさ言ってるのよ。ほら、小さ夜よちゃん起こして早く帰るわよ。きっと下で茜あかねさんたちが待ってるわ」

　と、言って愛衣はまだ座りこんでいるオレに手を差し伸べる。

　だが、そのことになぜか不思議と不満はなく、むしろ大笑いしたいほど愉快な気分だった。

「そうだな。帰るか」

　オレは迷わず、その差し出された手のひらを握り締めた。

　オレみたいな駄だ目め人間の隣にいてくれる、その小さくて柔やわらかい彼女の手のひらを――





■Epilogue　桜が舞い散る季節に







　二ふた股またが発覚してから一週間が過ぎた。

　オレと小夜ちゃんがショウに付けられた傷は入院するほどひどいモノではなく、後数日も経てば痕あとも残らず消えるとのことだ。けれど、愛衣だけはチョーカーを外して力を使ったせいで、三日間ほど寝こんでしまった。

　あの力は強く、大きすぎて彼女の幼い体には耐えきれなかったらしい。だが、今は後遺症もなく、いつもの調子で生意気を言っている。

　またオレは今回の事件をきっかけに敵対する一族同士の抗争が始まるのではないかと危き惧ぐしていたが、それは杞き憂ゆうに終わった。

　茜さんは筋を通し、婚約を解消していた。けれどショウが独断で私兵を動かし愛衣をさらった。そのため猫ねこ又また一族はこの事件に一切関与していないと長が正式に発表したらしい。

　また犬いぬ神がみ一族も今回の襲撃は小夜ちゃんと賢けん悟ごさんの独断で、一族は全く関かかわっていないと正式に通告したそうだ。

　ショウは今回の事件の主犯として猫又一族内の矯正施設送りが決まったらしい。

　そして、秘密を知ったオレの処遇はというと……とりあえず将来、愛衣と小夜ちゃんのどちらかと結婚するのと、秘密を厳守するという条件で当分保留することが決定した。

　この程度で済んだのは例外中の例外で、そのために茜あかねさんも、賢けん悟ごさんも、ずいぶん苦労したらしい。

　お陰かげでオレはこうしてまたいつも通りの日常を過ごすことができるようになった。




　待ち合わせ場所には小さ夜よちゃんがすでに待っていた。

「小夜ちゃん、おはよぉー！」

　愛め衣いは元気よく駆け出し隣に並ぶ。

「おはようございます。愛衣ちゃん、優ゆう兄にいさん」

「おはよう、小夜ちゃん」

　そして、二人は二ふた股またが発覚する前みたいに仲良く話を始める。

　オレはそれを眺ながめながら、満ち足りた気分でいた。

　ショウを倒した数日後、オレたちは今後どうするかを話し合った。

　オレは馬鹿だからどう決めたらいいか分からないし、自分の気持ちに自信が持てない。だから、今すぐどちかを選ぶことはできない、と愛衣と小夜ちゃんに告げた。

　二人はこの答えを予想していたのか、条件を守るなら当分は保留してもいいと言ってくれた。その条件とは――

　ひとつ、もう二度と問題を抱えても一人で悩まないこと。絶対に愛衣か小夜ちゃん、茜さんや賢悟さんに相談すること。

　ふたつ、いつか絶対にどちらを選ぶか答えを出すこと。

　その提案にオレは迷わずうなずいた。

　そして、オレはようやく二股をかける前と同じ日常を取り戻すことができた。

　失って初めて気が付いたが、これがオレのかけがえない幸せだ。だから、最低最悪のヘタレな答えで申し訳ないが、やっぱり今はどちらが好きだとは、はっきり明言することができない。

「でもまぁ近い将来、はっきりとした形で答えを出せそうな気がするんだよな」

　それは淡あわ雪ゆきみたいな予感だった。しかし、いずれ確実におとずれる手て応ごたえを感じていた。

　まぁ、それまではこうして三人で楽しく、笑いあえたらいいと思う。

　そんなことをぼんやり考えていると、小夜ちゃんの呼びかけで現実に引き戻される。

「優兄さんは、最近はいつもお昼ご飯はパンとかなんですよね？」

「え、ああそうだね。親が二人とも海外行ってからね」

「毎日パンばかりでは栄養がかたよりますよ。もし宜よろしければ、お弁当を作って来ましたので、お召し上がりになってください♪」

　言われて気が付いたが、彼女は風ふ呂ろ敷で包んだ重箱をかかえていた。

「優ゆう兄にいさんの大好きな、甘ぁ～い卵焼きもいっぱい入っていますから、遠えん慮りよせず全部お食べになってくださいね♪」

　そんな幸せそうな笑顔で渡されたら、断るなんてできるはずがない。

「あ、ありが――」

　だが、お礼を言い終える前に、語気を荒くした愛め衣いが割りこんで来る。

「ちょっと小さ夜よちゃん、勝手にわたしの下げ僕ぼくにエサを与えるのやめてちょうだい！　変なクセがついたら困るでしょ！」

　その一言で先程までのなごやかな空気が、最初から無かったみたいに霧散する。

　小夜ちゃんは一歩も引かず笑顔で反論した。

「優兄さんを下僕だなんてひどい言い方しないでください。それに優兄さんはまだ誰のモノでもないのですから、愛衣ちゃんに許可をもらう必要なんてありません」

「だ、だったら、お弁当で誘惑するようなまねしないでよね！」

「誘惑なんてしてませんよ。私は優兄さんの健康を気遣ってお弁当を作ってきただけですから」

　小夜ちゃんは勝ち誇ったように微笑ほほえむ。

　愛衣はそれ以上反論できず、怒りがこもった瞳ひとみでうーうー唸うなり声をあげ始める。

「ま、まぁ落ち着いて二人とも。弁当ぐらいで、騒ぎすぎだって」

　オレは気を遣って、仲裁に入った。

　だが、これが火に油を注そそぐ結果になる。

「何よ、やっぱり小さ夜よちゃんの方が好きなんじゃない！　土ど下げ座ざして、わたしに一生絶対服従するって、足にキスしながら誓ったくせに！」

「いや、土下座はしたけど、足にキスはしてないだろうが！　変な捏ねつ造ぞうするな！」

　すると、今度は小夜ちゃんの方から、鋭い視線を感じる。

「そうだったんですか。愛め衣いちゃんには土下座して、婚約してくれと仰おつしやったんですか。そうですか。それほど愛衣ちゃんのことがお好きだと……」

「ちょ！　小夜ちゃん!?　どうしてそうなるの!?」

　彼女はいつも通りの笑みを浮かべているが、瞳は真冬の夜空より冷たかった。

　本能が命の危機に直面していることを、律りち儀ぎに警告してくる。

「いや、ほら、あれだよ。つまり、なんていうか、今後は相互で理解を深めてさ……」

　とにかく、この場を切り抜けようと適当にはぐらかそうとするが、そんなごまかしが二人に通じるはずもなく、

「もう優ゆう樹きの優ゆう柔じゆう不ふ断だん！　駄だ目め人間！　男らしくどっちを主あるじにするかはっきりしなさいよ！」

「やっぱり愛衣ちゃんが好きなんですね……。優兄さん、学校が終わったら家に来ていただけませんか？　地下に監き……いえ、二人っきりでお話ししたいことがあるのですが」

　二人は獲え物ものを追いつめるように連携して、左右からじりじりと距離を縮めてくる。

「優樹！」

「優ゆう兄にいさん！」

「う、うわぁあああぁぁぁぁっぁあぁぁっぁあああぁっぁぁぁぁ！！！！」

　オレはプレッシャーに負けて、二人から逃げ出す。

「あ、こら！　逃げるな！　卑ひ怯きようだぞ！」

「そうです！　男ならはっきりしてください！」

「や、やっぱりオレは年上の方がぁぁッッ！」

　振り向くと二人は尻尾しつぽと耳を出して全力で追いかけてくる。

　何が何でも取り押さえるつもりだ！

　二人は口をそろえて叫んだ。

『私と婚約するって言ったでしょ！』

　そして、オレたちは通学路の桜並木の下を走り出す。

　空からは桃色の花びらが無数に舞い落ちてくる。

　それはまるでこの奇妙な三角関係をはやしたてるピンク色の拍手のようだった。


【ｅｎｄ】
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　本作をお手にとってくださって、本当にありがとうございます。

　第五回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて、佳作を受賞させて頂きました斉さい藤とう真しん也やと申します。

　今作品は、主人公の倉くら田た優ゆう樹きが、ある理由で幼なじみとその親友の少女に二股をかけてしまうドタバタラブコメディです。キャッチフレーズは自分としては、『ツンデレ少女とヤンデレ少女に、二股をかけたらどうなる!?』――です。

　三角関係ラブコメとなりますが、別に暗いドロドロした話ではありませんので、鬱うつ話ばなしが苦手な人でも楽しんで読めると思います。

　そういえば二股で思い出したのですが、ＭＦ文庫Ｊに応募する前に友人に読んで貰もらったとき、「これって斉藤の実体験も入ってるんだよね？」と、満面の笑顔で聞かれました。

　実体験って……自分みたいな真面目で誠意第一をモットーにしているヤツが、女性に二股なんて卑ひ劣れつなマネするはずないじゃないですか。

　だいたい二股をかけられて、捨てられたのは自分のほう――いえ、なんでもないです。

　さ、さて、早速この本を出版するにあたってお世話になった方々に謝辞を。

　まず何よりイラストを描いてくださったフミオ様。お忙しいスケジュールにもかかわらず、素晴らしいイラストをありがとうございます。ラフが上がってくるたび、キャラクターたちの可愛かわいらしい姿やカッコイイ姿に、斉藤は悶もだえ転がっております。

　担当のＳ様。ページ数を間違えたり、古い原稿データを送ったり、打ち合わせで天然全開な発言をしたりなど、数々の問題をおこして申し訳ありません。今後はなるべくミスを減らすように頑張ります。また、本作の完成に至るまで、厳しくも温かいご指導を頂きまして、本当にありがとうございます。今後とも、なにとぞ宜よろしくお願いいたします。

　また、選考に関かかわってくださった審査員の先生方や編集の皆様そして編集長様、多大なアドバイスや激励を誠にありがとうございました。

　また、家族や親戚、地元の友達や、いつも書き上がった作品を読んでくれる友人にも深く感謝を。今度何かおごりますね。

　また私が知らない、この本に関わってくださった皆様方全てに、「ありがとうございます」と、この場にて深く頭を下げさせて頂きます。

　最後になりましたが、この本を手にとってくださった読者の皆様、少しでも面白いと思ってくださったら、これにまさる喜びはありません。より一層楽しんで頂けるように、次巻以降も、更に努力していきたいと思います。よりパワーアップしていく「倉田くん」を、今後とも宜しくお願いいたします！


二○○九年九月　　斉藤真也
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